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序

本書は、市立福音小学校建設に伴い平成元年度に松山市教育委員会が発掘調査を実施し、その結果を

財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センターがまとめたものです。

周辺におきましては、昭和40年代の回道11号線バイパス建設に伴う事前調査をはじめ、筋違A～ P遺

跡、北久米浄蓮寺遺跡 3～ 5次調査など弥生時代から飛鳥時代にかけての重要な遺跡の調査が進められ

てきました。また、南東に位置する国指定史跡の来住廃寺は、「回廊状遺構」や「久米評」の文字が線

刻された須恵器の検出等により全国的に注目されており、学術調査並びに保存整備事業が継続されてい

ます。

その中において福音小学校構内遺跡は、弥生時代から中世にかけての複合遺跡です。特に古墳時代中

期の大規模集落跡が見つかり、近接する星岡。東山古墳群と共に注目される重要な遺跡であります。

調査報告書は、膨大な考古学資料となるため分冊にて刊行する予定です。今回の古墳時代以降編は既

刊されている弥生時代編に続く第二弾となるものです。

本報告書を刊行できますことは、埋蔵文化財に対し深いご理解とご協力をお寄せいただいた市民の

方々の賜と心から感謝申し上げます。また、本書が文化財保護、教育文化の向上、今後の調査研究の一

助となれば幸いに存じます。

平成15年 3月 31日

財団法人 松山市生涯学習振興財団

理事長 中 村 時 広
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1,本書は、松山市教育委員会 (松山市立埋蔵文化財センター)が1989(平成元)年 7月 ～翌年 3月 に

実施した松山市立福音小学校新設工事に伴う埋蔵文化財調査の発掘調査報告書である。1995(平成

7)年に刊行された「―弥生時代編一」の続編である。
2.遺構の実測は、宮崎泰好の責任のもと、相原浩二、山本健一、武正良浩が中心に行い、愛媛大学・

松山大学の学生、一般の方々他の援助を受けた。遺構の撮影は宮崎泰好、大西朋子が行った。

3.遺構は呼称を略号化して記述した。竪穴式住居 :SB、 溝 :SD、 井戸 :SE、 道路遺構 :SF、

上坑 iSK、 柱穴 ISP、 掘立柱建物 :掘立、波板状凹凸遺構 (波板 )、 性格不明遺構 :SXで ある。
4.遺物の実測・ トレース、遺構図の合成・ トレースは、武正良浩の指示のもと、木下奈緒美、岩本美
保、村上真由美、丹生谷道代、多知川富美子、失野久子、田崎真理ほかが行った。

5。 出土鉄製品の保存処理は、松山市立埋蔵文化財センター内で実施し、山本健一、池田學ほかが行った。

6。 遺構図の縮尺は、竪穴式住居址は 1/60、 掘立柱建物l■は 1/80を原則とし、他は縮分値をスケー

ル下に記した。遺物実測図の縮尺は、土器 1/4、 石器・鉄器 1/3を原則とし、各々の縮分値を
スケール下に記した。

7。 本書に使用した方位はすべて磁北である。

8.写真図版は武正良浩と大西朋子が協議し、遺物の撮影及び図版作成は大西が行った。また、航空写

真は国際航業株式会社に業務委託して撮影したものを使用した。

(※遺構・遺物写真図版は別冊に掲載)

9,本書にかかわる遺物・記録類は、松山市立埋蔵文化財センター (松山市考古館)。 松山市文化財情

報館で収蔵保管している。

10。 本書の執筆・編集は、西尾幸則 。相原浩二の指示のもと武正良浩が行い、浄書は木下奈緒美、村上

真由美、岩本美保の協力を得た。

■.発掘調査及び整理調査 。本書刊行にあたっては、下條信行・松原弘宣・田崎博之・村上恭通・吉田

広 。三吉秀充 (愛媛大学 )、 石野博信 (徳島文理大学 )、 木本雅康 (長崎外国語大学 )、 近江俊秀

(奈良県教育委員会 )、 合田幸美 (財団法人大阪府文化財協会)、 藤田直也 (働とちぎ生涯学習文化

財団埋蔵文化財センター)、 太田賢― (埼玉県吉見町役場 )、 岡田敏彦・柴田昌児 (財団法人愛媛県

埋蔵文化財調査センター)、 冨田尚夫 (愛媛県歴史文化博物館 )、 平岡敬― (松山市教育委員会学習

施設課)、 田城武志・栗田正芳・奥村康男 (松山市教育委員会文化財課)、 栗田茂敏・梅木謙―・宮

内慎―・山本健―・加島次郎・吉岡和哉・栗原伸二 (財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財

センター)ほか、多くの先生方 。職員に数々の貴重なご指導 。ご教示・ご配慮を頂いた。記して感

謝申し上げます。〈敬称略〉

12.製版 写真図版175線

印刷 オフセット印用↓
用紙 カラー写真 マットコート135kg 本文 マットコート90kg
製本 アジロ綴じ

口
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第 I章 は じめ に

1.調査に至る経緯
1988(昭和63)年、松山市教育委員会総務課 (現学習施設課。以下総務課)よ り松山市福音寺町に市

立素鵞・北久米・石井東小学校の分離新設小学校を建設する旨の申し出が松山市教育委員会文化教育課

(現文化財課。以下、文化教育課)にあつた。

当IFA地は、松山市埋蔵文化財包蔵地「116チ H附遺物包含地」内にあり、周知の遺跡として知られてい

る。同包蔵地内及び周辺では、縄文時代後期～中世にかけての重要な遺跡が多 く確認されている。

これらのことを踏まえ、1988年 に確認のための踏査を実施し、翌年 7月 から本格調査を開始した。

2.調査組織
調 査 地 愛媛県松山市福音寺町362-1他45筆

遺 跡 名 福音小学校構内遺跡

調査期間 屋外調査 :1989(平成元)年 7月 12日 ～1990(平成 2)年 3月 31日

対象面積 23,237.91r 調査面積 18,081♂

調査委託 松山市教育委員会総務課 (屋外調査当時)

調査主体 松山市教育委員会文化教育課 (屋外調査当時)

調査担当 調 査 員 :宮崎泰好 (平成 3年退職)

調査補助員 :山本健一、相原浩二、宮内慎一、高尾和長、河野史知、水本完児、加島次郎、

武正良浩 (以上、現財団法人松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター)、

真木 潔 (現松山市河川水路課)、 大森一成 (平成10年退職)

3.刊行組織 (平成15年 3月 31日 現在)
松 山 市 教 育 委 員 会

事   務   局

財団法人松山市生涯学習振興財団
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第Ⅱ章 遺跡の概要

1.遺跡の立地
松山平野は、伊予灘と隧灘とを三分するように北に突き出た高縄半島のつけね部分にあたる。高縄半

島の中央部には半島の最高峰、東三方ケ森をはじめとして、伊之子山、北三方ケ森、高縄山からなる高

縄山地が形成されている。この高縄山に源を発 した河川が伊予灘に流れ出て形成された沖積平野が松山

平野である。本遺跡が所在する松山市福音寺町周辺には、内川、小野川、前川、川附川などの大小河川

が流れている。そのうち小野川は、平井谷に水源を発 し、平井町付近で扇状地を形成し、途中星ノ岡、

東山など所謂「伊予三山」と呼ばれている独立丘陵群の南方を蛇行しながら流れ、やがて石手川に合流

する。この二河川に挟まれた地域は、舌状に形成されていることから「来住の舌状台地Jと も呼ばれ、

肥沃な農耕地となっている。また小野川が蛇行しながら、長い年月の中で台地を舌状に形成していった

名残が、現在も小野川周辺に残存している。近年、この舌状台地の中央を南北に走る国道11号線のバイ

パスが建設され、周辺の環境も急速に変わりつつある。当遺跡は、伊予三山の北東、バイパスの北側に

近接する。

2.歴史的環境
当遺跡周辺には、数多くの遺跡の存在が明らかになっている。以下、これらの遺跡について時代別に

記述する。

旧石器時代

当地域における旧石器時代の遺物は、東山鳶が森古墳調査においてサヌカイト製ナイフ形石器 1点、

天山天王が森遺跡において瑠璃質安山岩製ナイフ形石器 1点、釜ノロ遺跡において赤色チャー ト製ナイ

フ形石器 1点、小型の尖頭器 1点が出土している 〔長井数秋 1986〕 。また、筋違 F・ H遺跡でサヌカ

イト製ナイフ形石器が各 1点が出上しているが、いずれも遺構に伴ったものではない。

縄文時代

縄文時代の遺跡は、現在までのところ後～晩期に限られている。久米山田池周辺では、後～晩期の土

器が採集され、久米窪田 I遺跡においても、後期と推定される土器が出土している。また、久米窪田森

元遺跡では、後期後葉の約40点の破片が土坑から出上しており、数少ないこの時期の一括資料として貴

重なものである 〔栗田茂敏 1989〕 。

弥生時代

弥生時代の遺跡は、当遺跡が立地する微高地や東の来住台地上において、集落遺跡として弥生時代の

痕跡を認めることができる。まず久米窪田Ⅲ遺跡では、中期の竪穴式住居l■や土坑墓などが検出されて

いる 〔吉本弘他 1981〕 。同Ⅳ・V遺跡は、弥生・古墳・中世の複合遺跡であつたが、前 。中期の竪穴

式住居址や土坑状遺構、土坑墓などが確認されている 〔阪本安光他 1981〕 。また、来住遺跡は、白鳳

時代の来住廃寺の寺域内で検出された弥生時代の遺構であるが、後期を中心とした竪穴式住居址や土坑、

土坑墓などが確認されている 〔小笠原好彦他 1979〕。福音寺地区では前期～後期の集落関連遺構・遺

物が検出されている。筋違 F・ L遺跡の上坑からは前期に比定される土器片が出上している。福音小学

校構内遺跡からは中～後期の竪穴式住居址、土坑、周溝状遺構、土器溜り、区画溝 (SD3)、 壺棺群

等の遺構が検出されている。遺物には概期の土器、分銅形土製品 (2点 )等がある。
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歴 史 的 環 境

注目されるのは、土器溜りから多量に出土した絵画・記号土器である 〔梅木謙- 1995〕。

古墳時代

当遺跡の南西方に位置する天山、星ノ岡、東山の各独立丘陵には、円墳を中心とする小規模な古墳が

多数分布している。 6世紀から7世紀中葉にいたる時期の群集墳地帝である。

古墳時代の集落は、当遺跡から北久米浄蓮寺遺跡群に至る福音寺地域全体に広く認められる。北久米

浄蓮寺遣跡 3次調査地では住居廃絶時における祭祀行為の一端が明らかにされた 〔橋本雄- 1994〕 。

両遺跡の南に隣接する国道11号線の建設に先立って行われた調査においては、福音寺遺跡筋違地区、星

岡遺跡北下地区をはじめとして、古墳時代の遺構・遺物が多く出上している。特に当遺跡に近接する筋

違遺跡は、近年の土地開発に伴い十数次にわたる発掘調査が行われている。中でも集落内における祭祀

事例が明らかにされたL・ N遺跡の調査成果は注目される 〔山之内志郎他 2001〕。また、当遺跡周辺
からは朝鮮半島系遺物が多く出土している。石室内に木棺 。人骨が遺存し、古墳時代後期の葬送儀礼の

一端が明らかにされた葉佐池古墳は、当遺跡の東方5.8kmに位置する 〔栗田茂敏 2003〕 。

古代・中世 。近世

古代に至ると、当遺跡の南東方向に展開する来住台地上の「官衡遺跡群」の存在が目を引く。 7世紀

代を中心とした政治関連施設と考えられる遺構が次々と確認され全国的にも注目されている。また、鷹

子遺跡において、13～ 14世紀に属する地境の溝などが確認されている。

中世の遺跡・遺構は、来住廃寺21次調査地において確認された大規模な総柱の掘立柱建物群があげら

れる。また、鷹子遺跡において、13～ 14世紀に属する地境の溝などが確認されている。

近世の遺跡・遺構は、来住廃寺15次調査において確認された土坑墓があげられる。17世紀前半の肥前

系陶器の削り出し高台を伴う皿が副葬されていた 〔西尾幸則他 1993〕 。

【遺跡の概要 参考文献】
小笠原好彦・西尾幸則他 1979「来住廃寺」F松山市文化財調査報告書12』 松山市教育委員会

吉本  弘・阪本 安光 1981「来住V遺跡、久米窪田 I・ Ⅱ・Ⅲ」『一般国道11号線松山東道路関係
遺跡埋蔵文化財調査報告書Ⅱ』愛媛県教育委員会 。①愛媛県埋蔵文化財調査センター

長井 数秋 1986「先土器時代 松山平野の遺跡」F愛媛県史 資料編考古』愛媛県史編纂委員会
栗田 茂敏 1989「久米窪田森元遺跡」『松山市埋蔵文化財調査年報Ⅱ』松山市教育委員会
武正 良浩 1991「福音小学校構内遺跡」『松山市埋蔵文化財調査年報Ⅲ』松山市教育委員会
西尾 幸則・山本 健一他 1993『来住廃寺遺跡 第15次調査』松山市教育委員会 ,①松山市生涯

学習振興財団坦蔵文化財センター

橋本 雄- 1994『北久米浄蓮寺遺跡 3次調査』松山市教育委員会・⑫松山市生涯学習振興財団埋蔵
文化財センター

梅木 謙- 1995『福音小学校構内遺跡―弥生時代編―』松山市文化財調査報告書50
山之内志郎・加島次郎他 2001「筋違L,N遺跡」『福音寺地区の遺跡Ⅲ』松山市教育委員会・

⑫松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センター

栗田 茂敏 。加島次郎他「葉佐池古墳」『松山市文化財調査報告書92』 松山市教育委員会



第Ⅲ章

上.調査の経緯

福音小学校構内遺跡の発掘調査は、平成元 (1989)年 7月 から翌年 3月 まで行われた。調査対象地は、

耕作地として活用するため、旧来微高地であつたと考えられる土地を広 くフラットに開発されていた。

そのため遺物包含層及び地山の大半が削平を受けており、遺跡の遺存状況は必ずしも良好と言えるもの

ではなかった。調査対象面積は23,237.91ド に及ぶが、調査工程により学校施設が建つ箇所を中心に記録

保存のための発掘調査を実施した。結果、最終的な実施面積は18,081♂余りとなった。

遺跡の遺存状況は良くないものの、遺構・遺物は予測以上に検出された。このため現場での遺構測量、

遺物取り上げ作業等は、野外調査最終日まで行われた。その後、記録資料・出土遺物を古照資料館 (現

松山市下水道中央浄化センター敷地内)・ 松山市立埋蔵文化財センター (松山市考古館)に移し、継続

的に整理作業を進めた。成果報告の第一弾として1995年 に「―弥生時代編一」 (以下、前編)を刊行 し

た。前編では、弥生時代と認定した遺構と遺物 (主 に上器)について報告した。今回は、古墳時代以降

の遺構と遺物を中心に報告する。また、前編刊行後の整理調査において弥生期であると追認 した資料

(遺構・遺物)と 未掲載資料も合わせて報告する。

2.層位
層序については、前編で詳述した通 りであるが、調査区が広域であることと遺構の時期的重複が多い

ため、再度、基本土層の確認を行つておきたい (内容は前編とほぼ同じである)。

本調査の基本層序は、表土 (第 I層 )、 灰色土 (第 Ⅱ層 )、 灰茶褐色土 (第 Ⅲ層 )、 茶褐色粘質土 (第

Ⅳ層 )、 黒色土 (第 V層 )、 黄褐色粘質土 (第Ⅵ層 )、 灰色粘質土 (間層A)である。

第 I層 一近現代の造成工事による客土で、地表下10～ 47cmの厚さを測る。

第Ⅱ層一旧耕作土である。調査区の大半は以前田畑として利用されていた。

第Ⅲ層一所謂、床土と呼ばれるもので、田畑など耕作土下に人為的に張られる土壌である。

第Ⅳ層―厚さ 1～ 62cmの堆積で、中世以降の田畑の耕作によるものと考えたい。

第V層 ―厚さ2～ 40cmの堆積で、弥生時代～古墳時代の遺物を包含する。

第Ⅵ層一最下層とした本層は、検出地点により様々な状況がみられる。粘質土だけが堆積している地

点もあれば、砂礫を含有する地点も存在する。所謂地山と呼ばれるものであり、無遺物層である。

間層A-2b区 に限り検出され、第Ⅳ層下で検出された。古墳時代～中世の遺物を包含する。

遺構は、第Ⅳ層中、第V層上面、第V層 中、第Ⅵ層上面で確認した。第Ⅳ層中検出の遺構は近世、第

V層上面～第六層上面検出の遺構は弥生時代～中世のものである。

なお、調査対象地は 1～ 5区 に分割し調査を進めた。2区 と3区は整理の便宜上、2a区 と2b区 に、

3a区 と3b区 に分けた (註 1)。 また、調査対象地全体を30mの 中グリッドに分け、さらに 6mの小グ

リッドで区切 り調査を進めた。以下、調査区ごとの層位関係を記す。

1区 第 I層 は主に西端で検出されており厚さ10～ 28cmを測る。東側では検出されていない。第Ⅱ層

は厚さ15～ 25cmを 測る。第皿層は厚さ3～ 13cmを 測る。第Ⅱ層・第Ⅲ層はほぼフラットな検出状況で、
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層     位

調査直前まで農耕作が営まれていたことによる。第Ⅳ層は厚さ35～ 62cmを 測る。第V層は調査区西端の

みで検出され、厚さ2～ 38cmを 測る。調査区中央付近から西端にかけて緩傾斜堆積をなす。第Ⅵ層は地

山である。

2a。 2b区 第 I層 は 1区 と同じく主に西端で検出されている。第Ⅱ層は厚さ 1～ 41cmを測る。第
Ⅲ層は削平が著しく、主に2a区西側で検出された。第Ⅳ層は厚さ 1～ 17cmを測る。第Ⅱ層・第Ⅳ層は

共にフラットな検出状況である。間層Aは 2b区で検出され、厚さ 1～ 17cmを測る。第V層は 1区同様、
2a区西端のみでの検出である。第Ⅵ層は地山である。
3a・ 3b区 第 I層 。第V層 は、ほとんど見られない。第Ⅱ層は厚さ10～ 24cmを測る。第Ⅲ層は厚
さ 1～42cmを 測る。第Ⅳ層は厚さ 1～ 16cmを 測る。第Ⅵ層は地山である。

4区 第 I層 は南東側で一部見られる。第Ⅱ層は厚さ15～ 38cmを 測る。第Ⅲ層は厚さ4～ 10cmを測る。
第Ⅳ層は厚さ 1～ 30cn4を測る。第Ⅱ層～第Ⅳ層はフラットな検出状況である。第V層 は厚さ10～ 40cmを

測る。第Ⅵ層は地山である。

5区 第V層 は調査区の東側で見られる。第Ⅱ～第Ⅳ層は4区 と同様である。

(註 1):1995に刊行されている「―弥生時代編―Jの 2区を2a区、 2区西を2b区、 3区 を3a区、 3区

西を3b区 と改め、以下、記する。

3.遺構と遺物
調査の結果、竪穴式住居址 (SB)131棟、掘建柱建物址 (掘立)■4棟、溝状遣構 (溝 を含む、SD)
75条 、井戸 (SE)2基 、土坑 (SK)236基、波板状凹凸遺構 (波板)183基、性格不明遺構 (SX)
25基、壼棺墓 5基、塚 3基、柱穴 (SP)11,000基 など弥生時代中期から中近世にかけて多数の遺構を

検出した (註 2)。

弥生時代の竪穴式住居址は、平面プランで円形と方形のものが見られる。調査区 1区中央に位置する

S B15か らは、分銅形土製品 1点が出土 している。また、 1区西側～ 5区北側にかけて検出長144m、

幅80～ 160cm、 深さ20～ 80cmを測る大溝が検出されている。さらに 5区 中央では、18m× 16m×厚さ約

50cmの 範囲で土器溜りが検出されている。弥生後期の土器が多量 (テ ンバコ400個相当)に 出土 し、そ

の中には約100点の絵画・記号土器が含まれていた。

以下、主に古墳時代以降の遺構 。遺物について記述する。

(註 2):本報告内容の一部は、1991『松山市埋蔵文化財調査年報Ⅲ』、1995『福音小学校構内遺跡―弥生時

代編―』や各種研究機関誌等に掲載されているが、その内容に相違点が有る場合、本報告をもって

訂正したものとする。



(S=1:3,000)
第 2図 福音寺地区各遺跡調査地位置図
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第 3図 松山市立福音小学校施設配置図



第 4図 遺構配置図 〔弥生時代～中世の全検出遺構〕
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遺 構 と遺 物

〔1〕 竪穴式住居址 (SB)

(古墳時代前期〉

S B125(第 7図) 2a区 西側、グリッドS4・ S5W4・ W5に位置する。平面形態は方形を呈し、

規模は長軸7.33m、 短軸6.85m、 深さ1lcm、 床面積50.21ぽを測る。埋土は暗灰色土である。内部施設は

主柱穴 (Pl～ 4、 配置 :方形、平均柱穴間約2.49m)と 土坑 (S K154)を 検出した。なお本住居址

北壁中央に焼土魂が検出された。構造施設痕として周壁溝が検出された。

S K154:住居址の東壁際中央に位置する。平面形態は楕円形、断面形状は舟底状を呈す。検出規模は

長さ0,71m、 幅0.54m、 深さ20cmを測る。埋土は黒灰色土である。土師器のセットが良好な状

態で出土している。

S B 125内出土遺物 (第 8図 )

土師器 重 (1～ 5):1は頸部から大きく外反する口縁部。端部は先細 りで丸みを持つ。内面には粘

土接合痕が看取できる。 2は楕円形を呈す体部から直上に立ち上がる口縁部を持つ。端部付近で短く外

反し、先細りする。 3の口縁部は体部から「く」の字状に屈曲し、内湾気味に立ち上がる。体部は球形

を呈す。 4は球形の胴部から直線的に伸びる口縁部を持つ。 5の口縁部は外傾して立ち上がる。底部は

平底を呈す。内外面共に指頭痕が目立つ。 6は小型丸底壺。緩 く屈曲し、内湾気味に立ち上がる口縁部

を持つ。体部は球形を呈す。坑 (7～ 9):7は低脚婉。底部はつまみ出しにより低脚を形成する。内

湾して立ち上がる口縁部を持ち、端部は面をなす。 8・ 9は底部から内湾気味に立ち上がる口縁部を持

つ。端部は九細 く収める。高イ (10～ 18):10・ 11は杯底部と脚柱部の接合に粘土塊挿入法を採る。12

は口縁部を一部欠くもののほぼ完存品。13・ 14は杯部で杯底部から内湾して立ち上がる口縁部を持つ。

端部は短く外反し、九く収められる。15は脚裾部のみを欠損する。16は杯部で杯底部から緩やかに立ち

上がる口縁部を持つ。17・ 18は大きく開く脚部を持つ。皿 (20～ 23):全て小皿で底部回転糸切 り痕を

看取。 (※ 4・ 6・ 7・ 11は、 S K154内 一括出土)

陶磁器 白磁碗 (19):混入品。玉縁状口縁から体部中位にかけ灰白色の釉がかかる。底部は削り出し

高台。白磁碗Ⅳ類。

瓦器 皿 (24・ 25):混入品。13世紀代と考えられるものである。

須恵器 鉢 (26・ 27):混入品。共に12世紀代と考えられる東播系須恵器の片口鉢である。

時  期 :混入品を除く他の出土遣物から古墳時代前期後半～中期前葉と考える。

S B126(第 9図 ) 2a区 西側、グリッドS7W4に 位置する。平面形態は隅丸方形を呈し、規模は

長軸5。35m、 短軸5,15m、 深さ10cm、 床面積27.55♂を測る。埋土は黒灰色上である。内部施設は主柱穴

(Pl～ 4、 配置 :方形、平均柱穴間2.2m)を 検出した。遺物は、土師器、須恵器、鉄製品 (922～ 925)

が出土している。

15
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第 7図 SB125測量図

S B 126内 出土遺物 (第 10・ 211図 )

土師器 甕 (28・ 29):共 に「く」の字状に屈曲する口頸部を持つ。29の 口縁端部は僅かに内湾し、面
をなす。高杯 (30。 31):301ま 杯部で水平に伸びる杯底部から内湾して立ち上がる口縁部を持つ。端部

は短く外反し、先細 りする。31は杯底部からラッパ状に広がる脚柱部。器台 (32):小型器台の台部で

側面「ハ」字状を呈する。台部中位に焼成前穿孔 3つ を看取。

須恵器 秦 (33):混入品。口頸部は「く」字状に屈折し、頸部直下外面に格子叩き痕が残る。内面は
横ナデ調整を看取。亀山窯系で13世紀代のものと考える。

時  期 :混入品を除く他の出土遺物から古墳時代前期後半～中期前葉と考える。

S B163(第 11図 ) 2b区 西側、グリッドS3・ S4W15。 W16に位置する。平面形態は隅丸方形を
呈し、規模は長軸5.45m、 短軸5,15m、 深さ10cm、 床面積28,07ぽを測る。坦土は黒色シルトである。
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調 査 の 概 要
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第10図  SB126出 土遺物実測図
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遺 構 と 遺 物

第11図 SB163測量図

第12図  SB163出土遺物実測図
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調 査 の 概 要
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1黒色土

2黒掲色土

3黒褐色土 (茶色シル ト混)

○ 焼土

・ 遺物出土地点

J
H:3100m

第13図  SB7測量図 m

(S=1:60)

内部施設は主柱穴 (Pl～ 4、 配置 :方形、平均柱穴間約2.26m)が検出された。

S B 163内出土遺物 (第 12図 )

土師器 甕 (34～ 37):34は 「く」の字状に屈曲する口頸部を持つ。35は大型甕の回縁部。中位は段を
なすように肥厚される。大型鉢の可能性もある。36。 37は 同一個体と思われるものである。緩く外反す

る口縁部を持ち、端部は丸く収まる。壷 (38):直線的に外傾する口縁部。高杯 (39～ 41):391よ 杯部。

不底部と口縁部の境に弱い段を持つ。40,41は脚裾部。坑 (42・ 43):42は外傾する口縁部。端部は上

方へ細 く仕上げられる。43は水平に伸びる底部から内湾気味に立ち上がる国縁部を持つ。内外面にハケ

目調整が施される。

時  期 :出土遺物から古墳時代前期後半～中期前葉と考える。

旬翰
◎頑
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遺 構 と 遺 物

れ ′  乳

―ヽ

o                                           20cm

(S=1:4)

第14図  SB 7出土遺物実測図(1)

(古墳時代中期〉

SB7(第 13図) 1区 中央北寄り、グリッドN7W3に 位置する。平面形態は方形を呈し、規模は長

軸5,45m、 短軸5.20m、 深さ28cm、 床面積28.34ポを測る。埋土は黒色土である。内部施設は主柱穴 (P

l～ 4、 平均柱間約2.03m)と 土坑 (S K59・ 60・ 201)を検出した。なお本住居址中央部では焼土が

検出された。施設構造痕として周壁溝が検出された。

S K60:住居址の東壁際やや南寄りに位置する。平面形態は長方形、断面形状は皿状を呈す。検出規模

は長さ1.03m、 幅0.51m、 深さ8 cmを測る。埋土は黒褐色土である。

SB7出土遺物 (第 14図 )
土師器 甕 (44～ 57):44～ 52は頸部で「く」の字状に屈曲し、外上方に開く口縁部を持つ。53～ 57は

緩やかに屈曲し、立ち上がる口縁部を持つ。壷 (58～ 62):58～ 61は小型九底壷である。58の頸部は如

意形に屈曲する。62は小型壷である。底部は厚 く、平底を呈す。高杯 (63～ 80):63は水平に伸びる杯

底部から直線的に外傾する口縁部を持ち、屈曲部は明瞭な段を有する。脚部は柱部から鋭く屈曲し水平

21



調 査 の 概 要
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第15図 SB7出 土遺物実測図(2)
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遺 構 と遺 物

|

,

1黒褐色土

2黒色土 (茶色混)

3黒褐色土 (黄色混)

○焼土

第16図 SB8測 量図

に伸びる裾部へ続 く。64～ 66、 69は郭屈曲部に明瞭な

段を有する。67、 68、 70～ 73は杯屈曲部の段が不明瞭

になる。74は杯底部が内湾する。75～ 801よ高杯脚部。

石製品 石包丁 (81):平面形態は長方形を呈する。刃部は直線的な両刃である。穿孔は両面から施さ

れる。緑泥片岩製。棒状製品 (82):両端は欠損。側面は丹念に成形され、断面真円状を呈す。磨石

(83):拳大の円礫。研磨面には赤色顔料が付着する。勾玉 (84):入念に研磨され、仕上がりは良好で

ある。穿孔は両面から施される。

時  期 :出土遺物から古墳時代中期前半と考える。

SB8(第 16図) 1区 中央北寄り、グリッドN6。 N7W2・ W3に位置する。平面形態は隅丸方形
を呈し、規模は長軸3.50+α m、 短軸3.40m、 深さ10cm、 床面積11.9♂以上を測る。埋土は黒褐色上で

ある。内部施設は柱壁間溝が 2条 と本住居址中央部で焼土が検出された。施設構造痕は周壁溝が検出さ

Ｅ
Ｏ
０
３

中
王

Ｚ
　
　
　
　
　
　
　
　
∽

(S=1:4)

第 17図  SB8出 土遺物実測図

(S=1:40)
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① 算ピ ー ー
坐
社

イド

1黒色土 (灰色混) 2黒 色土 2黒灰色土  ○焼土

第18図 SB10測量図

れた。

SB8出 土遺物 (第 17図 )
土師器 杯 (85):内 湾する口縁部を持つ。端部は九 く収められる。

時  期 :出土遺物の形態とSB7に 切られていることから古墳時代中期前半以前:と考える。

S B10(第 18図 ) 1区 南側中央、グリッドN2W6に 位置する。平面形態は隅丸方形を呈 し、規模
は長軸5.5m、 短軸5,45m、 深さ18cm、 床面積29。98ぽ を測る。埋土は黒色土である。内部施設は主柱穴

(Pl～ 4、 平均柱間2,7m)と 土坑 (S K214・ 216)を 検出した。なお本住居址西壁中央に造 り付けの

電痕が検出された。

調 査 の 概 要
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(S=1:60)
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遺 構 と 遺 物

0                    5cm

(S=1:2)

第19図 SB10出土遺物実測図

位置する。平面形態は楕円形、断面形状は舟底状を呈す。

を測る。埋土は黒褐色土である。

竃 :①配置一前庭部を考慮して主

柱穴Pl― P4の 中間にあたる西壁

際中央に位置し、一部が壁に接する。

②形態―壁に接する現状 T字形の

「粘土土塁」があり、燃焼部は短い

袖部で区画される。燃焼部には焼土

が遺存する。煙道部・煙出部は認め

られない。検出規模は、長さ86cm、

幅82cm、 高さ18cmを 測る。③遺物―

燃焼部から高杯が出上している。

S K214:住 居址の北東隅に位置

する。平面形態は不整楕円形、断面

形状は舟底状を呈す。検出規模は長

さ1.27m、 幅0.86m、 深さ14cmを 測

る。埋土は黒灰色土である。

S K216:住居l■の東壁際中央に

検出規模は長さ1.57m、 幅0.95m、 深さ18cm

25



調 査 の 概 要
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1黒色土

2暗灰褐色土 (暗茶色混 )

3.暗灰褐色土

・ 遺物出土地点

(S=1:60)

第20図 SB18測量図

S B10内 出土遺物 (第 19図 )

土師器 甕 (86～ 88):頸部で「く」の字状に屈曲し、外上方に開く口縁部を持つ。86は 口縁端部直下
で僅かに内湾する。88の 口縁端部は面をなす。高イ (89～ 94):89は郭部の口縁部。細 く仕上げられる

端部は短く外反する。90は杯部の一部を欠くのみの完形品。杯部と脚柱部の接合は、円孔の穿たれてい

る杯底部に脚柱部を接合し、円孔上方から粘土塊を挿入する粘土塊挿入法を採る。91は水平に伸びる杯

底部から直線的に外傾する日縁部を持ち、屈曲部は明瞭な段を有する。接合は柄法。92は杯部と脚柱部

の基部。接合は柄法を採る。93・ 94は同一個体 と考えられる。壷 (95)i平底を呈す小型壼。坑

(96):内湾する口縁部を持つ。端部は九細 く収められる。

須恵器 甕 (97):強い回転ナデにより口縁端部の面は僅かに凹むき 7世紀代以降のものである可能性
があり、混入品と思われる。

石製品 砥石 (98):3面の擦痕と5箇所の敲打痕、 2箇所の被敲打痕を共有する。和泉砂岩製。

時  期 :出土遺物から古墳時代中期前半と考える。
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遺 構 と 遺 物
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0                   2 5cm

(S=1:1)

o                                          20cm
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(S=1:4)
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‐
ａ 105

珍

―を△菖―
|

賜 物 106

0                  5cm

(S=1:2)
第21図 SB18出土遺物実測図

S B18(第 20図) 1区 南壁際中央、グリッドNlW4に 位置する。平面形態は方形を呈し、規模は

長軸5.Om、 短軸4.3+α m、 深さ18cm、 床面積21.5ポ以上を測る。埋土は黒色土である。内部施設は主

柱穴 (Pl～ 4、 配置 :方形、平均柱間約1.74m)を検出した。構造施設痕として周壁溝が一部検出され

た。

S B18内 出土遺物 (第21図 )

土師器 甕 (99～ 101):99。 100は頸部で緩やかに外反する口縁部を持つ。101は「く」の字状に屈曲し、

外上方に開く口縁部を持つ。全て端部は丸く収められる。高郭 (102):水平に伸びる杯底部から直線

的に外傾する口縁部を持ち、屈曲部は明瞭な段を有する。

石製品 臼玉 (103):側 面断面が直線で円筒形を呈する。端面の片側が欠損。滑石製。有了し円板 (104):

形態は隅九正方形を呈する。穿孔は器体の中軸を3分割するように2孔を伴う。石鏃 (105):打製の凹

基無茎式石鏃。先端部欠損。石核 (106):サ ヌカイト。

時  期 :出土遺物から古墳時代中期前半と考える。

S B24(第 22図) 1区 西側、グリッドN3W8に 位置する。平面形態は隅九方形を呈し、規模は長

軸4.75m+α 、短軸3.55m、 深さ10cm、 床面積16.86♂以上を測る。埋土は黒褐色上である。内部施設は

主柱穴  (Pl・ P2、 配置 :直線、柱穴閥2.2m)と 柱壁間溝 1条を検出した。施設構造痕として周

壁溝が一部検出された。
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調 査 の 概 要
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第22図 SB24測量図

0                    1 0cm

(S=1:4)
第23図 SB24出土遺物実測図
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遺 構 と 遺 物

J

1黒色土  O焼 土 0                  2m

第24図 SB33測量図
(S=1:60)

ヽ
第25図 SB33出土遺物実測図

S B24内 出土遺物 (第23図 )

土師器 甕 (107・ 108):共 に頸部で「く」の字状に屈曲し、外上方に開く口縁部を持つ。杯 (109):

平底を呈する底部から外傾する口縁部を持つ。高杯 (110～ ■6):110～ 1121よ郭底部から外反する口縁

部を持つ。113～ 116イよ脚部である。1131ま脚柱都中位が僅かに膨れる。

須恵器 杯身 (117):7世紀代に属するものである。混入品の可能性が高い。

期 :出土遺物から古墳時代中期前半と考える。

S B33(第 24図 ) 1区 南西寄 り、グリッドN3・ N4W12・ W13に位置する。平面形態は隅丸長方

形を呈し、規模は長軸7.Om、 短軸4.7m、 深さ10cm、 床面積32.9∬を測る。埋土は黒色上である。内部

施設は、土坑 (S K24)を 検出した。

S K24:住居址の東壁際やや北寄りに位置する。平面形態は楕円形、断面形状は皿状を呈す。検出規

模は長さ1.37m、 幅0,91m、 深さ1lcmを測る。埋土は黒色土である。
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調 査 の 概 要

1黒褐色±  2黒掲色土 (黄茶色混)○ 焼土

(S=1:60)

第26図  SB39測量図

S B33内 出土遺物 (第25図 )

土師器 甕 (118～ 120):全て頸部が「く」の字状に屈曲し、外上方に開く口縁部。118の回端面はナ
デにより凹む。口縁部外面にはヨコナデ後の箆状工具痕を看取。焼成も良好で精緻な仕上げが伺える。

期 :出土遺物から古墳時代中期前半と考える。

S B39(第 26図) 1区 北西側、グリッドN9・ N10W8。 W9に位置する。平面形態は隅丸方形を
呈し、規模は長軸5.65m、 短軸5.35m、 深さ25cm、 床面積30.23ポを測る。埋土は黒褐色土である。内部

施設は主柱穴 (Pl～ 4、 配置 :方形、平均柱間2.15m)と 土坑 (S K203)を 検出した。なお本住居

址北壁中央やや東寄りに造り付けの竃痕が検出された。施設構造痕としては周壁溝が検出された。
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遺 構 と 遺 物

I正
三三正 三

千
二三 :::二:itit122

121

(S=1:2)

第27図  SB39出 土遺物実測図

竃  :①配置―北壁際中央やや東寄りに位置し、
一部が壁に接する。②形態―馬蹄形を呈

する。燃焼部は粘土を構築材とする袖部

で区画される。燃焼部には焼土が遺存す

る。煙道部・煙出部は認められない。検

出規模は、長さ140cm、 幅140cm、 高さ35cm

を測る。③遺物―燃焼部に高杯が残存す

る。

K203:住居上の南壁際中央に位置する。平面形

態は楕円形、断面形状は逆台形状を呈す。

検出規模は長さ0.93m、 幅0。 7m、 深さ38

cmを 測る。埋土は暗茶褐色土である。

S B39内 出土遺物 (第27図 )

土師器 甕 (121～ 123):121は外反する口縁部。
122・ 123は頸部で「く」の字状に屈曲する口縁部。

122は 口縁部が肥厚される。高郭 (124～ 129):124～ 126は 口縁屈曲部の段が明瞭である。128は必部が

浅い坑形を呈す。129イま器厚にボリュームがある脚裾部。

須恵器 甕 (130):混入品。中世の須恵器系陶器の十瓶山系か。

石製品 砥石 (131):石英粗面岩製で据置用と思われる。燃焼痕跡があることから他の用途に転用され

たと考える。

時  期 :出土遺物から古墳時代中期前半と考える。
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調 査 の 概 要

H:3050m

3 1
0                       1m

(S=1:20)

3黄茶褐色土

第28図 SB47測量図

(S=1:4)

第29図 SB47出土遺物実測図

Ｅ
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エ

1.黒掲色±  2赤茶色土
○焼土

S B47(第28図 ) 1区 中央やや西寄り、グリッドN6。 N7W9に 位置する。竪穴式住居の内部施設
と考えられる造り付けの竃痕のみの検出である。竃中央部には高杯 (完形品)が杯部を上向きに設置さ

れる。住居の平面形態は隅九方形を呈していたものと推察する。

竃 :①配置一北東隅に位置し、一部が壁に接する。②形態―馬蹄形を呈する。燃焼部は粘土を構築材

とする袖部で区画される。燃焼部には焼上が遺存する。煙道部・煙出部は認められない。検出規

模は、長さ60cm、 幅50cm、 高さ15cmを測る。③遺物―燃焼部に高杯が残存する。

S B47内 出土遺物 (第29図 )

土師器 高ネ (132):郭底部から外反して立ち上がる口縁部を持つ。脚裾部は緩やかに大きく開く。

期 :出土遺物から古墳時代中期前半と考える。
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遺 構 と 遺 物

tu09 08:H んヽ       ヨ

H:3060m

1暗茶褐色土
2暗褐色土
3黒褐色土

(S=1:60)

第30図 SB52測量図

卜下可~下下引
m  s B52(第

30図 ) 1区 西側、グリッ
岱=1:4)    

ドN7'N8W10に 位置する。平面形
第31図 SB52出土遺物実測図        態は方形を呈 し、規模は長軸4.62m、

短軸3.85+α m、 床面積17,79ぽ以上を

測る。埋土は暗茶褐色土である。内部施設は主柱穴 (Pl～ 4、 配置 :方形、平均柱間2.3m)と 土坑

(S K227)を検出した。施設構造痕として周壁溝が検出された。

S K227:住居址の東壁際中央に位置する。平面形態は楕円形、断面形状は舟底状を呈す。検出規模は

長さ1,06m、 幅0。 71m、 深さ30cmを 測る。埋土は暗褐色上である。

S B52内 出土遺物 (第31図 )

土師器 高杯 (133・ 134):共に高杯の杯部である。133は 134と 比較して深さのある外部となる。134

は杯底部から内湾気味に立ち上がり、端部で短く外反する口縁部を持つ。先端は細 く仕上げられる。脚

部との接合は柄法を採る。

時  期 :出土遺物から古墳時代中期前半と考える。

つ
０
つ
０



調 査 の 概 要

W E                    H:3100m

S B62(第32図 ) 2a区 中央北
壁際、グリッドS2Wlに 位置す
る。平面形態は隅九長方形を呈し、

規模は長軸3.58m、 短軸3.3m、 深

さ14cm、 床面積■.81♂を測る。埋

土は黒灰色土である。内部施設は

北壁に 2基、西壁中央に 1基、東

壁中央に 1基、計 4基の造 り付け

の名痕が検出された。

竃 :①配置―各々一部が壁に接

する。②形態―不明。馬蹄

形を呈すると思われる。燃

焼部と考えられる箇所には

焼土が遺存する。煙道部・煙

出部は認められない。検出

規模は、長さ50～ 80c皿 、幅

65～ 135cm、 高さ14cmを測る。

③遺物―燃焼部に甑が残存

する。

い
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1黒灰色土
2赤黄掲色粘土質 (表面焼土)
○焼土

(S=1:60)

第32図 SB62測量図

S B62内 出土遺物 (第33・ 34図 )

土師器 甕 (135～ 146):135は 回縁部中位で僅かに肥厚され、鈍い稜を持つ。136～ 142は顕部が「く」
の字状に屈曲し、外上方に開く口縁部を持つ。143～ 145は「 S」 字状を呈する口縁部を持つ。口縁端部

は細 く仕上げられる。146は器厚が薄く、口縁端部も先細 りする。高杯 (147・ 148):147は 内湾気味に

立ち上がる杯底部と同じライン上に口縁部が接合される。端部は短く外反し、細 く仕上げられる。148

は直線的に外反する口縁部。坑 (149～ 152):口縁部が内湾気味に立ち上がる。外面はハケメ調整が看

取される。甑 (153～ 155):153は底部から内湾して立ち上がり、直立する口縁部に続く。体部中位に

水平に伸びる把手が接続される。154・ 155は体部が内湾気味に立ち上がり、外反する口縁部へと続く。

石製品 有孔円板 (156):若千不整ながら正方形態を呈す。穿孔は器体の中軸を3分割するように 2
孔を伴う。

時  期 :出土遺物から古墳時代中期前半と考える。
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第33図 SB62出土遺物実測図(1)
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調 査 の 概 要

0                                           20cm

(S=1:4)

0           5cm

(S=1:2)

S B81(第 35図 ) 3a区 北壁側中央やや西寄り、グリッドS13E4・ E5に位置する。平面形態は
方形を呈し、規模は長軸4.93m、 短軸4.86m、 深さ13cln、 床面積23.96♂を測る。埋土は暗褐色上である。

内部施設は主柱穴 (Pl～ 4、 配置 :方形、柱間2.35m)を 検出した。

S B81内 出土遺物 (第36図 )

土師器 甕 (157・ 158):顎部が「く」の字状に屈曲する口縁部を持つ。壼 (159・ 160):159は 外反し
て立ち上がる厚手の口縁部。160は 口縁部が外傾 して立ち上がる。体部は扁球形を呈す。高郭 (161～

172):161は 完形品。水平に伸びるイ底部から緩い S字ライン状に立ち上がる口縁部を持つ。脚部は柱

部から鋭 く屈曲し、斜め下方に伸びる裾部へ続く。162は 内湾して伸びる郭底部から外反する口縁部を

持つ。脚柱部は中位で若干膨らみ、緩やかな角度をもって裾部へ続 く。1631ま杯底部と口縁部の屈曲が

不明瞭である。口縁端部は短く外反する。杯部と脚部の器高比は約 1:2で ある。164の杯部外面は強
いヨコナデにより段をなす。直下気味の脚柱部は接地面の広い裾部へ続 く。165,166は杯部。167は郭

底部と口縁部の接合段が郭部側面中位にある。口縁端部は細 く仕上げられる。168～ 172は脚柱部である。

甑 (173):平底の底部から内湾して立ち上がり、直立する国縁部に続 く。体部中位に上向きに伸びる

把手が接続される。底部中央に円孔、周囲に4つの楕円孔が看取できる。鉢 (174):頸部が「く」の

字状に屈曲する口縁部を持つ。九細い端部は短 く水平に伸びる。婉 (175):底部から内湾して立ち上

⑬ふ爺
|

― 156

第34図 SB62出土遺物実測図(2)
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遺 構 と 遺 物
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(S=1:60)第35図 SB81測量図

がる口縁部。

石製品 紡錘車 (176):2分 の 1の残存。断面台形状を呈す。

期 :出土遺物から古墳時代中期前半と考えるё

S B82(第37図 )3a区 中央部、グリッドS14E5に位置する。平面形態は長方形を呈し、規模は長

軸5.lm、 短軸4.25m、 床面積21.68だ を浪1る 。埋土は暗褐色土である。内部施設は主柱穴 (Pl～ 4、

配置 :方形、平均柱間約2.03m)を検出した。なお本住居l■北壁中央に造り付けの竃痕が検出された。

構造施設痕として周壁溝が検出された。

竃 :①配置一北壁中央際に位置し、一部が壁に接する。②形態―馬蹄形を呈する。燃焼部は粘上を構

築材とする袖部で区画される。燃焼部には焼土が遣存する。煙道部・煙出部は認められない。検

出規模は、長さ82cm、 幅100cm、 高さ9 cmを測る。③遺物―燃焼部に高杯が残存する。

◎

③

⑥

⑥ ◎

③剛
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調 査 の 概 要
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0                                       20cm

(S=1:4)

第36図 SB81出土遺物実測図
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遺 構 と遺 物

l_
W      E H,3100m

1暗褐色土
2暗茶褐色土
○焼土

(S=1:60)第37図 SB82測量図

S B82内 出土遺物 (第38図 )

土師器 甕 (177):顎部が「く」の字

状に屈曲する口縁部で中位が月巴厚する。

高杯 (178):杯底部と内湾して立ち上

がる口縁部の接合部に明瞭な段を持つ。

期 :出土遺物から古墳時代中期前半と考える。

S B93(第39図 )2a区 と3a区にかかる、グリッドS ll・ S12E4。 E5に位置する。平面形態は

隅九長方形を呈し、規模は長軸6.35m、 短軸5.4m、 深さ 3 cm、 床面積34.29♂ を測る。埋土は黒色シル

トである。内部施設は本住居址北壁側中央に竃痕が検出された。遺物は、土師器、鉄片 (934)が出土

した。

竃 :①配置―北壁中央に位置する。②形態―馬蹄形を呈する。燃焼部は粘上を構築材とする袖部で区

画される。燃焼部には焼上が遣存する。煙道部・煙出部は認められない。検出規模は、長さ70cm、

幅70cm、 高さ1lcmを測る。③遺物―燃焼部に高杯が残存する。

0

0                   1 0cm

第38図 SB82出土遺物実測図     俗=1:4)
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調 査 の 概 要

第39図 SB93測量図

1黒色シル ト
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①
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◇

(S=1:4)

第40図  SB93出土遺物実測図

S B93内 出土遺物 (第40。 211図 )

土師器 高杯 (179,180):共に水平に伸びる杯底部から内湾気味に立ち上がる口縁部を持つ。端部は
九く収められる。脚柱部も共に緩く屈曲して裾部へ続く。婉 (181):直立気味に立ち上がる口縁部。

時  期 :出土遺物から古墳時代中期前半と考える。

S B94(第41図) 3a区 西側、グリッドS13・ S14E2に位置する。平面形態は隅九長方形を呈し、
規模は長軸5。 75m、 短軸5,05m、 深さ14cm、 床面積29.04♂を測る。埋土は暗褐色上である。内部施設は
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第41図  SB94測量図

２

、

ノ

Ｐ

／

く

1暗掲色土 (黄色混 )

2暗褐色土

3暗茶褐色土
S       N

0                  1 0cm

(S=1:4)
第42図  SB94出 土遺物実測図

主柱穴 (PⅢ 3・ 4、 配置 :方形、平均柱穴間約2.55m)を 検出した。

S B94内 出土遺物 (第42図 )

土師器 甕 (182～ 184):全て顎部が「く」の字状に屈曲する口縁部を持ち、端部は丸く仕上げられる。

須恵器 重 (185):僅かに外傾 して立ち上がる口縁部。突出する二つの稜間に波状文が施される。高

杯 (186):無蓋高杯の口縁部で外面中位に二段の稜を有する。

時  期 :出土遺物から古墳時代中期前半と考える。

くも ＼
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第43図 SB95測量図

調 査 の 概 要

H:割 00m   l暗
褐色土

0                 2m
|

S B95(第 43図 ) 3a
区西側、グリッドS12E2

に位置する。平面形態は隅

丸方形を呈し、規模は長軸

4.2m、 短軸3.72m、 深さ31

cm、 床面積15.62ぽを測る。

埋土は暗褐色上である。

S B95内 出土遺物 (第44図 )

土師器 甕 (187～ 189):
187・ 188は頸部が「く」の

字状に屈曲する口縁部を持

ち、端部は面をなす。189

は内湾して立ち上がる体部

と外反する口縁部が接続さ

れ、頸部付近で「 S」 字状

を呈す。坑 (190～ 194):

190。 191は 口縁端部が短く

外反し、内面に面をなす。

192・ 193は水平に伸びる底

Ｚ
　
　
　
　
　
　
　
∽

」

0                    1 0cm

(S=1:4)

口 95

て

げ
第44図 SB95出土遺物実測図
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第45図  SB97測量図
(S=1:60)

部から内湾して立ち上がる口縁部を持つ。手捏 (195):底部は平底で、坑形を呈す。

須恵器 杯蓋 (196・ 197):天丼部と口縁部の接合部外面は、断面三角形の稜をなす。杯身 (198・
199):198の立ち上がりは内傾して短く、端部は細 く仕上げられる。199の立ち上がり端部は丸 く収め

られる。体部は立ち上がりに対 して浅い。董 (200～ 202):2001ま外反する口縁部を持ち、上下に拡張

される端部直下には突線が 1条巡る。201は肩部から外反する日縁部を持つ。202は扁球状を呈する体部

から緩やかに立ち上がる口縁部を持つ。口縁端部は面をなす。盟 (203):体部は扁球状を呈す。体部

上半部には 2段の回転カキロ帯間に櫛歯状工具による縦方向の刺突列点文が看取される。

時  期 :出土遺物から古墳時代中期前半と考える。

S B97(第45図) 2a区 と3a区にかかる、

形を呈し、規模は長軸6.Om、 短軸4.2+α m、

グリッドS12E l・ E2に位置する。平面形態は隅丸方

深さ 5 cm、 床面積25.2♂以上を測る。埋土は暗褐色上で

遺 構 と 遺 物

H:3100m

|

|

|

|

|

、       ノ

1暗掲色土

○焼土

・ 遺物出土地点
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調 査 の 4FA要

＼』 二正源ケ/

0                   5cm

(S=1:2)

ある。内部施設は本住居址北壁側中

央に竃痕が検出された。構造施設痕

として周壁溝と内部の小ピットが検

出された。

竃 :①配置一北壁中央に位置し、

一部が壁に接する。②形態―

馬蹄形を呈する。燃焼部は粘

上を構築材とする袖部で区画

される。燃焼部には焼上が遺

長さ118cm、 幅120cm、 高さ18cmを 測る。

S B97内 出土遺物 (第46図 )

土師器 甑 (204・ 205):204は 底部方向から直立して立ち上がる口縁部。205は平底を呈する底部。中
心に位置する円孔 1つ と周囲に配置される楕円孔 2つ を看取する。甕 (206):7世紀代以降と考えら

れる大型甕の口縁部である。顎部で大 きく屈曲し、やや内湾気味に立ち上がる。混入品か。高杯

(207・ 208):207は杯部で杯底部から緩やかに立ち上がる口縁部を持つ。208は脚柱部で柱都中位に擬

凹線が 1条巡る。坑 (209):口縁端部は僅かに外反し、九細 く収める。

須恵器 杯身 (210):小片。受部端部は九く仕上げられる。混入品か。
石製品 紡錘車 (211):断面形は台形状を呈し、側面は段を有する。結晶片岩製。

期 :出土遺物から古墳時代中期前半と考える。

□

、ヽ 隠三隠＼ヽ

第46図  SB97出土遺物実測図

存する。煙道部・煙出部は認められない。検出規模は、

③遺物一燃焼部に高杯が残存する。
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遺 構 と 遺 物
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(S=1:60)
第47図  SB102測量図

S B102(第47図) 3b区 東狽上、グリッドS llW10に位置する。平面形態は方形を呈し、規模は長軸

5,9m、 短軸5。 25m、 深さ12cm、 床面積30。98ポ を測る。埋土は黒灰色土である。内部施設は主柱穴 (P

2～ 4、 配置 :方形、平均柱穴間約2.53m)を 検出した。

S B 102内出土遺物 (第48図 )

土師器 甕 (212・ 213):共に体部から「く」の字状に屈曲する口縁部を持つ。212は 口縁端部で肥厚

され、面をなす。213の 口縁端部は九く収まる。高杯 (214～ 218):214・ 215は杯底部から内湾して立

ち上がる口縁部を持つ。216の 口縁部は直線的に外傾 し、端部で短く外反する。217・ 218は脚柱部。手

捏 (219):底部から内湾して立ち上がる口縁部を持ち、側面坑形を呈す。

須恵器 杯身 (220・ 221):220の 口縁部は内反気味に立ち上がり、端部は内面に段を有す。221は水平

に伸びる受部から短 く内傾する立ち上が りを持つ。高杯 (222):無蓋高杯の回縁部である。壷

(223):頸部中位に断面三角形の突帯が巡らされる。外面肩部から胴部中位にかけてカキロ調整が施さ

0
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(S=1:3)

調 査 の 概 要

0                                          20cm

(S=1:4)

れる。外面胴部中位から底部にかけてカキロ調整の

上から格子叩き痕が看取される。焼成はあまく、瓦

質風である。

石製品 石杵 (224):狽1面形態が「 L」 字状を呈
する。緩やかに湾曲する棒状の握部と平面楕円形で

鈍い凸面を呈する磨面からなる。磨面には赤色顔料

(朱)が残存する。

時 期 :出土遺物から古墳時代中期前半と考える。

S B103(第 49図 )3b区 東側、グリッドS ll・
S12W9に位置する。平面形態は方形を呈し、規模
は長軸5.6m、 短軸5,4m、 深さ10cm、 床面積30.24♂

を測る。埋土は黒色土である。内部施設は主柱穴

(Pl～ 4、 配置 :方形、平均柱穴間約2.43m)と

土坑 (S Kl12)を検出した。構造施設痕として周

壁溝が検出された。

S B 103内出土遺物 (第50図 )

上師器 甕 (225～ 228):225～ 2271よ 「く」の字
状に屈曲する口縁部を持つ。226・ 228は粗雑な仕上

第48図  SB102出 土遺物実測図
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Ｑ
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第49図  SB103測量図
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1黒色土 (灰色混)
2黒褐色土
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lS=1:4)

第50図 SB103出土遺物実測図

げで、粘土帝が容易に看取される。228は深鉢の可能性もある。壷(229):直立する口縁部を持つ小型説

時  期 :出土遺物から古墳時代中1期前半と考える.。

①4型虹_里≧_

① P4

◎
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ヲ頭▽
第52図  SB107出 土遺物実測図

S B107(第 51図 ) 3b区 東側、グリッドS10,SllW 9に 位置する。平面形態は方形を呈し、規模
は長軸4.85m、 短軸4.5m、 深さ10cm、 床面積21.83ポ を測る。埋土は暗褐色土である。内部施設は主柱

穴 (Pl～ 4、 配置 :方形、平均柱穴間約2.14m)と土坑 (S K107)を検出した。構造施設痕として

周壁溝が検出された。

S B 107内 出土遺物 (第 52図 )

土師器 甕 (230～ 233):全て頸部が「く」の字状に屈曲する口顕部を持つが、口縁部の立ち上がり形

⑧
］Ｐ３⑬
一劃
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遺 構 と 遺 物

① 叫H ¬

J

第53図  SB108測量図

H:3000m

歩劃 毛 圭
(灰色混)                            

赳 壁 /年

(S=1:60)

第54図 SB108出土遺物実測図

態に差異が認められる。230は頸部で鋭く屈曲し、端部は外方向に面をなす。231の 口縁部は大きく外反

し、端部は面仕上げとなる。232は内湾する口縁部。婉 (234):底 部は平底を呈し、直線的に外傾する

口縁部を持つ。高邦 (235。 236):235は 杯部で、外反しつつ立ち上がる口縁部を持つ。236は ラッパ状

に開く脚柱部。

期 :出土遺物から古墳時代中期前半と考える。

○
び

④
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調 査 の 概 要
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第55図 SB137測量図

S B108(第53図 ) 3b区 中央、グリッドS llW12に位置する。平面形態は方形を呈し、規模は長軸
4.7m、 短軸4.43m、 深さ 8 cm、 床面積20.82ぽ を測る。埋土は黒褐色土である。内部施設は主柱穴 (P

l～ 4、 配置 :方形、平均柱穴間約1.89m)を検出した。構造施設痕として周壁溝が検出された。

S B 108内出土遺物 (第 54図 )

土師器 甕 (237・ 238):共 に「く」の字状に屈曲する口顎部を持ち、端部は丸く仕上げられる。鉢
(239):内湾し立ち上がる口縁部の端は、短く外反する。高杯 (240・ 241):240は脚柱部。241は杯底部。

時  期 :出土遺物から古墳時代中期前半と考える。
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遺 構 と 遺 物

ヽ

243                               244

o                                           20cm

(S=1:4)

第56図 SB137出土遺物実測図

S B137(第55図 ) 2a区 西壁際、グリッドS5。 S6W9・ W10に位置する。平面形態は隅丸方形

を呈し、規模は長軸7.35m、 短軸4.2+α m、 深さ12cm、 床面積30.87♂以上を測る。埋土は暗灰褐色土

である。内部施設は主柱穴 (Pl'2、 配置 :方形、柱穴間2.65m)と 土坑 (S K164)が検出された。

なお北壁中央及び南壁際東寄りに焼土塊 (篭痕?)が検出された。

S K164:住居址の北壁中央に位置し、一部焼土塊と重複する。平面形態は不整長方形、断面形状は皿

状を呈す。検出規模は長さ2.14m、 幅0,98m、 深さ16cmを計る。埋土は暗褐色上である。

S B 137内 出土遺物 (第56図 )

土師器 甕 (242～ 244):全て「く」の字状に屈曲する口頸部を持つ。242は完存品。口縁部上位に屈

曲部を持ち、短 く内傾する。体部は球形を呈し、底部は平底になる。243は直線的に短く立ち上がる口

縁部を持つ。244は 回頸部で鋭く屈折する。端部は九く収められる。高杯 (245・ 246):245は 杯底部か

ら緩やかに立ち上がる口縁部で、接合部は弱い段をなす。246は大きく外反する脚裾部。

須恵器 壺 (247):混入品。 9世紀以降と考えられる短頸壷。短 ぐ直立する口縁部で、端部は丸く収

められる。

時  期 :出土遺物から古墳時代中期前半と考える。
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調 査 の 概 要
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第57図 SB131・ 132測量図

S B131(第57図 ) 2a区 南西側、グリッドS8。 S9W4に 位置する。平面形態は方形を呈し、規
模は長軸5.15+α m、 短軸5.05m、 深さ20cm、 床面積26♂以上を測る。埋土は黒褐色土である。内部施

設は主柱穴 (Pl～ 4、 配置 :方形、平均柱穴間約2.09m)が検出された。なお北壁中央に篭痕が検出
された。
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遺 構 と 遺 物

o                                          20cm

第 58図  SB131・ 132出土 遺 物 実 測 図
(S=1:4)

竃 :①配置―北壁中央際に位置し、一部が壁に接する。②形態―馬蹄形を呈すると思われる。燃焼部

は粘土を構築材とする袖部で区画される。燃焼部には焼土が遣存する。煙道部・煙出部は認めら

れない。検出規模は、長さ96cm、 幅110cm、 高さ1lcmを 測る。③遺物―燃焼部に土師器片 (高

杯 ?)が残存する。

S B 131内出土遺物 (第58図 )

土師器 甕 (248):口縁部は緩く屈曲して立ち上がる。端部は先細 りする。

須恵器 杯蓋 (249～ 251):全て天丼部は平坦で、日縁端部内面に段を有する。249は天丼部から直線

的に下る口縁部を持つ。250・ 251は天丼部と口縁部の境をなす稜が鋭 く、断面三角形状を呈す。

時  期 :出土遺物から古墳時代中期後半と考える。          ‐

S B132(第57図 ) 2a区 南西側、グリンドS8。 S9W4に 位置する。平面形態は方形を呈し、規

模は長軸4.25+α m、 短軸5.45m、 深さ10cm、 床面積23.16♂以上を測る。埋土は黒褐色上である。内部

施設は主柱穴 (P4～ 6、 配置 :方形、平均柱穴間約2.13m)が検出された。

S B 132内出土遺物 (第58図 )

土師器 甕 (252～ 255):全て「く」の字状に屈曲する口頸部を持つ。252の 口縁端部は内傾する面を

持つ。253の 口縁部は内湾気味に立ち上がり、端部は面をなす。254・ 255の 回縁端部は九く収められる。

255の口縁部は中位で緩く屈曲し外反する。重 (256):直線的に外傾する口縁部を有する重の体部と考

える。高郭 (257・ 258):共 に、杯底部から外傾する口縁部を持つ外部。257は端部が短く外反する。

時  期 :出土遺物から古墳時代中期前半と考える。
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調 査 の 概 要

tu00 Ⅲ8:H AA       ヨ

1黒色土 (黄色混 )
2黒掲色土 (黄色混 )
3黒褐色土
○ 焼土

・ 遺物出土地点

H:3100m

第59図 SB 3測量図

SB3(第 59図 ) 1区 南側中央、グリッドN2W3に 位置する。平面形態は方形を呈し、規模は長軸
5.5m、 短軸5.2m、 深さ20cm、 床面積28.6ポを測る。埋土は黒色土である。内部施設は主柱穴 (Pl～
4、 配置 :方形、平均柱穴間約2,lm)と 土坑 (S K206)を 検出した。なお本住居址中央部では焼上が

検出された。施設構造痕として周壁溝と内部の小ピットが一部検出された。遺物は、土師器、石鏃、鉄

製品 (928。 929)が出土した。

S K206:住居址の東壁際中央に位置する。平面形態は長方形、断面形状は逆台形状を呈す。検出規模

は長さ0.86m、 幅0.55m、 深さ18cmを測る。埋土は黒灰色上である。

SB3内 出土遺物 (第60,211図 )
土師器 甕 (259～ 264):全て顕部で「く」の字状に屈曲し、外上方に開く口縁部を持つ。端部が僅か
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遺 構 と 遺 物
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o                                           20cm

(S=1:4)

第60図 SB3出土遺物実測図

0                   5cm

(S=1:2)

に面をなす259と 260～264の ように丸く収めるものがある。壺 (265'266):265は 口縁部は頸部から外

傾 しつつ直線的に立ち上がる。266は 平底を呈 し、如意形に立ち上がる口縁部を持つ。高杯 (267～

272):267～ 268の外部は屈曲部の稜線が不明瞭である。269の杯部は九細に仕上げられる口縁端部が僅

かに外反する。269・ 270の脚部は柱の中位が膨らむ。271。 272は脚部が残存するもので外傾する柱部に

大きく外反する裾部をもつ。

石製品 石鏃 (273):凹基式でサヌカイト製。

時  期 :出土遺物から古墳時代中期中葉と考える。
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調 査 の 概 要

Ｚ
　
　
　
　
　
　
　
　
∽

Ｅ
Ｏ
Ｏ
Б

”
王

Ｚ
　
　
　
　
　
　
　
∽

正

¨
堂

あ
〇
ヨ

1黒色土 (黄色混)
2.黒掲色土

1

3.黒灰色土

○焼土

(S=1:60)第61図 SBl測量図

SBl(第 61図 ) 1区 南側中央、グリッドNlElに 位置する。平面形態は長方形を呈し、規模は長
軸6.45m、 短軸5。 9m、 深さ7cm、 床面積38.06rを測る。埋土は黒色上である。内部施設は主柱穴 (Pl
～ 4、 配置 :方形、平均柱穴間約2.5m)と 土坑 (S K19)を 検出した。本住居址中央部では焼土が検出さ

れた。後世の削平により遺存状況は悪いが施設構造痕として周壁溝と内部の小ピットも一部検出された。

S K19:住居址の北壁際中央に位置する。平面形態は長方形、断面形状は逆台形状を呈す。検出規模は

長さ1.Om、 幅0.66m、 深さ24cmを 測る。埋土は黒灰色上である。

H:3100m
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遺 構 と 遺 物

第62図 SBl出土遺物実測図

SBl内 出土遺物 (第62図 )
土師器 甕 (274～276):頸部で「く」の字状に屈曲し、外上方に開く口縁部を持つ甕である。小型九
底壷 (277):扁 平の体部に外傾する口頚部をもつ。内面は黒色。高杯 (278～ 281):278は 杯部で屈曲

部に明瞭な段をもつ。280は脚部で直線的に立ち上がる脚柱部に大きく外反する裾部をもつ。281は緩や

かに広がる裾部をもつ脚部である。

須恵器 杯蓋 (282～ 286):282～ 2851こ は天丼部と口縁部の境に短く突出するような稜を持つ。有蓋高
杯 (287):三 方透孔の可能性がある短脚の脚部。外面にはカキロ調整が施される。甕 (288):口 縁端

部は下方に拡張され、口縁下に断面三角形のシャープな凸帯が巡る。

時  期 :出土遺物から古墳時代中期後半と考える。

く
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調 査 の lFE要
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1黒色土 (黄色混)
2暗灰褐色土 (黄茶色混)
3暗褐色土
○焼土

(S=1:60)第63図 SB5測量図

SB5(第 63図 ) 1区 中央、グリッドN4W3,W4に 位置する。平面形態は長方形を呈し、規模は

長軸4.29m、 短軸3,75m、 深さ16cm、 床面積16.09ポ を測る。埋土は黒色土である。内部施設は主柱穴

(Pl～ 4、 配置 :方形、平均柱穴間1.53m)を 検出した。なお本住居l■北壁中央に造 り付けの竃が検

出された。施設構造痕として周壁溝と内部の小ピットが一部検出された。

竃 :①配置―北壁中央際に位置する。②形態―不明。燃焼部の構築材には粘上が使用されている。ま

た焼土が遺存し、その直下は土坑状に掘り窪められる。埋土には焼土、粘土と炭化物が混じる。

煙道部・煙出部は認められない。検出規模は、長さ68cm、 幅50cm、 高さ16cmを測る。③遺物―土

師器片。

SB5内出土遺物 (第64図 )
土師器 甕 (289,290):共 に顕部で「く」の字状に屈曲し、外上方に開く口縁部を持つ。290は口縁
端部が僅かに内湾する。小型丸底壷 (291):直線的に立ち上がる口縁部をもつ。端部は僅かに外反す

る。甑 (292):九底の底部より体部が外傾して立ち上がり、国縁部は内湾する。端部は九細く仕上げ

る。底都中央に小振 りの楕円孔、周囲に4つ の楕円孔が看取できる。胴部上位に把手が付 く。杯

(293):内湾気味に立ち上がる口縁部を持つ。高杯 (294):脚部のみの残存で外傾する柱部に大きく外

Ｚ
　
　
　
　
　
　
　
∽

「

↑
‐
」
　
　
　
・

¨
ω
“
ｏ
ｏ
∃

辞
◎
Ｐ‐

58



/  t、 /
289                                                290

遺 構 と 遺 物

0                                           20cm

(S=1:4)

反する裾部を持つ。

須恵器 杯身 (295):立 ち上がり端部は丸 く仕上げる。

杯蓋 (296):天丼部と口縁部間の稜線が不明瞭である。

端部は丸 く仕上げる。甦 (297):外反する口縁部。頸

部に波状文が施される。甕 (298):外反する口縁端部

直下に細い突帯が巡る。口縁端部の一部に上下方向か

らの叩き痕が看取される。

石製品 砥石 (299):砂岩製。 8面の使用痕を確認。

石鏃 (300):凹基無茎式のサヌカイト製打製石鏃であ

る。頭部と脚の先端部を欠く。

期 :出土遺物から古墳時代中期後葉と考える。

S B13(第65図 ) 1区北壁際やや西寄り、グリッドN

10W6に位置する。平面形態は隅丸方形を呈 し、規模

は長軸3.5m、 短軸3.45m、 深さ18cm、 床面積12.08♂ を

測る。埋土は黒褐色土である。内部施設は土坑 (SK
323)を 検出した。なお本住居址東コーナー部に造 り付

けのカマ ド痕を検出した。施設構造痕は周壁溝が検出

された。

^
疹 300

0               1 0cm

(S=1:3)

0           5cm

(S=1:2)

第64図 SB5出土遺物実測図
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調 査 の 概 要
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1黒褐色土
2黒褐色土 (黄茶色混)
○焼土

」
H:3100m

0                    10cm

|

(S=1:4)

竃  :①配置―南東隅に位置する。②形態一不明。名の構築材には、粘土を使用したものと思われ
る。燃焼部には焼土が遺存する。煙道部・煙出部は認められない。検出規模は、長さ70cm、

幅55cm、 高さ1lcmを測る。③遺物一土師器片。

S K323:住居址の北壁際中央に位置する。平面形態は長方形、断面形状は舟底状を呈す。検出規模は、

長さ0.6m、 幅0。4m、 深さ17cmを測る。埋土は黒褐色上である。

S B13内 出土遺物 (第66図 )

土師器 甕 (301～ 303):全て頸部で「く」の字状に屈曲し、外上方に開く口縁部を持つ。端部は九く
収められる。

時  期 :出土遣物から古墳時代中期後半と考える。
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第66図 SB13出土遺物実測図
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1黒褐色土
2暗掲色土 (茶色混 )
3暗褐色土

第67図 SB14測量図

第68図  SB14出 土遺物実測図

S B14(第 67図) 1区 中央やや西寄り、グリッドN3・ N4W6。 W7に位置する。平面形態は方

形を呈し、規模は長軸5.07m、 短軸4.98m、 深さ 6 cm、 床面積25.25♂ を測る。埋土は黒褐色上である。

内部施設は主柱穴 (Pl～ 4、 配置 :方形、平均柱穴間約2.1lm)と 土坑 (S K33・ 34)を 検出した。

施設構造痕として周壁溝と内部の小ピットが一部検出された。

S K33:住居址の南壁際中央に位置する。平面形態は長方形、断面形状は舟底状を呈す。検出規模は長

さ1.75m、 幅0.70m、 深さ18cmを測る。埋土は黒褐色上である。
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第69図  SB16測量図

S K34:住居址の北壁際左側に位置する。平面形態は半円形、断面形状は舟底状を呈す。検出規模は

長さ1.05m、 幅0.50m、 深さ14cmを測る。埋土は黒褐色上である。

S B14内 出土遺物 (第68図 )

土師器 婉 (304):水平に伸びる底部から内湾して直立する口縁部を持つ。
須恵器 郭蓋 (305):天丼部と口縁部の境に突出する稜を持つ。高杯 (306):無蓋高杯の口縁部。
時  期 :出土遺物から古墳時代中期後半と考える。

S B16(第 69図) 1区 中央やや西寄 り、グリッドN4・ N5W6。 W7に位置する。 S B17に先行
し、 S B 204上 に建てられる。平面形態は隅丸方形を呈し、規模は長軸4.Om、 短軸3.9m、 深さ20cm、 床

面積15.6♂を測る。埋土は黒色上である。施設構造痕は不明。

1黒色土
2.黒灰色土

3,黒灰色土 (褐色混)
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遺 構 と 遺 物

3ヽ07

o                                           20cm

(S=1:4)

第70図 SB16出土遺物実測図

S B 204:S B16に先行する。平面形態は方形を呈し、規模は長軸3.5m、 短軸3.Om、 深さ19cm、 床面

積10.5♂を測る。埋土は黒色土 (責褐色混)である。

S B16内 出土遺物 (第 70図 )

土師器 甕 (307～ 310):全て頸部で「く」の字状に屈曲し、外上方に開く口縁部を持つ。壷 (311～

315)i311は擬二重回縁を呈し、口縁端部は先細 りする。312は球形を呈する胴部から直立気味に立ち

上がる顎部を持つ。313は直立して立ち上がる口縁部を持つ。314は大きく外反する口縁部。端部は僅か

に肥厚され面を持つ。315は平底の底部。高杯 (316～ 324):316は水平に伸びる郭底部から外反気味に

開く口縁部を持つ。屈曲部の段は不明瞭である。脚部は柱部から鋭く屈曲し、斜め下方に伸びる裾部ヘ

続 く。317～ 321は杯部。317・ 318は屈曲部に明瞭な段を有する。322～ 324は脚柱部。ミニチュア土器

(325):口縁部欠損。壷形を呈するものと考えられる。
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調 査 の 概 要

H:3070m

1暗褐色±  2暗 褐色土 (黄色混) 3黒 色シル ト 0                  2m

(S=1:60)

第71図 SB17測量図

須恵器 魅 (326,327):共 に体部が扁球形を呈し、外反する口縁部を持つ。高杯 (328):無蓋高杯の
基部。杯身 (329):体部は回転箆削りが施される。口縁端部は内傾する面を持つ。

時  期 :出土遺物から古墳時代中期後半と考える。

S B17(第71図 ) 1区 中央、グリッドN5W6・ W7に位置する。平面形態は方形を呈し、規模は長
軸5.5m、 短軸5.3m、 深さ18cm、 床面積29.15♂を測る。埋土は暗褐色上である。内部施設は主柱穴 (P

l～ 4、 配置 :方形、平均柱穴間2.95m)と 土坑 (S K324)を 検出した。なお本住居址北壁中央に造

り付けの竃痕が検出された。構造施設痕として周壁滞が一部検出された。

竃 :①配置―北壁中央際に位置し、一部が壁に接する。②形態―馬蹄形を呈し、燃焼部は粘土を構
築材とする袖部で区画されると思われる。燃焼部には焼土が遺存する。煙出部の一部と考えら
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遺 構 と 遺 物

1                                      332

第72図 SB17出土遺物実測図

れる僅かな突出部が竃後方にある。検出規模は、長さ50cm、 幅70cm、 高さ1lcmを測る。③

遺物一燃焼部に土師器片 (高杯 ?)が残存する。

S K324:住居上の北壁際中央やや左に位置し、竃に隣接する。平面形態は半円形、断面形状は皿状を

呈す。検出規模は長さ0。 9m、 幅0.59m、 深さ 9 cmを測る。埋土は黒色土である。

S B17内 出土遺物 (第 72図 )

土師器 甕 (330～ 332):330は 口縁部中位で鈍い稜を持ち、僅かに屈曲する。壷 (333):扁 球形を呈

する体部を持つ。高杯 (334～ 336):334は杯底部から緩やかに立ち上がる口縁部を持つ。端部は短 く

外反し、九く収められる。335は直下する柱部から大きく開く裾部を持つ。336は水平に伸びる郭底部か

ら鋭 く屈曲する口縁部を持つ。婉 (337):緩やかに立ち上がる口縁部。
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H:3080m

3黒色土

第73図  SB26測量図

須恵器 壼 (338):回縁端部は上下に拡張され、日縁下に断面三角形のシャープな凸帯が巡る。
石製品 砥石 (339・ 340):共に石英粗面岩製で据置用と思われる。

時  期 :出土遺物から古墳時代中期後半と考える。

S B26(第 73図 ) 1区 西側、グリッドN6W7・ W8に位置する。平面形態は方形を呈 し、規模は
長軸7.2m、 短軸6.65m、 深さ15cm、 床面積47.88♂ を測る。埋土は黒褐色土である。内部施設は主柱穴
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2黒褐色土 (黄色混 )

(S=1:60)
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遺 構 と 遺 物

T~¬  危1

o                                        20cm

(S=1:4)

第74図 SB26出土遺物実測図

(Pl～ 4、 配置 :方形、平均柱穴間約3.19m)と 土坑 (S K45)を検出した。なお本住居址北壁中央

に造 り付けの竃痕が検出された。構造施設痕として二重に回る周壁溝が検出された。

竃  :①配置一北壁中央に位置し、一部は壁に接する。②形態―不明。竃の構築材には、粘土を使用

したものと思われる。燃焼部には焼土が遺存する。煙道部・煙出部は認められない。検出規模

は、長さ43cm、 幅80cm、 高さ12calを測る。③遺物―土師器片。

S K45:住居址の北壁際中央やや右に位置し、篭に接する。平面形態は不整楕円形、断面形状は逆台形

状を呈す。検出規模は長さ1.3m、 幅0.8m、 深さ60cmを 測る。埋土は茶褐色上である。

S B26内出土遺物 (第盈図)

土師器 甕 (341・ 342):341は「 S」 字状を呈する口縁部を持つ。端部は九細く仕上げられる。342は

「く」の字状に屈曲する口縁部を持つ。高杯 (343～350):343は 水平に伸びるネ底部から直線的に外傾

する口縁部を持ち、屈曲部は明瞭な段を有する。344～ 347は回縁屈曲部の段が不明瞭である。348と 349

は同一個体である。杯部と脚部の接合は加法を採る。350は脚柱部である。坑 (351・ 352):351は側断

面半円状を呈す。回縁端部は九く仕上げられる。352は口縁端部で内反する。

時  期 :出土遺物から古墳時代中期後半と考える。
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調 査 の 概 要

H:3080m

(S=1:40)
1黒色±  2.暗褐色土

第75図 SB46測量図

S B46(第 75図 ) 1区 中央やや北寄 り、グリッドN7W5,W6に 位置する。平面形態は隅丸長方

形を呈し、規模は長軸4.5m、 短軸3.95m、 深さ20cm、 床面積17.78♂を測る。埋土は黒色土である。内

部施設は主柱穴 (Pl・ 2、 配置 :直線、柱穴間1.5m)と 土坑 (S K309)を 検出した。なお本住居址

北東コーナー部に造り付けの竃痕が検出された。施設構造痕としては周壁溝が検出された。

竃 :①配置―北東隅に位置し、一部は壁に接する。②形態―崩壊しているため、断言は避けるが馬

蹄形を呈し、竃の構築材に粘土を使用したものと思われる。燃焼部には焼上が遺存する。煙道

部・煙出部は明確ではないが、後方に短い突出部が存在する。検出規模は、長さ65cm、 幅69cm、

高さ24cmを 測る。③遺物―燃焼部に高杯が据え置かれる。
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遺 構 と 遺 物
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(S=114)

0            5 cm

(S=1:2)

S K309:住 居址の東壁際

中央に位置する。平面形態

は精円形、断面形状は舟底

状を呈す。検出規模は長さ

1.23m、 幅1.4m、 深さ30cm

を測る。埋土は暗灰褐色土

である。

S B46内 出土遺物 (第76図 )

土師器 奏 (353・ 354):

第76図 SB46出土遺物実測図

共に頸部が「く」の字状に屈曲する口縁部。353は僅かに内反して立ち上がる。甑 (355):口縁部は緩

い「く」の字状を呈する。高郭 (356～ 359):356は 杯底部と口縁接合部の段が不明瞭である。357～

359は杯底部から外傾する口縁部を持つ。358の 脚柱部は外反して開き、裾部は認められない。重

(360・ 361):共に内湾気味に立ち上がる日縁部を持つ。体部は扁球形を呈す。鉢 (362):「 S」 字状

の回縁部を持つ。内面は指頭痕を顕著に看取する。
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調 査 の 概 要
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H:3030m

1.黒灰色±  2暗 灰掲色土

第77図 SB49測量図

須恵器 壼 (363):肩部直上に波状文が施される。
石製品 石庖丁 (364):狭 りの片側を一部欠く。弧背直刃形を呈す。結晶片岩製。

時  期 :出土遺物から古墳時代中期後半と考える。

S B49(第 77図 ) 1区 西側、グリッドN7Wll・ W12に位置する。平面形態は方形を呈し、規模は
長軸5。 3m、 短軸5,2m、 深さ13cm、 床面積27.56ぽ を測る。埋土は黒灰色土である。内部施設は主柱穴

(Pl～ 4、 配置 :方形、平均柱穴間約2.34m)と 土坑 (S K229,316)を 検出した。施設構造痕とし

て周壁溝が検出された。

S K229:住 居l■の東壁左側に位置する。平面形態は方形、断面形状は皿状を呈す。検出規模は長さ

1.04m、 幅1.Om、 深さ13cmを測る。埋土は暗褐色土である。
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遺 構 と 遺 物

0                        10cm

(S=1:3)

第78図 SB49出土遺物実測図

縁部は外反し、口縁下には断面三角形状の凸帯が 2重に巡る。郭部中位に精緻な櫛描波状文が施される。

石製品 砥石 (372):石英粗面岩製。

時  期 :出土遺物から古墳時代中期後半と考える。

S B57(第79図 ) 1区西側、グリッドN12W14。 W15に位置する。平面形態は隅丸長方形を呈し、規

模は長軸5.15m、 短軸4.15m、 深さ15cm、 床面積21.37♂を測る。埋土は黒灰色土である。内部施設は主

柱穴 (Pl～ 4、 配置 :方形、平均柱穴間約1.89m)を検出した。施設構造痕として周壁溝が検出された。

S B57内 出土遺物 (第80図 )

土師器 甕 (373～ 375):全 て顎部が「く」の字状に屈曲し、外上方に開く口縁部を持つ。374・ 375

0                                           20cm

(S=1:4)

S K316:住居址の北壁左側に位置する。平面形態

は長方形、断面形状は皿状を呈す。検出

規模は長さ2.34m、 幅1.08m、 深さ12帥

を測る。埋土は暗褐色土である。

S B49内 出土遺物 (第 78図 )

土師器 甕 (365～ 369):全て頸部が「く」の字

状に屈曲し、外上方に開く口縁部。367以外は回縁

部中位が肥厚される。869は完形品。高杯 (370):

杯底部から外反して立ち上がる口縁部を持つ。口

縁屈曲部の段は不明瞭である。

須恵器 高郭 (371):無蓋高郭の杯部である。口

ワ
‘



調 査 の 41n要

1黒灰色土
2黒灰色土 (黄掲色混 )

SB57測量図

(S=1160)

第80図

(S=1:4)

SB57出土遺物実測図

は口縁端部が面をなす。壷 (376):広 口董の口縁部で頸部から直線的に外傾する。高杯 (377):杯底

部から直下する脚柱部を持つ。

時  期 :出土遺物から古墳時代中期後半と考える。
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遺 構 と 遺 物

⑬田

、 __一 年 _一
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～ &量 雹 皇

土 鮨 励

第31図  SB70測量図 (S=1:40)

ぐら調
0                  1 0cm

(S=1,4)

第82図 SB70出土遺物実測図

S B70(第 81図) 2a区 中央部やや東寄り、グリツドS7・ S8E3・ E4に位置する。平面形態
は隅九方形を呈し、規模は長軸8。 3m、短軸3.2m、深さ8crn、床面積10.56雷を測る。埋土は黒灰色土

である。内部施設は主柱穴 (Pl・ 2、 配置 :直線、柱穴間1.85m)を 検出した。施設構造痕として周

壁溝と内部の小ピットが検出された。

S B70内 出土遺物 (第82図 )

土師器 高杯 (378):水平に伸びる杯底部から外反する口縁部。端部は九く収める。奏 (379):顕部が
「く」の字状に屈曲する口縁部を持つ。

時  期 :出土遺物から古墳時代中期と考える。
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1黒灰色土

H:3100m

第83図  SB71測量図 (S=1:60)

第84図 SB71出土遺物実測図

S B71(第 83図) 2a区 中央部やや北東寄り、グリッドS4。 S5E3・ E4に位置する。平面形
態は方形を呈し、規模は長軸4.7m、 短軸4.6m、 深さ16cm、 床面積21.62♂を測る。坦土は黒灰色土であ

る。施設構造痕として周壁溝と内部の小ピットが検出された。

S B71内 出土遺物 (第84図 )

土師器 甕 (380。 381):380は 頸部が「く」の字状に屈曲する口縁部を持つ。381の口縁端部は面をな
す。壼 (382・ 383):共 に頸部が「く」の字状に屈曲し、直線的に外傾して立ち上がる口縁部を持つ。

383は 国縁部中位で肥厚される。高杯 (384):脚柱部と裾部の接合部は鋭く折れ曲がる。ミニチュア土

器 (385。 386):内外面共に指頭痕を顕著に残す。

時  期 :出土遺物から古墳時代中期後半と考える。
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第85図  SB73測量図
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0                   1 0cm

(S=1:4)

第86図  SB73出 土遺物実測図

S B73(第 85図) 2a区 中央部南壁寄 り、グリッドS9,S10E2に 位置する。平面形態は隅九長

方形を呈し、規模は長軸5.52m、 短軸3.06m、 深さ30cm、 床面積16.89♂ を測る。埋土は黒灰色土である。

S B73内 出土遺物 (第86図 )

土師器 甕 (387・ 388):共 に頸部が「く」の字状に屈曲する口縁部を持つ。387は 回縁端部が面を持

ち、388は九 く仕上げられる。甑 (389。 390):389は平底を呈す底部から内湾気味に立ち上がる体部を

持つ。底部端に小振 りの楕円孔 1つが看取できる。390は上向きの把手。焼成、胎土が同じであること

から389と 390は 同一個体である可能性が高い。手捏 (391):内 外面共に指頭痕を看取。口縁部は短く

外反する。
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調 査 の 概 要

「

L J
H:3080m

争罐彊雹圭(艶励 SP埋土
4暗茶掲色土

0                          4m
O焼土

第87図 SB85測量図

須恵器 ネ身 (392):底部は厚 く、九底を呈す。内傾する口縁部を持ち、端部内面は段をなす。焼成
はあまい。杯蓋 (393・ 394):丸みを帯びる天丼部中央は僅かに凹む。口縁端部内面は段をなす。394

は口縁端部は九くなり、内面に段を持たない。高杯 (395～ 397):395は有蓋高杯の杯部である。396は

有蓋高杯の脚部 (完形品)である。脚柱部には三方の透かし孔が開けられる。側面はカキロ調整が施さ

れる。3971ま高ネの脚裾部である。裾端部は上下に拡張され、端面は回転ナデにより凹む。器厚が薄く

7世紀代に属するものである。
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遺 構 と 遺 物

υ
４００

墨
ゝ

第88図  SB85出 土遺物実測図
0                                          20cm

|

(S=1:4)

時  期 :出土遺物から古墳時代中期後半～後期前半と考える。

S B85(第 87図) 3a区 中央部、グリッドS14E6。 E7・ E8に位置する。平面形態は複合方形

を呈し、規模は長軸10,35m、 短軸7.5m、 床面積57.73♂ を測る。埋土は暗灰褐色土である。内部施設は

1期 :主柱穴 (Pl～ 4、 配置 :方形、平均柱穴間約2.78m)、 2期 :主柱穴 (P5～ 8v配置 :方形、

平均柱穴間約2.88m)、 3期 :主柱穴 (P9～ 11、 配置 :方形、平均柱穴間約2.23m)を 検出した。なお

本住居址北壁側中央やや西寄りに焼土塊が検出された。

S B85内 出土遺物 (第88図 )

土師器 甕 (398・ 399):398は 短 く緩やかに外反する口縁部を持つ。粗雑な作 りで、内面に粘土帯、

指頭圧痕が顕著に看取される。399の口縁部は内湾し、回縁中位に屈曲部を持つ。手捏 (400):底部は

丸底で、坑形を呈す。

須恵器 郭蓋 (401～410):401は擬宝珠つまみ。402～404は有蓋高郭の杯蓋である。403・ 404は天丼

部と口縁部の接部に断面三角形状の突出部を有する。403～ 4091ま 口縁端部内面に段を有する。イ身
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調 査 の 概 要
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1暗灰茶褐色土
2暗茶褐色土
3暗褐色土
○ 焼土

・ 遺物出土地点

W  E

第89図 SB98測量図

(411～417):412は体部外面の回転箆削り痕が顕考に残る。高杯 (418～422):418～ 4201ま有蓋高杯の

脚部である。421・ 422は無蓋高杯の脚部である。

時  期 :出土遺物から古墳時代中期後半と考える。

S B98(第 89図) 3a区 西側、グリッドS12・ S13E l・ E2に位置する。平面形態は隅丸長方形
を呈し、規模は長軸8.43m、 短軸7.0+α m、 深さ25cm、 床面積59.01♂以上を測る。埋土は暗灰茶褐色

土である。内部施設は主柱穴 (Pl～ 4、 配置 :方形、平均柱穴間約3.26m)を 検出した。なお本住居
l■北壁側中央に亀痕が検出された。遺物は、土師器、須恵器、藝 (927)が出上した。

竃 :①配置一北壁中央に位置し、一部は壁に接する。②形態―馬蹄形を呈し、竃の構築材には粘土が使

用される。燃焼部には焼土が遺存する。煙道部・煙出部は認められない。検出規模は、長さ118cm、

幅123cm、 高さ27cmを 測る。③遺物―燃焼部から土師器片 (奏 ?)が出土。

引
馴
∝
∽
　

引
馴
闘
出
∝
∽

78



遺 構 と 遺 物

聯 1440

o                                           20cm

|

(S=114)

第90図 SB98出土遺物実測図

S B98内 出土遺物 (第 90・ 211図 )

土師器 甕 (423～ 428):全て頸部が「く」の字状に屈曲する口縁部を持つが、顎部の屈曲度や口縁端

部の仕上げ等に差異が見られる。428は 回縁外面が肥厚される。坑 (429):底 部から内湾して立ち上が

る口縁部。端部は外面方向に面をなす。

須恵器 郭蓋 (430～ 434):430。 431は 天丼部に箆削 り痕が顕者に残 り、日縁端部内面に段を有す。

432は有蓋高杯の杯蓋である。433は内面中央に同心円文のあて具痕が看取される。434は天丼部と口縁

部の境に断面三角形の稜を持つ。郭身 (435):受部から内傾する立ち上がりを持つ。端部は内面に段

をなす。高杯 (436・ 437):4361ま脚基部で脚部外面にカキロが施される。437は脚裾部である。重

(438・ 439):438は 外反する口縁部で、端部は下方に拡張される。439は短 く外反する口縁部。鉢

(440):直立する口縁部で、端部は九細く収められる。台付鉢と考える。

時  期 :出土遣物から古墳時代中期後半と考える。

S B109(第 91図 ) 3b区 西側、グリッドS10W10。 W■に位置する。平面形態は隅丸方形を呈し、

規模は長軸3.85m、 短軸3.67m、 深さ 5 cm、 床面積14.13♂ を測る。埋土は黒灰色シル トである。内部施

設は主柱穴 (Pl～ 4、 配置 :方形、平均柱穴間1.6m)を検出した。なお本住居址中央やや西寄りに

焼土塊が検出された。

S B 109内 出土遺物 (第92図 )

ヽ
437
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調 査 の 概 要
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1.黒灰色シルト

2暗茶褐色土
○焼土

第91図 SB109測量図
2m

(S=1:60)

442

更硬≡≡∃I≡三多猛46 申 46

第92図 SB109出土遺物実測図

土師器 甕 (441・ 442):共 に「く」の字状に屈曲する口頸部を持つ。442の 口縁端部はつまみ出され
るように短 く外反する。重 (443):器壁が厚い小董。平底を呈する。内外面全体に2次焼成を受けた

痕跡がある。皿 (444～446):全て外傾する口縁部を持つ。445,446は 底部に回転糸切 り痕を看取。混

入品か。

須恵器 杯蓋 (447):天丼部と口縁部の境に断面三角形状の稜を持つ。杯身 (448・ 449):共に立ち上
がり端部内面に段を有する。高杯 (450):脚柱部外面にカキロを看取。

時  期 :出土遺物から古墳時代中期後半と考える。
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1暗褐色土
○焼土 ノ

VV      E

0

第93図 SBl13測量図
(S=1:60)

S Bl13(第 98図 ) 3b区 南西隅、グリッドS■・ S12W

14・ W15に位置する。平面形態は方形を呈 し、規模は長軸

5.8+α m、 短軸3.4+α m、 床面積19.72♂以上を測る。埋土は

黒灰色シル トである。内部施設は主柱穴 (Pl・ 2、 配置 :

方形、平均柱穴間2.75m)を 検出した。なお本住居址北壁中央

に竃痕が検出された。

竃 :①配置―北壁中央に位置する。②形態―不明。

竃の構築材には、粘上を使用したものと思われる。燃

焼部には焼土が遺存する。煙道部・煙出部は認められ

ない。検出規模は、長さ34cm、 幅57cm、 高さ8 cmを測

る。③遺物―土師器片。

S B l13内出土遺物 (第94図 )

上師器 高杯 (451):郭部は、杯底部から内湾して立ち上がり、端部付近で僅かに外反する。脚柱部

は直線的に開き、屈曲して裾部へと続く。

時  期 :出土遺物から古墳時代中期後半と考える。

0                    10cm

(S=1:4)

第94図 SBl13出 土遺物実測図
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調 査 の 概 要
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S B127(第 95図 )

2a区西側、グリッド

S5,S6ヽlr 8・ れ「9

に位置する。

平面形態は長方形

を呈し、規模は長軸

3.7m、 短軸 2.75m、

深 さ1 5 cal、 床面積

10,18ポを測る。埋土

は黒褐色上である。

内部施設は北壁中

央に亀痕が検出され

た。構造施設痕とし

て周壁溝と内部の小

ピツトが検出された。

竃 :①配置―北

壁中央に位置し、一

吉Lは 壁 に接 す る。

②形態―馬蹄形を呈

し、電の構築材には

粘土が使用される。

燃焼部には焼土が遺

存する。煙道部・煙出

部は認められない。検

出規模は、長さ67cm、

幅82c14、 高さ14cmを

測る。③遺物―燃焼

部から高杯が出土。
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i黒褐色土 (黄色混)
○焼土

第95図  SB127測量図 |

(S=1:60)

0           1 ocm

第 96図  SB127出 土 遺 物 実 測 図       ~
(S=1:4)

S B 127内 出土遺物 (第96図 )

土師器 甕 (452):「 く」の字状に屈曲する口頸部を持ち、日縁端面は内傾する。高杯 (453～ 455):
453・ 454は杯底部から内湾して立ち上がる口縁部を持ち、端部付近で短く外反する。455の 回縁部は杯

底部から外傾して立ち上がる。坑 (456):完存品。底部から内湾して立ち上がる口縁部を持つ。端部

は先細りする。

時  期 :出土遺物から古墳時代中期後半と考える。

S B128(第 97図 ) 2a区 西側、グリッドS4W9に 位置する。平面形態は隅九方形を呈し、規模は
長軸3.65m、 短軸3.5+α m、 深さ 7 cm、 床面積12.78♂ 以上を測る。埋土は暗灰褐色土である。内部施

設は主柱穴 (Pl～ 4、 配置 :方形、平均柱穴間約1.94m)が検出された。なお北壁中央やや東寄りに
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第97図  SB128測量図
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2黒掲色土
3黒色土
○焼土

2m

0                    10cm

(S=1:4)

第98図 SB128出 土遺物実測図

竃痕が検出された。構造施設痕として周壁溝が検出された。

篭 :①配置―北壁中央。②形態一不明。竃の構築材には粘土を使用。燃焼部には焼上が遣存する。

煙道部・煙出部は未確認。検出規模は、長さ35cm、 幅74cm、 高さ7 cmを 測る。③遺物―高杯。

つ
０
０
０



|

ヒ
|

|

|

|

(

1

第99図 SB 6測量図

―
―
―

ヽヽ
―
腿
√
卜
隈
齢
Ｆ

Ｅ

ｏ
ｏ

一
∞

中
工
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
十
十
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
之
　
　
　
　

　
　
　

の

◎

(469)

調 査 の 概 要

Pl

③
③
⑬

1黒色土 (灰色混 )
・ 遺物出土地点

S B 128内出土遺物

(第 98図 )

土師器 甕 (457):
「 く」の字状に緩や

かに屈曲する国頸部

を持ち、口縁端面は

九く収める。

高杯 (458～ 461):

458は杯部で内湾し

て立ち上がる口縁部

を持つ。杯底部と口

縁部の接点は、不明

瞭な段をなす。459

～461は脚柱部であ

る。坑 (462):完存

品。底部から内湾し

て立ち上がる回縁部

を持ち、端部は短く

外反する。杯 (463):

水平に伸びる底部か

ら弱く内湾する国縁

部をなす。

須恵器 鉢 (464):
混入品。13世紀代と

考えられる東播系須

恵器の片口鎌であ

る。

時 期 :出土遺物
から古墳時代中期後

半と考える。

(S=1:60)

0           5cm

(S=1:2)

第100図 SB6出土遺物実測図

H:3100m
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遺 構 と遺 物

第101図 SB19測量図

(S=1:4)

第102図 SB19出 土遺物実測図

(S=1:60)

H:3100m

1黒褐色土
○焼土

・ 遺物出土地点
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1暗灰茶褐色土

調 査 の 概 要

第103図 SB83測量図
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第104図 SB83出土遺物実測図

0                    1 0cm

(S=1:4)

(古墳時代後期〉

SB6(第 99図 ) 1区 中央、グリッドN5,N6W3に 位置する。平面形態は方形を呈し、規模は長
軸5.15m、 短軸4.85m、 深さ 7 cm、 床面積24,98♂を測る。埋土は黒色上である。内部施設は主柱穴 (P

l・ 2、 柱穴間2.3m)を 検出した。後世の削平により遺存状況が悪 く、主柱穴は本来 4基あったもの

と考えられる。施設構造痕として周壁溝が一部検出された。遺物は、土師器、石製品、鉄片 (931)が

出土した。

SB6内 出土遺物 (第 100。 211図 )
土師器 奏 (465,466):共 に顎部で「く」の字状に屈曲し、外上方に開く口縁部を持つ。466の 口縁
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o                    10cm

(s=1:4)

第106図  SB138出 土遺物実測図

第105図 SB138測量図
(S=1:60)

部は内湾気味に立ち上が り、端部は細 く仕上げ
489

る。坑 (467):内 湾しつつ立ち上がる口縁部。

石製品 砥石 (468):手持ち用で 2面の擦痕を

有する。石英粗面岩製。臼玉 (469):滑石製。

時期 :出土遺物から古墳時代後期前半と考える。

S B19(第 101図) 1区 中央西寄り、グリッドN4・ N5W7。 W8に位置する。平面形態は長方形

を呈 し、規模は長軸6.Om、 短軸3.9m、 深さ24cm、 床面積23.4♂ を測る。埋土は黒褐色土である。内部

施設は、住居址北壁中央やや東寄 りに造り付けの竃痕を検出した。

竃 :①配置一北壁中央。②形態一馬蹄形を呈し、一部は壁に接する。竃の構築材には粘土を使用。燃焼

部には焼上が遺存する。煙道部・煙出部は未確認。検出規模は、長さ120cm、 幅117cm、 高さ10cm

を測る。③遺物―高杯。
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調 査 の 概 要
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第107図  SB4測 量図
m

(S=1:40)

S B19内 出土遺物 (第 102図 )

土師器 甕 (470～ 473):470,471は「く」の

字状に屈曲し、外上方に開く口縁部を持つ。

472・ 473は 頚部で緩やかに外反する口縁部を

持つ。高ネ (474・ 475):共 に杯部と脚部の

接合に柄法を採る。475は外面にハケメ調整を

看取。坑 (476・ 477):共 に内湾して立ち上がる口縁部を持つ。476の底面には十文字の箆記号を看取。

須恵器 杯蓋 (478):天丼部と口縁部の境に断面三角形の突出する稜を持つ。壺 (479):口 縁端部は
上下方に拡張され、回縁下に断面三角形のシャープな凸帯が巡る。凸帯直下にカキロ調整を施す。

石製品 管玉 (480):碧玉岩製。

時  期 :出土遺物から古墳時代後期前半と考える。

VV       E

(S=1:4)

第108図 SB 4出土遺物実測図
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li

1黒色土 (灰色滉)
2褐色土 (茶掲色混)
3.黒掲色土

遺 構 と 遺 物

第109図

第110図  SBll出土遺物実測図
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調 査 の 概 要
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2暗褐色土 (茶色混 )
3暗褐色土
○ 焼土

・ 遺物出土地点

第111図 SB65測量図

S B83(第 103図) 3a区 北壁際中央、グリッドS14・ 15E10に 位置する。平面形態は隅丸長方形を
呈 し、規模は長軸3.lm、 短軸2.89m、 床面積8.96ぽを測る。埋土は暗灰茶褐色上である。内部施設は主

柱穴 (Pl、 配置 :直線)を検出した。

S B83内出土遺物 (第 104図 )

土師器 甕 (481):頸部が「く」の字状に屈曲する口縁部。高杯 (482):水平に伸びる杯底部から直
線的に立ち上がる国縁部を持つ。口縁端部は短 く外反する。杯底部には4Alが作 られている。甑

(483):九底の底部から内湾して立ち上がり、外傾する口縁部に続 く。体部中位に上向きに伸びる把手

が接続される。底部に 3つ の孔が看取できる。杯 (484):水平に伸びる底部から緩やかに外傾する国

縁部を持つ。

須恵器 ネ身 (485～487):共に口縁部の形態が異なる。485は短く外反して細 く収められる。486は 内
傾する。487は短 く内湾して丸く収める。

時  期 :出土遺物から古墳時代後期前半と考える。
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遺 構 と 遺 物

511

S B138(第 105図 ) 2a区 南側中央、グリ
ッドS9。 S10W2,W3に 位置する。平面
形態は方形を呈し、規模は長軸5.8m、 短軸5.8

m、 深さ10cm、 床面積33.64♂を測る。埋土は

暗灰茶褐色土である。内部施設は主柱穴 (P

l～ 4、 配置 :方形、平均柱穴間約2.68m)

が検出された。なお北壁中央に電痕が検出さ

れた。

竃 :①配置一北壁中央に位置し、一部は壁に接する。②形態―「粘土土塁」形を呈し、竃の構築材に

は粘土を使用。燃焼部には焼上が遺存する。煙道部・煙出部は未確認。検出規模は、長さ112cm、

幅103cm、 高さ13cmを測る。③遺物―土師器片が出土。

S B 138内 出土遺物 (第 106図 )

土師器 杯 (488):底部から内湾して立ち上がる口縁部を持つ。端部は九細く仕上げる。
須恵器 杯蓋 (489):天丼部と口縁部の境は断面三角形状の稜をなす。端部内面は弱い段を持つ。
時  期 :出土遺物から古墳時代後期前半と考える。

SB4(第 107図 ) 1区南側中央、グリッドN3W3に 位置する。平面形態は隅丸方形を呈し、規模
は長軸4.3m、 短軸4.Om、 深さ10cm、 床面積17.2♂ を測る。埋土は黒色土である。内部施設は主柱穴

(Pl・ 2、 配置 :直線、柱穴間1.8m)を検出した。なお本住居址北壁やや東寄りに造り付けの亀痕が

検出された。施設構造痕として周壁溝と内部の小ピットが一部検出された。

亀 :①配置―北壁中央やや右側に位置し、一部は壁に接する。②形態―「粘土土塁」形を呈し、電の

構築材には粘土を使用。燃焼部には焼上が遺存する。煙道部・煙出部は未確認。検出規模は、長

さ83cm、 幅64cm、 高さ8 cmを 測る。③遺物―土師器片が出土。

(S=1:2)

第112図  SB65出土遺物実測図
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調 査 の 概 要

H:3080m

第113図 SB80測量図

0                          2m

(S=1:40)

SB4内 出土遺物 (第 108図 )
土師器 壺 (490):作 り方、焼成共に粗雑感のある小型壺の

底部。平底を呈する。

須恵器 杯蓋 (491):焼成は堅緻で赤褐色を呈する。

時  期 :出土遺物から古墳時代後期後半と考える。

S Bll(第 109図 ) 1区 中央、グリッドN5W5に 位置する。

平面形態は方形を呈 し、規模は長軸6.lm、 短軸5.9m、 深さ20

cm、 床面積35.99♂ を測る。埋土は黒色土である。内部施設は主柱穴 (Pl～ 4、 配置 :方形、平均柱

穴間約2.68m)と 土坑 (S K49)を検出した。なお本住居址北壁中央に造 り付けの篭痕が検出された。

出土遺物は、土師器・須恵器・臼玉・鉄鏃 (920)である。

S Bll内出土遺物 (第 110・ 211図 )

土師器 甕 (492～494):492は 頸部で「く」の字状に屈曲し、外上方に開く口縁部を持つ。493は緩や
かに屈曲し、立ち上がる口縁部を持つ。494の 口縁端部は面を持つ。甑 (495):上 向きの把手部。

◎
Ｐ４

1黒灰色土
2暗掲色土

0                    1 0cm

(S=1:4)

第114図 SB80出土遺物実測図
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遺 構 と 遺 物
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暗褐色土 (黄色混 )

暗茶褐色土

第115図 SB101測 量図       6=1:8①

第116図 SB101出 土遺物実測図

高杯 (496):杯部の口縁部。僅かに外反する端部は九 く収められる。坑 (497):内湾し立ち上がる口

縁部を持つ。内外面共、ミガキにより丹念な仕上げを施す。

須恵器 杯身 (498):6世紀後葉～ 7世紀初頭段階に属するものである。

石製品 臼玉 (499・ 500):共 に滑石製。499は端面の片側が未研磨で凹凸が著しい。

時  期 :出土遺物から古墳時代後期後半と考える。
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調 査 の 概 要

1黒灰色土
2黒灰色土 (黄掲色混 )
3暗褐色土
・ 遺物出土地点

第117図 SB121測 量図 (S=1:60)

S B65(第 111図 ) 2a区 北側中央部、グリッドS3,S4E2・ E3に位置する。平面形態は隅丸
方形を呈し、規模は長軸4.8m、 短軸4.2m、 深さ10cm、 床面積20。 16♂ を測る。埋土は黒灰色上である。

内部施設は主柱穴 (Pl～ 4、 配置 :方形、平均柱穴間3.2m)を 検出した。なお本住居址西壁中央に
造 り付けの竃痕が検出された。施設構造痕として周壁溝が検出された。遺物は、土師器、須恵器、土製

品、石製品、鋳造鉄斧 (926)が出上 した。

S B65内出土遺物 (第 112・ 211図 )

土師器 奏 (501～ 503):501は 口縁部中位で肥厚され、鈍い稜をなす。502は 内湾する日縁部。503は
僅かに外反する回縁部で、端部は面をなす。高杯 (504):水平に伸びる杯底部から外傾する口縁部を

持つ。タト面は指頭圧痕が顕著に看取される。

須恵器 杯蓋 (505～ 507):505は 2分の 1を欠損する。外面には自然釉が付着し、「×」印の箆記号を
看取。505・ 507は 口縁端部内面には段を形成しない。506は 口縁端部内面に段を有し、天丼部と口縁部

の境は僅かな凸帯をなす。杯身 (508～ 511):508・ 510は 口縁部が短 く内反して立ち上がる。端部には

段はなく、丸く収められる。509は有蓋高lTxの 口縁部。

土製品 絵画土器 (512):鋭利な用品 (工具)で刺突的に人面模様が描かれる。土器形態は不明。
石製品 紡錘車 (513):研磨により段をなす。滑石製。管玉 (514):両端は欠損する。滑石製。
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遺 構 と 遺 物
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第118図  SB121出土遺物実測図

時  期 :出土遺物から古墳時代後期後半と考える。

S B80(第 113図 )2a区 北壁側中央やや西寄 り、グリッドS2・ S3W4。 W5に位置する。平面

形態は長方形を呈し、規模は長軸4.77m、 短軸3.95m、 深さ14cm、 床面積18.84♂ を測る。埋土は黒灰色

土である。内部施設は主柱穴 (Pl・ 4、 配置 :方形、柱穴間2.05m)を 検出した。施設構造痕として

周壁溝が検出された。

S B80内出土遺物 (第 114図 )

土師器 高杯 (515):杯部は、郭底部から緩やかに内湾して立ち上がる口縁部を持つ。端部は九く収

める。脚部は、脚基部から裾部へ緩やかに外反して開く。郭部と脚部の器高比は、 1:1で ある。

7世紀代に属するものと考えられる。

時  期 :掘立54に先行していることと出土遺物から古墳時代後期以降と考える。

S B101(第 115図 )3a区 中央、グリッドS15E9に 位置する。平面形態は花弁形を呈 し、規模は長

軸8.65m、 短軸7.5m、 深さ18∽、床面積64.88だ以上を測る。埋土は暗褐色上である。内部施設は主柱

穴 (Pl～ 4、 配置 :方形、平均柱穴間約2.73m)を検出した。

S B 101内 出土遺物 (第 116図 )

上師器 甕 (516・ 517):516は頸部から緩やかに外反して立ち上がる口縁部を持ち、端部で僅かに内

傾する。517は丁寧なナデにより調整されている。

須恵器 不蓋 (518):6世紀後半に位置付けられるものである。郭身 (519):内 傾する立ち上がりの

端部は丸 く仕上げられる。重 (520):口頸部が短 く内傾する短頸壼である。

時  期 :出土遺物から古墳時代後期後半と考える。
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調 査 の 概 要
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第119図 SB129測 量図
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第120図 SB129出 土遺物実測図

S B121(第 117図) 2a区 北壁際中央、グリッドSl・ S2W3,W4に 位置する。平面形態は隅

九長方形を呈し、規模は長軸7.50+α m、 短軸7.0+α m、 深さ12cm、 床面積52.50ぽ以上を測る。埋土

は黒灰色土である。

S B 121内 出土遺物 (第 118図 )

土師器 甕 (521):「 く」の字状に鋭く屈曲する口頸部を持つ。
須恵器 杯蓋 (522):ほ ぼ水平に伸びる天丼部を持つ。天丼部と口縁部の境は緩やかな稜をなす。杯

⑬

⑬
◎

1暗灰茶褐色土
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遺 構 と 遺 物

|:

¬

1黒色シルト
2暗茶掲色土 (黄色混)
3暗褐色土
○焼土

第121図 SB164。 165測量図
(S=1:60)

〕                  1 0cm

(S=1:4)

第122図 SB164出土遺物実測図

身 (523～ 525):523は立ち上がり内面に段を有す。524・ 525は 6世紀後半に位置づけられるものであ

る。高郭 (526・ 527):共に無蓋高郭である。重 (528～ 530):528・ 5291よ外反する口縁部を持ち、端

部は下方に拡張される。530は口縁端部外面に断面三角形状の突帯が巡らされる。頸部に格子叩き痕を

看取。

石製品 子持勾玉 (531):蛇紋岩製。「凹」字状の突起が腹部に1つ、背部に3つ、側面に各 3つ削り

出されている。上部には貫通孔 1、 未貫通孔 1、 「V」 字状の切り込み 1つが施される。扁平勾玉

(532):滑石製。穿孔は両面から施される。時 期 :出土遺物から古墳時代後期後半と考える。
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調 査 の 概 要
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S B129(第 119図) 2a
区西側、グリッドS5,S
6W4に位置する。平面形
態は隅丸長方形を呈し、規

模は長軸7.3m、 短軸4,95m、

深さ13cm、 床面積36.14ぽを

測る。坦土は暗灰茶掲色土

である。内部施設は主柱穴

(Pl～ 6、 配置 :長方形、

長軸柱穴間2.93m、 短軸柱

穴間1.5m)と柱壁間溝 7条

を検出した。構造施設痕と

して周壁溝が検出された。

S B 129内 出土遺物

(第 120図 )

土師器 高杯 (533～ 535):
533は一部欠損するものの

ほぼ完存品。ttI面「 S」 字

状を呈する口縁部が杯底部

に接続される。脚柱部はラ

ッパ状に開く。534・ 535は

脚裾部。杯 (536～ 538):

537の底面には回転糸切 り

痕を看取。混入品。手捏

(539):体部は底部から内

湾して立ち上がる。側面坑

形を呈す。

須恵器 鉢 (MO):台付鉢
の口縁部。杯蓋 (541):天

井部と口縁部の境は凹線状

0                   1 0cm

(S=1:4)

第124図 掘立2②出土遺物実測図
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掘立2① (上 )。 ②(下 )測量図第123図
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をなす。口縁端部は九く収める。郭身 (542):水平方向に短く伸びる受部から内反して立ち上がる口

縁部を持つ。

時  期 :出土遺物から古墳時代後期後半と考える。

S B164(第 121図 ) 2b区 西側、グリッドS4・ S5W15'W16に位置する。平面形態は隅丸方形

を呈し、規模は長軸5.09m、 短軸4.75m、 深さ 6 cm、 床面積24.18ド を測る。埋土は黒色シル トである。

内部施設は主柱穴 (Pl～ 4、 配置 :方形、平均柱穴間1.8m)が検出された。なお北壁中央に竃痕が

検出された。構造施設痕として周壁溝と内部の小ピットが検出された。

竃 :①配置一北壁中央やや右側に位置し、一部は壁に接する。②形態―馬蹄形を呈し、篭の構築材

には粘土が使用される。燃焼部には焼土が遺存する。煙道部と考えられる突出部がある。検出規

模は、長さ■9cm、 幅74cm、 高さ12cmを測る。③遺物―土師器片が出土。

S B 164内出土遺物 (第 122図 )

土師器 甕 (543):緩やかに外反する国縁部を持つ。体部は長胴形を呈すると思われる。高杯 (544):

杯部。内湾して立ち上がる口縁部を持つ。

須恵器 イ蓋 (545):7世紀前半と考えられるものである。

時  期 :出土遺物から古墳時代後期後半と考える。

〔2〕 掘立柱建物址 (掘立)

掘立2-① (第 123図上) 1区東側、グリッドN2・ 3E6・ 7に位置する。桁行と梁行が2間の総柱

建物である。柱穴は、P①～⑨の9基で構成される。建物の規模は、桁行全長4.55m、 梁行全長4.42m

である。南北方向の主軸は磁北から18度東へ振る。柱穴の平面形態は円形～楕円形を呈する。

掘立 2-② (第 123図下) 1区東恨1、 グリッドN2・ 3E6・ 7に位置する。桁行と梁行が 2間の総柱

建物である。柱穴は、P①～⑨の 9基で構成される。建物の規模は、桁行全長4.42m、 梁行全長4.32m

である。南北方向の主軸は磁北から18度東へ振る。柱穴の平面形態は円形～楕円形を呈する。

掘立 2出土遺物 (第 124図 )

須恵器 杯身 (546)i S P52内 出土。 6世紀後半に位置づけられるものである。

時  期 :出土遺物及び構成柱穴の規模から古墳時代後期後半以降と考える。

掘立 5(第 125図 ) 1区東側、グリッドN3E6・ 7に位置する。桁行 3間、梁行 1間の南北棟であ

る。柱穴は、P①～①の 8基で構成される。建物の規模は、桁行全長5。 15m、 梁行全長3.80mである。

主軸は磁北から6度東へ振る。柱穴の平面形態は円形～楕円形を呈する。

掘立 5出土遺物 (第 126図 )

土師器 甕 (M7)i S P96内 出土。「く」の字状に屈曲する口頸部を持つ。端部は丸く収まる。

時  期 :出土遣物及び構成柱穴の規模から古墳時代中期前半以降と考える。
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第126図 掘立 5出土遺物実測図

掘立 7(第 127図 )1区 東側、
グリッドN4E5。 6に位置
する。桁行 3間、梁行 2間の

南北棟である。柱穴は、P①

～①の11基で構成される。建

物の規模は、桁行全長5.37m、

梁行全長3.74mである。主軸

は磁北から33度東へ振る。柱

穴の平面形態は方形、円形～

楕円形を呈する。

掘立 7出土遺物 (第 128図 )

須恵器 杯蓋 (548):SP
135内 出土。 6世紀前半に位

置づけられるものである。

時 期 :出土遺物及び構成
柱穴の規模から古墳時代後期

前半以降と考える。

掘立 8(第129図 )1区 東側、
グリッドN4E7・ 8に位置
する。桁行 2間分、梁行 1間

分を検出した。建物の規模は、

桁行3.35m以上、梁行1.88m

以上を測る。東西方向の主軸

は磁北から86度東へ振る。柱

穴の平面形態は円形～楕円形

を呈する。

10cm

(S=1:4)

第128図 掘立 7出土遺物実測図
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掘―立8出土遺物 (第 130図 )

須恵器 ネ蓋 (549):S P126内 出土。 7世紀前半
に位置づけられるものである。杯身 (550`551):

共にS P126内出土。550は 7世紀前半に位置づけら

れるものである。551は 6世紀前半に位置づけられるものである。高郭 (552)i S P123内 出土。 7世

紀代に位置づけられるものである。

時  期 :出土遺物及び構成柱穴の規模から古墳1時代後期後半以降と考える。

‘
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第132図 掘立10出土遺物実測図
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第134図 掘立11出土遺物実測図

掘立10(第 131図 )1区
東側、グリッドN2,3E

2・ 3に位置する。桁行 3

間、梁行 2間の東西棟であ

る。柱穴は、P①～⑩の10

基で構成される。建物の規

模は、桁行全長6.56m、 梁

行全長3.55mである。主軸

は磁北から74度 西へ振る。

柱穴の平面形態は円形～楕

円形を呈する。

掘立10 出土遺物

(第 132図 )

須恵器 杯蓋 (553)iSP
308内出土。 6世紀代に位

置づけられるものである。

杯身(554)iS P312内 出土。

7世紀前半に位置づけられ

るものである。

時 期 :出土遺物及び構
成柱穴の規模から古墳時代

後期後半以降と考える。
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第136図 掘立13出土遺物実測図
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第138図 掘立14
出土遺物実測図
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第137図 掘立14測量図
掘立11(第 138図 ) 1区 東側、グリッドN
2,3E2に 位置する。桁行 2間分、梁行 2
間の東西棟である。柱穴はP①～⑦を検出し

た。建物の規模は、桁行3.94m以上、梁行全

長3.93mである。主軸は磁北から82度西へ振

る。柱穴の平面形態は円形～楕円形を呈する。

掘立11 出土遺物 (第 134図 )

弥生土器 壷 (555)i S P339内 出土。弥生時代後期後葉に比定される壺の底部である。
須恵器 杯身 (556):S P339内 出土。 6世紀前半に位置づけられるものである。
時  期 :出土遺物は古墳時代後期前半を示唆しているが、構成柱穴の規模からさらに下る後世を考
える。

掘立13(第 135図 ) 1区 中央、グリッドNl・ 2Wl・ 2に位置する。桁行 2間、梁行 2間の総柱建
物である。柱穴は、P①～①の 8基で構成される。建物の規模は、桁行全長4.30m、 梁行全長4.10mで

ある。東西方向の主軸は磁北から82度西へ振る。柱穴の平面形態は円形～楕円形を呈する。

掘立13出土遣物 (第 136図 )

土師器 甕 (557):S P487内出土。「く」の字状に屈曲する口顕部を持ち、端部は僅かに内傾する。
須恵器 杯蓋 (558)I S P438内出土。天丼部と口縁部の境をなす稜は、断面三角形状を呈す。口縁部
はやや開き気味に下り、端部内面に段を有す。杯身 (559)i S P438内出土。受部から内傾する立ち上

がりの端部は、内面に段をなす。高ネ (560)i S P443内 出土。有蓋高lTxの脚裾部。

時  期 :出土遺物及び構成柱穴の規模から古墳時代中期後半以降と考える。

1暗褐色土 (黄茶色混 )
2黒灰色土 (柱痕)
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第140図 掘立15出土遺物実測図

掘立14(第 137図 ) 1区 中央、グリッドN2・ 3Wl・ 2に位置する。桁行 3間、梁行 2間の東西棟
である。柱穴は、P①～⑩の10基で構成される。建物の規模は、桁行全長5。40m、 梁行全長4.10mであ

る。主軸は磁北から83度西へ振る。柱穴の平面形態は円形～楕円形を呈する。

掘立14出土遺物 (第 138図 )

土師器 甑 (561)I S P444内 出土。体部から短く水平方向に伸びる把手である。
須恵器 杯身 (562):S P 444内 出土。 6世紀前半に位置づけられるものである。
時  期 :出土遺物及び構成柱穴の規模から古墳時代後期前半以降と考える。

掘立15(第 139図) 1区 中央、グリッドN3Wl・ 2に位置する。桁行 3間、梁行 2間の総柱建物で
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第142図 掘立17
出土遺物実測図

ある。柱穴は、P①

～⑫の12基で構成さ

れる。建物の規模は、

桁行全長5,30m、梁行

全長4.35mで ある。

東西方向の主軸は磁

北から73度西へ振る。

柱穴の平面形態は円

形～楕円形を呈する。

掘立15出土遺物

(第 140図 )

須恵器 ネ蓋 (563・
564)i共に S P463

内出上で 6世紀前半

に位置づけられるも

のである。杯身(565。

566):共に S P457

内出土で 6世紀中頃

に位置づけられるも

のである。高杯 (567):

S P457内 出土。有

蓋高杯の脚裾部。

石製品 臼玉(568):
S P465内 出土。完

存品で緑色片岩製。
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第146図 掘立43出土遺物実測図

上下端面及び側面には

研磨調整が施される。

時 期 :出土遺物及
び構成柱穴の規模から

古墳時代後期以降と考

える。

掘立17(第 141図 )

4区中央、グリッド

S,N l W20。 211こ位

置する。桁行 2間、梁行

2間の総柱建物である。

検出した柱穴は、P①

～①の 8基である。建

物の規模は、桁行全長

4.97m、 梁行全長3,75m

である。東西方向の主

軸は磁北から78度西へ

振る。柱穴の平面形態

は円形を呈する。
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第149図

掘立17出土遺物 (第 142図 )

土師器 杯 (569)I S P694内 出土。口縁端部は欠損。底部に回転糸切り痕を看取。

時  期 :出土遺物及び構成柱穴の規模から中世前期以降と考える。

掘立20(第 143図 ) 1区 中央、グリッドNl・ 2W2・ 3に位置する。桁行 3間、梁行 3間の東西棟
である。柱穴は、P①～⑫の12基で構成される。建物の規模は、桁行全長5。 30m、 梁行全長4.70mであ

る。主軸は磁北から80度西へ振る。柱穴の平面形態は円形～楕円形を呈する。

掘立20出土遺物 (第 144図 )

土師器 甕 (570)i S P888内 出土。「く」の字状に屈曲する口顕部を持ち、端部は僅かに外反する。
時  期 :出土遺物及び構成柱穴の規模から古墳時代後期以降と考える。

掘立43(第 145図 ) 2a区 東側、グリッドS5・ 6E7・ 8に位置する。桁行 3間、梁行 2間の南北

棟である。柱穴は、P①～⑩の10基で構成される。建物の規模は、桁行全長6.15m、 梁行全長3.90mで

ある。主軸は磁北から12度東へ振る。柱穴の平面形態は方形、円形～楕円形を呈する。

掘立43出土遺物 (第 146図 )

須恵器 ネ身 (571)i S P2057内 出土。 6世紀後半に位置づけられるものである。
時  期 :出土遺物及び構成柱穴の規模から古墳時代後期後半以降と考える。
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第151図 掘立64測量図

掘立51(第 147図) 2a区 中央、グリッドS5・ 6W2・ 3に位置する。桁行 3間、梁行 2間の東西
棟である。柱穴は、P①～⑩の10基で構成される。建物の規模は、桁行全長5,76m、 梁行全長4.19mで

ある。主軸は磁北から88度東へ振る。柱穴の平面形態は円形～楕円形を呈する。

掘立51出土遺物 (第 148図 )

上師器 杯 (572)I S P3406内 出土。円盤状の底部から外上方に立ち上がる日縁部をなす。焼成はあ
まく瓦質的である。皿 (573)i S P3406内 出土。平底の底部から短 く外上方に立ち上がる口縁部を持

つ。焼成はあまく、色調は内外面共に灰白色である。

時  期 :出土遺物及び構成柱穴の規模から古代以降と考える。

掘立54(第 149図) 2a区 西側、グリッドS2・ 3W3・ 4に位置する。桁行 3間、梁行 2間 の東西
棟である。柱穴は、 P①～⑩の10基で構成される。建物の規模は、桁行全長4.72m、 梁行全長3.52mで

ある。主軸は磁北から90度西へ振る。柱穴の平面形態は方形、円形～楕円形を呈する。

掘立54出土遺物 (第 150図 )

須恵器 杯蓋 (574)i S P3926内 出土。 6世紀前半に位置づけられるものである。杯身 (575。 576):

共にS P3927内 出土。575は 6世紀後半に、576は 7世紀後半に位置づけられるものである。

時  期 :出土遺物及び構成柱穴の規模から古墳時代後期前半以降と考える。

③ ―
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調 査 の 概 要
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出土遺物実測図
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第154図 掘立72
出土遺物実測図

掘立64(第 151図 )

3a区東側、グリ

ッドS16・ 17Ellに

位置する。桁行 3間、

梁行 2間の総柱建物

である。検出した柱

穴は、 P①～⑨の 9

基である。建物の規

模は、桁行全長5.55

m、 梁行全長4.17m

である。東西方向の

主軸は磁北から38度

西へ振る。柱穴の平

面形態は円形を呈す

る。

掘立64出土遺物

(第 152図 )

須恵器 高杯 (577):

S P 2380内出土。有

蓋高杯の外部。 5世

紀後半～ 6世紀初頭

に位置づけられるも

のである。

時 期 :出土遺物

及び構成柱穴の規模

から古墳時代中期前

半以降と考える。

掘立72(第 153図 )
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第158図 掘立32
出上遺物実測図

ドS12・ 13E41こ 位

置する。桁行 3間、

梁行 1間 の南北棟で

ある。柱穴は、P①

～①の 8基で構成さ

れる。建物の規模は、

桁行全長5.55m、 梁

行全長3.75mで あ

る。主軸は磁北から

7度東へ振る。柱穴

の平面形態は方形、

楕円形を呈する。

掘立72出土遺物

(第 154図 )

須恵器 甕 (578):
S P 2974内 出土。外

反する口縁部で端部

は玉縁状に収められ

る。 8世紀代のもの

H:3060m 2黒色土 (柱痕 )

TVV
第157図 掘立82測量図 (S=1:8⑪
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第159図 掘立83測量図
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第160図 掘立83
出土遺物実測図
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第162図 掘立85出土遺物実測図

と思われる。

時  期 :出土遺物及び構成柱穴の規模から古代以降と考える。

掘立81(第 155図 ) 2a区 西側、グリッドS4・ 5W4・ 5に位置する。桁行 3間、梁行 2間の東西
棟である。柱穴は、P①～⑩の10基で構成される。建物の規模は、桁行全長4.88m、 梁行全長3.52mで

ある。主軸は磁北から75度西へ振る。柱穴の平面形態は円形～楕円形を呈する。

掘立81出土遺物 (第 156図 )

瓦 器 塊 (579):S P 4470内出土。全体的に摩減しているが、内外面共に横方向の磨きが看取され
る。和泉型Ⅱ-3期またはⅢ-1期と思われる。
土師器 皿 (580)i S P4776内 出土。摩滅しているが底面は回転糸切りと思われる。
陶磁器 皿 (581)i S P4776内 出土。中近世の国産陶磁器。
時  期 :出土遺物及び構成柱穴の規模から中世以降と考える。



調 査 の 概 要

掘立82(第 157図 ) 2a区 南側、グリッドS9。 10W4に位置する。桁行 3間、梁行 2間の東西棟で
ある。柱穴は、P①～⑩の10基で構成される。建物の規模は、桁行全長4.50m、 梁行全長3.65mで ある。

主軸は磁北から76度東へ振る。柱穴の平面形態は円形～楕円形を呈する。

掘立82出土遺物 (第 158図 )

土師器 甕 (582)i S P4835内 出土。「く」の字状に屈曲する口頸部を持ち、内湾する口縁部。端部は
九く収められる。

時  期 :出土遺物及び構成柱穴の規模から古墳時代中期前半以降と考える。

掘立83(第 159図 ) 2a区 西側、グリッドS5W4・ 5に位置する。桁行 3間、梁行 2間の東西棟で
ある。柱穴は、P①～⑩の10基で構成される。建物の規模は、桁行全長5.00m、 梁行全長3.50mで ある。

主軸は磁北から74度西へ振る。柱穴の平面形態は方形を呈する。

掘立83出土遺物 (第 160図 )

弥生土器 壷 (583)i S P4812内 出土。弥生時代後期に比定されるもので底部は平底を呈す。
上師器 杯 (584):S P 4810内 出土。内湾して立ち上がる体部を持ち、回縁外面は横撫でが施され外
傾する。端部は丸く仕上げる。

須恵器 杯身 (585)i S P4813内 出土。水平に伸びる受部から直立する立ち上がりを持つ。端部内面
は段をなす。 5世紀後半～ 6世紀初頭に位置づけられるものである。

時  期 :出土遺物及び構成柱穴の規模から古代以降と考える。

掘立85(第 161図 ) 2a区 東側、グリッドS3・ 4E6・ 7に位置する。桁行 3間、梁行 2間の東西
棟である。柱穴は、 P①～⑩の10基で構成される。建物の規模は、桁行全長6.70m、 梁行全長4.40mで

ある。主軸は磁北から83度西へ振る。柱穴の平面形態は方形、円形～楕円形を呈する。

掘立85出土遺物 (第 162図 )

須恵器 杯蓋 (586):S P 3970内 出土。有蓋高杯の杯蓋である。中窪みのつまみを持つ。 5世紀後半。
高杯 (587)i S P6696内 出土。杯底部及び基部の小片。外面は黒褐色を呈す。 5世紀後半。

時  期 :出土遺物及び構成柱穴の規模から古墳時代後期以降と考える。

〔3〕 土坑 (SK)

S K73(第 163図 ) 2a区 東側、グリッドSllE 9に位置する。平面形態は楕円形を呈し、規模は長
軸1,77m、 短軸1.17m、 深さ0.lmを測る。断面形態は皿状を呈する。坦土は灰茶褐色土である。出土遺

物は土師器が出土した。

S K73内 出土遺物 (第 164図 )

土師器 皿 (588～591):全て完存品で、底面は回転糸切りである。口縁部は、いずれも底部から内湾
気味に短く立ち上がる。13世紀前半に位置づけられるものである。

時  期 :出土遺物から中世前期と考える。

つ
々
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0          10cm

第164図 SK73出土遺物実測図     6=1:4)

(S=1:40)

1灰茶褐色土

第163図 SK73測量図

0                  1 0cm

(S=1:4)

第166図 SKl10
出土遺物実測図

ヤ 594

フ言
0                   1 0cm

(S=1:4)

1暗灰茶褐色土 (レ キ含 )
2黒灰色土 (暗灰茶色混 )

第165図 SKl10測量図

W  E                 H:3050m

-1~1暗

灰褐色土
(S=1:40)

第167図 SK133測量図

S Kl10(第 165図 ) 3b区 中央、グリッ

ドS10W12に位置する。平面形態は長方形

を呈 し、規模は長軸1.38m、 短軸0.81m、

深さ0.27mを 測る。断面形態は逆台形状を

呈する。埋土は暗灰茶褐色上で 3～ 5 cm大

の九礫が含まれる。出土遺物は土師器、釘

(949)が出土した。

S Kl10内 出土遺物 (第 166・ 212図 )

土師器 杯 (592):底部を一部欠くものの

ほぼ完形品。底面は回転糸切 りである。口

縁部は、底部から外傾して立ち上がる。口

縁直下外面には成形時の撫で窪みが残存

し、稜をなす。13世紀前半に位置づけられ

るものである。

時 期 :出土遺物から中世前期と考える。

S K133(第 167図 ) 2a区 西側、グリッ

ドS5W6に 位置する。平面形態は楕円形

を呈 し、規模は長軸1.65m、 短軸0.70m、

深さ0.13mを 測る。断面形態は皿状を呈す

る。埋土は暗灰褐色土である。出土遺物は

土師器、須恵器が出上した。

S K133内 出土遺物 (第 168図 )

土師器  杯 (593):円柱状の高台を有す
る郭の完存品。底部の切 り離しは回転糸切

りで、高台内面は断面逆「 U」 字状に決ら

れる。日縁部は内湾気味に立ち上がり、端

部は九く収められる。12世紀代。皿 (594):

ほぼ完形品。底面には回転糸切り痕、板状

圧痕を看取。

陶磁器 白磁碗 (595):白磁碗Ⅳ類。

時 期 :出土遣物から中世前期と考える。

第168図 SK133出 土遺物実測図

つ
υ



調 査 の 概 要

第171図 SK182測量図

第172図 SK182出土遺物実測図

0                  10cm

(S=1:4)

第170図 SK141出土遺物実測図

S K141(第 169図 ) 2a区 西側、グリッ
ドS4W5に 位置する。平面形態は不整楕円
形を呈 し、規模は長軸2.40m、 短軸2.20m、

深さ0.24mを 測る。断面形態は逆台形状を呈

する。埋土は暗灰掲色上である。出土遺物は
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第169図 SK141測量図

土師器、須恵器が出上した。

S K141内 出土遺物 (第 170図 )

須恵器 高杯 (596):一部欠くもののほぼ完形の短脚高杯。杯部は緩やかに内湾して立ち上がる口縁
を持ち、端部内面は肥厚される。大きく外反して下る脚部の裾端部は下方に拡張される。杯 (597・

598):597の 口縁部は底部から内湾して立ち上がり、細 く尖る。5981よ無高台杯身。底部は平底を呈し、

回転箆切 り痕が看取できる。口縁は中位より外反し、細く収める。

時  期 :出土遺物から7世紀末から8世紀前半と考える。

S K182(第 171図)2b区 北側、グリッドS3W16に位置する。
平面形態は方形を呈 し、規模は長軸1.59m、 短軸1.50m、 深さ

0。 78mを測る。断面形態は舟底状を呈する。埋土は上層が1黒色シル

1黒色シル ト
2.黒 魯主
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遺 構 と 遺 物

卜、下層が黒色上である。出土遺物は土師器、須恵

器小片、鉄製品 (939～ 948)が出上した。

S K182内出土遺物 (第 172・ 212図 )

土師器 甕 (599):「 く」の字状に屈曲する口顎部

を持ち、若千内湾する口縁部。端部は外方向に面を

なす。高杯 (600・ 601):共 に杯部のみの残存。水

平に伸びる杯底部から内湾気味に立ち上がる口縁部

1黒灰色土 (茶色シル ト混 )
2黒灰色土 (暗茶色混 )
3黒灰色土
・ 遺物出土地点

第173図 SK209測 量図

第174図 SK209出 土遺物実測図
0                   1 0Cm

(S=1:4)

を持ち、端部は短 く外反する。皿 (602):底部は平

底を呈す。郭 (603～ 606):全て回転台成形による。

603・ 604は突出しない平底から内湾気味に立ち上が

る口縁部を持つ。口縁内外面には成形時の横撫で痕

が残る。605・ 606の底部は円盤高台状の突出した平

底をなす。

時 期 :599～ 601は下層出上である。出土遺物か

ら下層が埋没 した上限を古墳時代中期前半 とする。

602～ 606は上層出土である。出土遺物から上層が埋

没した上限を10世紀前半とする。

S K209(第 173図) 1区 東側、グリッドN2Wl

に位置する。平面形態は楕円形を呈 し、規模は長軸

1.30m、 短軸0.89m、 深さ0.21mを 測る。断面形態は

舟底状を呈する。埋土は黒灰色上である。出土遺物

は土師器、須恵器小片、石製品が出土した。

S K209内出土遺物 (第 1盈図)

土師器 甕 (607・ 608):607は「く」の字状に屈曲

(614)

俗1°
ヽノ
ヘ＼
(615)

′/

第175図  SK221測 量図

◎
占

◎
占

〓‐‥

◎

凸

617

第176図  SK221出 土遺物実測図

0          1 0Cm

(S=1:4)
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調 査 の 概 要

する口頸部を持ち、端部付近には成形時の撫で窪みが残る。608は 一部を欠くもののほぼ完形品。口縁

部は体部から緩やかに外反して立ち上がる。端部は九く収める。体部は肩部に最大径を持つ球形を呈し、

底部は九底になる。高杯 (609・ 610):609はネ部で底部から内湾気味に立ち上がる日縁部を持ち、端

部は短 く外反する。610は脚柱部。坑 (6■ ・612):611は内湾して立ち上がる口縁部を持つ。端部は細

く尖る。612は完存品。底部から内湾して立ち上がる口縁部を持ち、端部内面は仕上げ段階の横撫でに

より弱い稜をなす。

石製品 臼玉 (613～ 615):全て完存品で緑色片岩製。

時  期 :出土遺物から古墳時代中期前半と考える。

S K 221(第 175図) 1区 西側、グリッドN8W10に位置する。平面形態は円形を呈し、規模は長軸
1.10m、 短軸1.04m、 深さ0.20mを測る。断面形態は舟底状を呈する。埋土は暗褐色土である。出土遺

物は土師器が出土した。

S K221内 出土遺物 (第 176図 )

土師器 甕 (616):「 く」の字状に屈曲する口顎部を持ち、端部は丸細く仕上げられる。高杯 (617):
脚柱部。杯底部から直線的に外傾し、裾部へ続く。

時  期 :出土遺物から古墳時代中期前半と考える。

S K226〔土器権墓〕 (第 177図) 1区西側、グリッドN8W10に位置する。墓渡の平面形態は不整楕
円形を呈し、規模は長軸0。98m、 短軸0,71m、 深さ0.23mを 測る。墓娠南側は階段状に掘られ、東 。西

側小口には横穴が設けられている。断面形態は舟底状を呈する。土器棺は連結方式を採用し、壷 (618)

の打ち久いた底部に壷 (619)の 口縁部を挿入し、甕 (620)の底部で壷 (618)口縁部を塞いでいる。土

器棺を覆っていたと思われる覆土及び棺上部は後世の削平を受けている。また、棺は土圧によりつぶれ

たものと思われ、棺内に土砂の流入が見られる。
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遺 構 と 遺 物

(S=1:20)1暗灰色 (黄白色混)

第 177図 SK2お測量図
2Li曇
色圭

0                                           20cm

(S=1:4)

第178図 SK226出 土遺物実測図

土器棺はほぼ水平に安置され、主軸方位は

S-23° ―Eである。墓娠埋土は黒仄色上であ

る。墓娠内の出土遺物は棺である土師器のみが

出上し、人骨・副葬品等は確認されていない。

S K226内 出土遺物 (第 178図 )

土師器 壺 (618・ 619):共に復元完形品。618

の口縁部は複合口縁を呈し、屈折部外面は鋭い

稜をなす。口縁拡張部は緩やかに外反し、端部

は九く収める。体部は球形で底部は九底となる。

顎部から胴部上半にかけては、縦方向、横方向

を交互に繰 り返す丁寧且つ精緻な刷毛目調整が

施される。また、胴下半部から底部にかけては

入念なミガキ調整が施される。619は 「く」の

字状に屈曲する口頸部を持ち、端部は丸細 く仕

上げられる。体部は球形を呈し、底部はやや厚

くなる。甕 (620):復元完形品。「く」の字状

に屈曲する口頸部を持ち、口縁部は内湾気味に

立ち上がる。全体的に器壁が薄く、精緻な仕上

げが施される。

時 期 :出土遺物から古墳時代前期前半と考

える。
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調 査 の 概 要

1黒灰色土(茶褐色土混)

第179図 SDl測 量図

(S=1:60)

(S=1:4)

第180図 SDl出 土遺物実測図

〔4〕 溝 (SD)

SDl(第 179図)調 査区の 1区

西側、グリッドN2Wl・ 2に位
置する。平面形態は「 C」 字状を

呈 し、規模 は直径 4.8m、 検出

全長11.58m、 幅0.42m、 深さ0.12

m、 面積13.2rを 測る。断面形態

は逆台形状を呈する。埋土は黒灰

色土である。出土遺物は土師器が

出土した。

SDl内出土遺物 (第 180図 )
土師器 甕 (621・ 622):621は 「く」の字状に屈曲する口頸部を持つ。622は日縁部片。端部は横撫で
により僅かに外反する。焼成は良好で色調は赤褐色を呈する。

時  期 :出土遺物及び掘立13を切っていることから古墳時代中期後半以降と考える。

SD3(第 181図 )調 査区の 1区西側～ 4区～ 5区に位置する。北東から南西方向に方位をとる (主軸
方位N-135° 一W)。 検出長144m、 幅0.80～ 1.60m、 深さ0.20～ 0.80mを測る。断面は緩やかなU字状を

呈する。埋土は 1層黒褐色土、 2層茶褐色上である。遺物は 1層から弥生土器 (弥生時代後期後葉～終

末 )、 鋤先 (950)が出上している。弥生時代後期後葉の土器については既に報告済みである。

SD3内 出土遺物 (第 182・ 183・ 213図 )
弥生土器 甕 (623～640):全て「く」の字状に屈曲する国頸部を持つ。623～ 632、 635～ 637は屈曲部
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遺 構 と 遺 物

第181図 SD3測量図 (S=1:80)

から直線的に外傾 して立ち上がる口縁部をなす。633・ 6341よ屈曲部から外反して開く口縁部を持つ。

640は 口縁部中位に屈折部を持ち、外反する口縁部を有す。626・ 628・ 629・ 632の 口縁端部は僅かに肥

厚され、面をなす。634・ 637・ 638・ 640は 口縁端部が先細 りする。壷 (641～ 644):641～ 643は 「く」

の字状に屈曲する頸部から弱く外反して伸びる口縁部を持つ。641,642の端部は先細りして収められる。

644は二重回縁を呈する国縁部。屈折部は外面に突出し、鈍い稜をなす。高郭 (645～ 648):645は杯部

でイ底部から緩やかに内湾して立ち上がり、端部付近で外反する口縁部を持つ。646は杯部で外面に鋭

い屈曲部を持ち、大きく外反する口縁部をなす。647は脚柱部。杯底部と脚部の接合は柄法を採る。648

は杯底部から直線的に外傾 して立ち上がる口縁部を持つ。端部は先細 りする。鉢 (649):内 湾する胴

部に「く」の字状に屈曲する口頸部が接続する。小型九底壷 (650):逆 「ハ」の字状の口縁部を持つ。

時  期 :出土遺物から弥生時代後期後葉頃には溝としての機能が失われ、古墳時代前期前半頃まで

に埋没したものと考える。
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調 査 の 概 要

8

第182図  SD3出土遺物実測図(1)

S D30(第 184図 )調 査区の 2区西側に位置する。東西方向に方位をとる (主軸方位 N-102° 一E)。

検出長9.9m、 幅1.07m、 深さ0,16mを測る。断面は緩やかなU字状を呈する。埋土は暗灰色圭である。
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遺 構 と 遺 物

0                                           20cm

(S=1:4)

第183図  SD3出 土遺物実測図(2)

S D30内出土遣物 (第 185図 )

須恵器 盟 (651):扁球状を呈する体部からラッパ状に立ち上がる口縁部を持つ。円孔部分は欠損。

6世紀前半に位置づけられるものである。

時  期 :出土遺物から古墳時代後期前半以降と考える。

S D31(第 184図 ) 調査区の 2区西狽↓に位置する。東西～南北方向に方位をとる (主軸方位 N―

105° 一E～ N-12° 一E)。 検出長51.8m、 幅0.98m、 深さ0.19mを 測る。断面は緩やかなU字状を呈す

る。埋土は暗灰褐色上である。

S D31内出土遺物 (第 186図 )

土師器 甕 (652・ 653):652は 緩やかに屈曲する口頸部を持つ。端部は九 く収まる。653は復元完形品。

平底を呈する底部から緩やかに立ち上がる長胴の体部を持つ。口顎部は僅かに内湾した後、短く外反す

る。端部は九 く収まる。内外面共に指頭痕が顕著に看取できる。手捏 (655。 656):655の 体部は底部

から内湾して立ち上がる。側面坑形を呈す。先細 りする端部は短く直立する。656は側面小壼形を呈す。

口縁端部は欠損。

弥生土器 壼 (654):混入品。弥生時代後期に位置づけられる壼形土器の回縁部。外面に竹管文を看

取。

須恵器 甕 (657):口縁端部外面は帯状に肥厚される。頸部に格子叩き痕を看取。

時  期 :出土遺物から古墳時代後期後半以降と考える。
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調 査 |の 概 要

第185図I SD30出土遺物実測―図

第184国 sD30,31剤量図
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第186図 S,91出土遺物実測図
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第187図  SD91測量図

S D91(第 187図 )調 査区の 2a区西側、グリツドS8・ 9W6・ 7に位置する。平面形態は隅丸方

形を呈し、規模は長軸6.4m、 短軸6.2m、 検出全長20.2m、 幅1.26m、 深さ0.08mを 測る。断面形態は皿

状を呈する。理土は黒褐色上である。出土遺物は弥生土器、土師器が出土 した。

S D91内 出土遺物 (第 188図 )

弥生土器 甕 (658～ 665):658は外反する口縁部で端部は面をなし、外方へ短くつまみ出される。659

は口縁部外面が肥厚される。660の顎部には断面三角形の凸帯が貼り付けられる。661～665は底部であ

る。664は弱い上げ底を呈する。壺 (666～ 671):6661ま外反する顎部。屈曲部には断面三角形の凸帯が

貼り付けられる。667は複合口縁壷の複合口縁部で、回縁端部が外側に小さく突出する。668は外反して

大きく開く口縁部。端面には2条の沈線が巡る。669～671は底部。鉢 (672・ 673):共に小型品で、頸
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調 査 の 概 要

(1/                                                           667

673

0                                           20cm

(S=1:4)

第188図 SD91出 土遺物実測図

部内面に稜をなす。672は復元完形品。底部は平底で、内面の色調は黒色を呈す。673は緩やかに外反す

る口縁部を持つ。

土師器 高杯 (674):内湾して立ち上がる口縁部片で、端部は短く外反する。混入品と考える。

時  期 :出土遺物から弥生時代後期後葉と考える。

〔5〕 波板状凹凸遺構 (波板)

調査当時、道路に関連する構造施設の一部である「波板状凹凸遺構 (波板 )」 と認識せず、「性格不明

遺構 (SX)」 として扱った。以下、整理段階において波板状凹凸遺構と認定したものには [波板]及

び「波板状」を併記する (参照 :遺構一覧表 P171～ P173)。

S X71[波板](第 189図 ) 2a区 東側、グリッドS5Elに 位置する。平面形態は不整楕円形を呈し、

検出規模は長軸0.81m、 短軸0,33m、 深さ0.05mを浪1る 。断面形態は皿状を呈する。埋土は灰掲色土で

ある。出土遺物は須恵器が出土した。

出土遺物 (第 191図 )

須恵器 魃 (680):回顕部は欠損し体部のみの残存。 6世紀後半に位置づけられるものである。円孔は
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遺 構 と遺 物

体部中位に穿たれる。

S X74[波板](第 189図 )2a区 東側、グリッドS5Elに 位置する。平面形態は楕円形を呈し、検

出規模は長軸1.Om、 短軸0.30m、 深さ0.03mを測る。断面形態は皿状を呈する。埋土は灰褐色土である。

出土遺物は須恵器が出土した。

出土遣物 (第 191図 )

須恵器 甕 (675):口 縁部は短 く外傾 して開き、端部外面は断面四角形の帯状に肥厚される。 7世紀

前半に位置づけられるものである。

S X80[波板](第 189図) 2a区 東側、グリッドS6E

検出規模は長軸0.58m、 短軸0.32m、 深さ0.02mを 浪1る 。

ある。出土遺物は須恵器が出土した。

出土遺物 (第 191図 )

須恵器 魅 (681):口 頸部は欠損する。体部中位には波状文と円孔が施される。 6世紀前半に位置づ

けられるものである。

S X134[波板](第 189図 )2a区 中央、グリッドS5Wlに 位置する。平面形態は不整円形を呈し、

検出規模は長軸1.43m、 短軸1.38m、 深さ0.17mを 測る。断面形態は逆台形状を呈する。埋土は灰褐色

土である。出土遺物は土師器、須恵器 (7世紀前半に比定)が出土した。

出土遺物 (第 191図 )

須恵器 甕 (676・ 677):共に短 く外反して開く口縁部をなす。676の端部外面は断面四角形の帯状に

肥厚される。677の 回縁端部は玉縁状に収められる。甕蓋 (678):つ まみ部と天丼部のみの残存である。

つまみ (口径3.6cm、 つまみ高1.9cm)は環状で、直線的に上方へ伸びる。端部は丸く収まる。

土師器 手捏 (679):内 外面共に指頭痕を看取。体部は底部から内湾気味に立ち上がり、端部は先細

りする。

S X138[波板](第 189図 ) 2a区 中央、グリッドS5W2に 位置する。平面形態は不整楕円形を呈

し、検出規模は長軸1.04m、 短軸0.38m、 深さ0,17mを 測る。断面形態は舟底状を呈する。埋土は暗灰

茶褐色土である。出土遺物は土師器小片、須恵器が出土した。

出土遺物 (第 191図 )

須恵器 壷 (683):口 頸部は欠損する。体部中位の外面はカキロ調整、内面は同心円文の叩き痕が看

取される。 7世紀前半に比定する。

S X164[波板](第 189図 ) 2a区 中央、グリッドS5W2に 位置する。平面形態は不整楕円形を呈

し、検出規模は長軸1,45m、 短軸0.48m、 深さ0.15mを 測る。断面形態は舟底状を呈する。埋土は暗灰

茶褐色上である。出土遺物は須恵器が出上した。

出土遺物 (第 191図 )

須恵器 董 (682):口縁部は短く外反して開き、端部は玉縁状に収める。 7世紀前半に比定する。

2に位置する。平面形態は不整楕円形を呈し、

断面形態は皿状を呈する。埋土は灰褐色上で
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調 査 の 概 要

第189図  波板状凹凸遺構 測量図
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第190図 波板旗山凸遺構 測量図
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調 査 の 概 要

〒雨T寛〒雨
~7/―
・ l氏ミ

廻 79

0                                           20cm

(S=1:4)

鰺―珍一磯謎

第191図  波板状凹凸遺構 出土遺物実測図

上である。出土遺物は須恵器が出上した。

出土遺物 (第 191図 )

須恵器 高杯 (686):ラ ッパ状に開く脚柱部。 7世紀前半に位置づけられるものである。

S X195[波板](第 189・ 190図)2a区 西側、グリッドS3W5に 位置する。平面形態は楕円形を呈
し、検出規模は長軸 1.01m、 短軸0.38m、 深さ0,04mを 測る。断面形態は皿状を呈する。埋土は暗灰茶

褐色上である。出土遺物は須恵器が出土した。

出土遺物 (第 191図 )

須恵器 横瓶 (684):口縁部は僅かに外反し、端部は外方に肥厚される。 6世紀末～ 7世紀前半に比
定される。壺 (685):口縁部は短 く外反して開き、端部は玉縁状に収められる。頸部外面には箆記号

が認められる。 7世紀前半に位置づけられるものである。

S X202[波板](第 189図)2a区 西側、グリッドS6W9に 位置する。平面形態は不整楕円形を呈し、

|

0                   5cm

(S=1:2)

S X189[波板]

(第 189。 190図 ) 2a区 西

側、グリッドS4W4に 位置
する。平面形態は不整楕円形

を呈 し、検出規模は長軸0,76

m、 短軸0.46m、 深さ0.10m

を測る。断面形態は逆台形状

を呈する。埋土は暗灰茶褐色
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1.黒灰色土

SK661:―黒灰色土 (茶褐色渤 |

SK87:黒灰色土 (黄色混)

遺 構 と遺 物

第192国 SX533測最回
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調 査 の 概 要

検出規模は長軸2.25m、 短軸0.57m、 深さ0.19mを 測る。断面形態は逆台形状を呈する。埋土は暗灰褐

色土である。出土遺物は石製品が出土した。

出土遺物 (第 191図 )

石製品 円板 (688):形態は正円形を呈する。器体の周縁に偏 して 1孔 (未貫通孔)を伴う。色調は
暗青灰色を呈 し、石材はやや軟質の蛇紋岩系と思われる。

SX群 [波板](第 189図 )
出土遺物 (第 191図 )

土製品 紡錘車 (687):平面形は正円で、断面形は楕円形を呈す。穿孔は焼成前に施され、両側から
穿たれる。弥生時代後期以降に比定する。

時  期 :遺構の検出状況及び出土遺物から古墳時代終末～古代 と考える。

〔6〕 性格不明遺構 (SX)

S X533(第 192図 ) 2a区 中央、グリッドS2,3Wl・ 2に位置する。平面形態は不整楕円形を
呈し、検出規模は長軸13.60m、 短軸6.90m、 深さ0,45mを 測る。断面形態は舟底状を呈する。埋土は黒

灰色上である。遺物は土師器、須恵器、石製品が出土した。

S X533内 出土遺物 (第 193・ 194・ 195図 )

土師器 妻 (689～ 692):全て「く」の字状に屈曲する国頸部を持ち、内湾する回縁部。6901よ 口縁部
中位に緩やかに折れ、短 く直立する。691は口縁部中位が肥厚され、端部は丸細 く収める。高杯 (698～

697):693～ 695はネ底部から内湾して立ち上がる口縁部を持ち、端部付近で短 く外反する杯部。696・

697は脚柱部。696は円筒状の柱部から外傾 して開く裾部へ続く。

須恵器 イ蓋 (698～ 724):698は 有蓋高杯の杯蓋つまみ部。699～ 702は天丼部と口縁部の境に突出す
る稜を有する。703～ 710は天丼部と口縁部の境が凹線状に稜をなす。711～ 724は天丼部と口縁部間の稜

が不明瞭、或いは稜を持たない。713,723の 口縁端部には「ノ」字状の箆描き文が施される。杯身

(725～ 742):6世紀後半～ 7世紀前半に位置づけられるものである。甕 (雅3～馳9):743～
“

8の口縁

部は短く外反して開き、端部は玉縁状に収められる。745のタト面端部下はカキロ調整が施される。748の

回縁端部は上方に肥厚される。端部下には断面三角形状の突線が巡る。749は大型甕の口縁部。緩やか

に外反し、端部は上下方に拡張される。端面に 1条、回縁部に 2条突線が巡る。重 (750～ 753):750
は広口壼の回縁部。端部は上下方に拡張され、中央は突出し稜をなす。 4段のカキロ調整後、 2段の波
状文が施される。751は長頚壺で体部中位に最大径を持つ。上半部には 2条の凹線間に縦列刺突文が施
される。752は 四耳壺の回頸部。外反気味に立ち上がる国縁部外面はカキロ調整が施される。753は体部

が球形を呈する中型の壼。九底の底部から内湾して立ち上がる体部外面には格子叩き痕が顕著に看取さ
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遺 構 と 遺 物
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第193図  SX533出 土遺物実測図(1)
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調 査 の 概 要
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遺 構 と 遺 物

o                    10cm

|

(S=1:4)

◎

占
７６

第195図  SX533出土遺物実測図(3)

と考える。脚柱部と裾部は 1条の突線により区分される。裾端部は平坦な面をなす。提瓶 (760):5

世紀後半に位置づけられるものである。特殊壷 (761):口縁部、外部の小片。特殊扁重と考える。

石・ガラス製品 石斧 (762):柱状片刃石斧。刃部には使用痕が認められる。有孔円板 (763):形態

は隅九正方形を呈する。器体の中軸を3分割するように2孔を伴う。色調は濃緑色を呈し、石材はやや

硬質の結晶片岩系と思われる。臼玉 (764・ 765):共に緑色片岩製。764は側面断面が直線で、円筒形

を呈する。上下端面に研磨痕は認められない。765は側面中央部が膨らみ、弱い稜をなす。上下端面に

研磨痕を看取。ガラス小玉 (766):完存品。色調は明青色を呈する。上下・側面共に丁寧な研磨が施

される。

時  期 :出土遺物には大きな時期差が認められる。遺物・遺構は概ね古墳時代中期前半から古代に

かけて廃棄・埋没したものと考える。なお、甕 (748)と 同一個体と考えられる破片が北西120mに位置

するS B56内 から出土している。

|

―

T//剪 〆//冴

れる。口顎部は体部か ら

「く」字状に屈曲し、外傾

する。口縁中位には断面三

角形状の突帯が巡 り、突帯

部を起点に僅かに曲がる。

端部 は九 く収 まる。 坑

(754・ 755):共に脚付坑。

754は坑部の端を欠損する。

内湾気味に開いた裾端部内

面は不明瞭な段をなす。脚

都中位には 1条の突帯が巡

る。755の婉部中位には凹

線が巡る。 脚吾Ьイまラッパ】犬

に開く。高杯 (756・ 757):

756の郭部は水平に伸びる

郭底部から直立する口縁部

を持つ。口縁部中位には 2

条の突線が巡る。757は大

型品。脚台 (758,759):

758は高杯の脚部。外面に

はカキロ調整が施される。

759は壷、或いは坑の脚台
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調 査 の 概 要

H:3100m

1黒灰色土
0                         4m

(S=1:80)

第196図 SX534測量図

S X534(第 196図 ) 2a区 東側、グリッドSllE 6・ 7に位置する。平面形態は決楕円形を呈し、検
出規模は長軸11.70m、 短軸7.70m、 深さ0.25mを測る。断面形態は舟底状を呈する。埋土は黒灰色上で

ある。出土遺物は土師器、須恵器、石製品が出上した。
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遺 構 と 遺 物

S X534内 出土遺物 (第 197・ 198図 )

土師器 甕 (767・ 768):共 に「く」の字状に屈曲する口頸部を持つ。甑 (769):斜 め上方に伸びる把

手。高杯 (770):脚柱部。直線的に外傾して下る柱部。杯 (771・ 772):共 に水平に伸びる底部から内

湾して立ち上がる口縁部を持つ。771は底部に回転糸切 り後の板状圧痕を看取。手捏 (773):完存品。

内外面共に指頭痕を看取。体部は底部から内湾して立ち上がり、端部は先細りする。

須恵器 杯蓋 (774～ 776):774・ 775は天丼部と口縁部の境に突出する稜をなす。口縁端部内面には段

を有す。 6世紀前半に比定される。776は 6世紀後半に比定される。杯身 (777～ 781):778は 5世紀前

半に比定されるもので、底面に箆記号を看取。780,7811よ共に 6世紀後半に比定される。杯 (782・

783):782の底部には回転箆切 り後の箆記号を看取。783は焼成が非常にあまく、内外面には回転成形

痕が顕著に残る。高杯 (784):外面カキロ調整が施される脚部。 5世紀末。甕 (785～ 792):全て外反

する口縁部を持つ。785の 口縁端部は上下に拡張され、直下に断面三角形の突帯が巡る。786の 回縁端部

は短く内湾し、九く収められる。直下には2条の突帯が巡る。788,790の 口縁端部は上方に拡張される。

791の 口縁端部は斜め下方に肥厚され、端部は面をなす。788・ 789の口縁部外面はカキロ調整が施され

る。792の 口縁部外面には端部直下に 1条、中位に2条の凹線が巡る。 2条凹線の上下には波状文が施

される。重 (793):短 く外反する口頸部を持ち、外面はカキロ調整が施される。口縁端部は先細 りし、

直下には突線が巡る。盟 (794):円 孔は未確認。 7世紀前半に比定される。器台 (795):装飾付器台

の基部。基部直下には上から棒状工具による刻み日、波状文、凹線文の後、スタンプ状の円形文が施さ

れる。

土製品 土錘 (796):管状土錘。両端部は欠損する。

石製品 紡錘車 (797):側 面断面が台形状を呈する。臼玉 (798):側 面中央部が膨らみ、弱い稜をな

す。緑色片岩製。砥石 (799):石夫粗面岩製の据置仕上げ用。 4面を使用している。

時  期 :出土遺物には大きな時期差が認められる。遺物・遺構は411ね古墳時代中期前半から古代に

かけて廃棄・埋没したものと考える。
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調 査 の 概 要

(S=1:4)

第197図

当 圧夏玉 早 ギ 詭 〃

SX534出土遺物実測図(1)
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口
耳
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(S=1:2)

第198図 SX534出土遺物実測図(2)
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調 査 の 概 要

①

2黒灰色土 (黄色微粒混 )
3黄褐色土

第199図 SX535測量図

|

(S=1:60)

第200図  SX535出土遺物実測図

S X535(第199図 ) 2a区 中央南側、グリッドSllE lに位置する。平面形態は不整楕円形を呈し、
検出規模は長軸3.83m、 短軸3.17m、 深さ0.21mを 測る。断面形態は逆台形状を呈する。埋土は黒灰褐

色上である。出土遺物は土師器、須恵器が出土した。

S X535内 出土遺物 (第200図 )

土師器 甕 (800,801):共 に「く」の字状に屈曲する口頸部を持ち、端部は九 く収められる。高杯
(802～ 804):802は郭部で内湾する郭底部から外反して立ち上がる口縁部をなす。803・ 804は脚柱部。

須恵器 坑 (805):把手付婉の体部。 2条の突線により口縁部、体部、底部に区分される。突線間に
は波状文が施される。 5世紀後半に比定する。

時  期 :出土遺物から古墳時代中期前半以降と考える。

H:3100m

1黒灰褐色土
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○

遺 構 と 遺 物

I黒褐色ンル ト

0

(S=1:40)

第201図  SEl測量図

第202図  SEl 出土遺物実測図

H:3100m

1灰褐色土 (ま だら)
2灰褐色土 (ツ ブ混 )
3暗灰褐色土 (ツ ブ混)
4暗灰褐色土
5灰黄褐色土 (レ キ混 )
6暗掲色土
7暗掲色土 (レ キ混 )
8茶褐色土 (地山)
9黒灰色ンル ト(粗粒混 )

(S=1:60)

〔7〕 井戸 (SE)

SEl(第 201図)2a区 東側、グリ
ッドSllE 4に位置する。平面形態は

楕円形を呈し、検出規模は長軸0.90m、

短軸0.68m、 深さ0.85mを測る。断面

形態は逆台形状を呈する。埋土は黒褐

色シル トである。出土遺物は土師器、

須恵器が出土した。

SEl内 出土遺物 (第202図 )
土師器 甕 (806):体部から緩やかに

外反する口頸部をなす。外面には煤が

付着する。

須恵器 高杯 (807):口縁端部、脚裾

部共に欠損する。焼成はあまく、灰白

色を呈する。杯身 (808):6世紀後半

に位置づけられるものである。

時 期 :出土遺物から古墳時代後期

後半以降に廃棄・埋没したと考える。

SE2(第 203図 ) 2a区 中央北側、
グリッドS2W5に 位置する。平面形

態は円形を呈し、検出規模は長軸2.18

m、 短軸2.00m、 深さ3.60mを 測る。

断面形態は逆台形状を呈する。埋土は

○

第203図  SE2測量図
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調 査 の 概 要

鞠

＼

一

819

(S=1:4)

第204図 SE2出土遺物実測図

灰褐色上である。出土遺物は土師器、須恵器、瓦器が出土した。

SE2内 出土遣物 (第204図 )
須恵器 甕 (809):12世 紀後半に比定される亀山焼甕の口頸部である。顎部外面下に格子叩き痕、内

外面共に横撫で調整を看取。捏鉢 (810):12世 紀前半に比定される東播系の捏鉢。擬高台を呈する底

部から直線的に伸びる体部をなす。端面は横撫でにより僅かに凹む。

陶磁器 白磁碗 (812):白磁碗Ⅳ類。12世紀後半に比定する。

瓦 器 皿 (813):口 縁部は横撫でされる。底部外面に指頭痕、口縁内面には幅狭の圏線状暗文を看

取。婉 (814～ 818):底部には全て断面三角形状の輪高台が付 く。口縁端部は九く収めるもの (814～

816)と 先細 りするもの (817・ 818)がある。平行線状の暗文が多くみられる。13世紀初頭に比定。

土師器 土鍋 (811):口 縁部は上方から指圧により折 り曲げられる為、短く内湾する。端部は丸 く仕
上げられる。外面に煤付着。皿 (819):底部に回転糸切 り後の板状圧痕を看取。杯 (820～ 824):全て

回転台土師器杯で、切り離し技法は回転糸切 りによる。823の底部は円盤高台状の突出した平底をなす。

時  期 :出土遺物から中世前期後半以降に廃棄・埋没したと考える。
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遺 構 と 遺 物

1                   829

-し 勿

①
|

⊂D831

(S=1:1)

第205図  SP(1区 )出土遺物実測図

〔8〕 柱穴 (SP)

1区出土遺物 (第205図 )

S P 1452 土師器 甕 (825):頸部は強く屈曲する。口縁部は肥厚され、端部はつまみ出しにより上

方に伸びる。内外面共、粗いハケロ調整が施される。 7世紀前半に比定する。

S P 1563 弥生土器 甕 (826):外面胴部下半にはミガキ調整が施される。底部はくびれて上げ底を

呈する。弥生時代後期前半に比定する。

S P 1534 弥生土器 壺 (827):外反する口頸部。頚部には指頭押圧文の凸帯 1条が巡る。弥生時代

中期前半に比定する。

S P 895 土師器 壷 (828):小型の粗製重で体部のみ完存。古墳時代前期に比定する。

s P loo9 土製品 紡錘車 (829):平 面形は正円で、断面形は長方形を呈す。弥生時代後期以降に比定

する。

S P 436 土製品 土製丸玉 (830):縦断面は円形を呈する。
S P 324 石製品 臼玉 (831):上端面は研磨仕上げ。下端面は一部欠損。緑色片岩製。

S P 1228 石製品 石包丁 (832):約 3/4の残存。自然面を多 く残す。

⑫
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調 査 の 概 要

学 44

45 C~846 ~347 ~~848

導 9×

0           5cm

(S=1:2)

第206図  SP(2区 )出土遺物実測図

立ち上がる体部から短く外反する口頸部を持つ。

S P 6402 土師器 壺 (835):体部のみの残存。外面は粗いハケロ調整が施される。
S P 6681 土師器 魃 (886):外傾して伸びる日縁部を持つ。球形を呈する体部には焼成前穿孔が施さ
れる。

S P 4264 土師器 皿 (887):復元完形品。底部の切 り離し技法は摩滅の為、不明瞭。
S P 6188 土師器 杯 (838):完存品。底部外面に回転糸切 り痕を看取。
S P 6250 土師器 郭 (839):底部は回転箆切 りで、切り離し後軽い撫で調整が施される。
S P 4103 土師器 杯 (840):底部切 り離しは回転糸切りによる。焼成は良好である。
S P 6931 土師器 杯 (841):底部外面に回転糸切 り後の板状圧痕を看取。
S P 6218 土師器 杯 (842):外面に手持ちの箆削り調整痕。底部内面には 3本列びの指頭圧痕、外面
には板状圧痕を看取。

2a・ 2b区出土遺物 (第 206図 )
S P 4209 土師質土製品 置き竃 (833):
焚回の左側周辺部である。廂裏側に

は指頭圧痕が顕著に残る。内面には

煤付着。

S P 2486 土師器 鉢 (834):内湾して

◎
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第207図  SP(3区・ 5区 )出土遺物実測図

S P4059 陶磁器 皿 (843):近世の国産陶磁器。
S P 4709 土師器 皿 (844):底部に回転糸切 り痕。内面は赤黒 く変色し、煤付着。
S P 4703 土師器 皿 (845):底部に回転糸切 り痕看取。
S P 4888 土師器 皿 (846～ 848):一括資料。846・ 848は底部外面に回転糸切り後の板状圧痕、内面に

親指大の指頭痕を看取。

S P 4461 瓦 器 皿 (849):口縁部は横撫でされ、底部内外面に指頭痕が残る。

S P4115 土師器 坑 (850):体部外面に成形時の横撫で痕を残す。底部には断面三角形の高台が貼り

付けられる。

S P 4794 土師器 婉 (851):底部箆切 りによる回転台成形土師器。

S P4889 瓦 器 坑 (852):体部内面には幅狭の圏線状暗文が施される。
S P 6973 土師器 郭 (853):中空の円柱状を呈する底部を持つ。国縁部の一部を欠損。

S P 4718 須恵器 鉢 (854):東播系の捏鉢。中世前期に比定する。

S P 4419 須恵器 盟 (855):体部のみの残存。 6世紀後半。
S P 3501 石製品 石包丁 (856):弧背直刃型。結晶片岩製で 1/2の残存。

3a・ 3b区出土遺物 (第207図 )
S P 5052 弥生土器 壷 (857):外傾する頸部にタト反する口縁部を持つ。後期末葉に比定する。

S P 5161 土師器 土鍋 (858):体部は外傾して立ち上がる。口縁部は肥厚され、内側のみ強い横撫で

により内湾する。体部内面は煤付着。

S P 5128 土師器 高杯 (859):脚柱部。柱部内側に箆削 り痕を看取。

5区出土遺物 (第207図 )

S P 7119 土師器 杯 (860・ 861):共 に完存品。底部箆切りによる回転台成形土師器。
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て悠くLと

0                                        20cm

(S=1:4)

第208図  各区グリッド・表採出土遺物実測図

〔9〕 各区グリッド・表採 (第 208図 )

1区 土師器 甕 (862):口 縁部は内湾気味に立ち上がり、中位外面と端部内面に段を有する。
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壺 (863):体部は球形を呈する小型丸底壺。杯 (864・ 865)i864は底部から内湾して立ち上が

る口縁部を持つ。865は底部に回転糸切り痕を看取。支脚 (866):側 断面台形状を呈す。上端面

は凹み、底部は平坦になる。

須恵器 壺 (867):内湾して立ち上がる口頸部。頸部中間に 1条の突帯を巡らす。指鉢 (868):

厚い円盤状の底部。端面には箆状工具による刺突文が施される。

2区 土師器 鉢 (869):手捏成形による。端部は僅かに外反し、先細 りする。土鍋 (870):内 湾気

味に立ち上がる体部から短く外傾する口縁部を持つ。

瓦 器 坑 (871):底部には断面三角形の高台が貼 り付けられる。体部内面には幅狭の圏線状

暗文を看取。

陶磁器 坑 (872):白磁碗Ⅳ類。

須恵器 甕 (873):短 く外反する口頸部を持つ。口縁端部外面は帯状の突帯により肥厚される。

口縁部外面中位には縦方向のハケロ調整、頸部外面にはカキロ調整、格子叩き痕が看取される。

高杯 (874):杯部のみ完存。重 (875～ 877):875は 短顎壷。876は小壼の口縁部で中位に断面三

角形の突帯 1条が巡る。突帯の上下には波状文が施される。877は脚付壷の脚端部。鉢 (878):

色調は灰白色を呈する。口縁端部は僅かに外反する。

3区 須恵器 杯蓋 (879):天 丼部は平坦で口縁部との境に断面三角形状の鋭い稜を有する。高杯

(880)i復元完形品。 5世紀中頃に比定する。

4区 須恵器 横瓶 (881):「 く」の字状を呈する口顎部を持つ。口縁部は厚く仕上げられ、端部は

外方へ僅かにつまみ出される。

〔10〕 玉類・石製品。鉄製品 (第209～ 214図 )

本書に測量図を掲載していない遺構内出土品及び表採品の中から玉類・石製品に限つて記載する。

た、鉄製品に関しては、測量図掲載遺構・未掲載遺構・表採を一括して記載する。

玉 類 (第209図) 鉄砲玉 (882):鉛 製。形状は球体を呈し、円形の打撃痕が看取される。ガラス小

玉 (883～ 885):全て完存品で濃青色を呈する。883・ 884は共に S B 203内出土晶。

石製品 (第209,210図 ) 臼玉 (886～ 891):全て表採品。管玉 (892):表採品。碧玉製で深緑色を呈

する。紡錘車 (893・ 894):893は S B 136内 出土。894は出土地不明。円板 (895～ 897):895は 2区表

採で穿孔を伴わない。896は出土地不明で完存品。平面は正円形を呈し、器体の中軸両恨1縁に偏して 2

孔を伴う。897は 1区表採で完存品。平面は楕円形を呈し、器体中央に 1孔が穿たれる。勾玉 (898,

899):898は表採品。結晶片岩製で先端部分を欠損する。899は 2区出土品で平面は「 (」 形を呈する。

石材は緑色系の硬質結晶片岩。石包丁 (900):円 礫から最」離した黒J片を素材としており、片面には打

裂調整痕が認められる。両端には不揃いの決 りが打裂により作出される。矢柄研磨器 (901):赤色珪
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質岩製。石鏃 (902～ 905):902は S B64内 出土。9031よ S K96内 出土。904は S B27内 出土。905は 2区

表採。 5区土器溜り出土品 (906～ 915):906～ 910は緑色片岩製の石包丁。906・ 907は磨製で長方形を

呈し、表裏に自然面が一部残る。909は直背弧刃形を呈し、両面に丁寧な磨きが施される。 5区出土石

包丁 (911～ 913):全て、打裂により紐掛け用の狭 りが施される。 5区出土伐採斧 (914):1/4の 残存。

緑色片岩製。915は 石英粗面岩製の仕上げ用砥石。 4面の使用痕を看取。 5区出土不明品 (916):平面

形態は鎌の先端部を思わせる。石材が石英粗面岩であることより、手持ち砥石の可能性が考えられる。

クルデ1【覧二雰孝≡升烏
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第211図  鉄器類 (SB内出土)実測図(1)

鉄製品 ①竪穴式住居址 (SB)内 出土品 (第 211図 )
S B96(917・ 918):917は 柳葉形鉄鏃。鏃身部の断面は平造により扁平板状を、茎部で長方形を呈す。

918は摘鎌或いは手鎌と呼称される穂摘具の完存品。両端は短く180度折り曲げられ、握木を挿入す

るためのソケット部が造作される。

S B53(919):圭頭形鉄鏃。鏃身関を持たないタイプで残存長8.4cm、 刃部幅2.3cmを 測る。茎部先端は

欠損する。鏃身部断面は平造により扁平板状をなし、茎部断面形態は長方形である。

S Bll(920):柳葉形鉄鏃。刃部は幅2.8cmを測る。茎部端は欠損。鏃身部は鏑造で断面長菱形、茎部
は断面長方形を呈す。

S B201(921):S BttS K 9出 上の短茎鉄鏃。茎部端と逆刺部先端を欠損する。鏃身部は鏑造となり、

断面形態は菱形を呈す。

S B 126(922～ 925):922・ 923,925は 長顕鏃。9221よ茎部。9231ま頸部。925は≧部の一部を欠くもの
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第212図  鉄器類 (SK内出土)実測図(2)

のほぼ完形で、鏃身部は張り出しの弱い柳葉形を呈する。顎部形は直線状で、関部は斜関となる。

頸部の断面は長方形である。924は槍先状鉄器で刃部は柳葉形を呈する。

S B65(926):鋳造の有袋鉄斧。着柄部に近い胴部片で、断面は台形を呈する。表面には錆化 |こ よる

亀甲状のひび害Jれが多く看取される。

S B98(927):菫 。握部、先端部共に断面長方形を呈する平藝。

SB3(928。 929):928は SB3内 S K206出 上の刀子で完存品。刃部と着柄部との境で曲折 し、柄巻

き金具が残存する。929は鍛冶素材となる鉄挺である。平面形態は四隅が欠損する長方形を呈する。

S B72(930):刀子で柄尻を短く欠損するが遺存は良好である。刃部断面は楔形、≧部断面は長方形

を呈す。刃部と茎部の境は刃側に段をなす。

SB6(931):鉄片。

S B lll(932):鉄片。
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第213図 鉄器類 (SD oSP・ SX内出土)実測図(3)

S B69(983):棒 状鉄片。錆化が著 しい。

S B93(934):鉄 片。

②土坑 (SK)内出土品 (第212図 )
S K61(985):無 茎鉄鏃のほぼ完存品。平面形は正三角形を呈し、鏃身関部は二重逆刺形状をなす。鏃

身中央には矢柄緊縛用と考えられる透しが 2孔穿たれている。

S

S

S

K71(986):造込みが平造の小刀。茎尻が幅狭になる茎は生ぶ茎で、中央に 1孔の目釘孔が穿たれる。

K10(937):小 刀。造込みは平造。茎尻は欠損する。茎に 1孔の目釘孔を確認。

K80(938):造 込みが平造の小刀で鞘と考えられる木質が付着する。茎は生ぶ≧と思われる。茎尻は

丸 く収められる。≧に 1了しの目釘孔を確認。

S K182(939～948):939～ 946は釘。947・ 948は部材を繋ぎ合わせる接合金具の可能性が高い。

S Kl10(949):釘 。

③溝 (SD)・ 柱穴 (SP)。 性格不明遺構 (SX)内出土品 (第213図 )
SD3(950):鋤 先。基部9.Ocm、 刃先部幅7.8cm、 全長6.8cm、 厚さ 7111mを 測る。鋤柄を挿入するための
ソケット部は基部の両端からほぼ左右対称に折 り曲げられる。表面錆化が著しいものの遺存状態は

良好である。鍛造品。

S P 2761(951):柳葉形鉄鏃。断面は鏃身部で薄い凸レンズ状を、茎部で長方形を呈す。

S P 2762(952):鉄鏃の茎部。

S P 1863(953):背部中位から緩やかに湾曲する曲刃鎌。着柄部端は背側から見て右側に折 り曲げられ

る。

S X 120(954):直 刃鎌。先端部は欠損する。着柄部端は背側から見て右側に折 り曲げられる。

S P l177(955):棒状製品。

S X533(956・ 957):956は 棒状鉄片。957は釘。

④各区出土・地点不明品
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第214図 鉄器類 (各区出土)実測図(4)

珍

９７５

曲刃鎌 (958):5区 土器溜り上面出土。背部先端部から緩やかに湾曲する大型曲刃鎌。着柄部は欠損す

る。

鉄鏃 (959,960):959は 2区出土。960は出土地不明。

鉄片 (961～ 963):961は 1区出土。962・ 963は 2区出土。962の形態は三角形を呈する。

刀子 (964):2区 出土。刃部先端、茎部は欠損。刃部中央付近は、研ぎ減りによりやや細 くなる。

釘 (965～ 970):965～ 967は 1区出土。968は 2区出土。969,970は 3区出土。

石突 (971):2区 出土。全長4.8cm、 最大径2.4cmを測り、断面は円形を呈する。錆化及び欠損により、袋

部の合わせ日、目釘痕跡は認められない。

不明品 (972):2区 出土。

出土地点不明品 (973～ 975):973は 釘か。9馳 。975は椀形鉄津。

耳環 (976):2区 出土。外径2.Ocm、 内径1.05cmを 測る。内側の一部に金色の光沢が残存するものの腐蝕

が著しく表面の大部分は緑青色である。
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【参考資料】

本調査地に近接する筋違B遺跡S B03内 から鋳造鉄斧 1点が出土している。S B65内 からも1点出土

(926)し ていることより参考資料として掲載する。

筋違 B遺跡 国道11号線バイパスエ事に伴い、建設省四国地方建設局の委託を受けて、松山市教育委員
会が、1974(昭和49)年 1月 から同年 8月 31日 までに実施した発掘調査である。遣跡名と調査区は、地

域名と工事計画の中心杭を考慮し設定された。中心杭No19～ 38を福音寺遺跡とし、その内No33～ 38を筋

違地区とした。さらに筋違地区はA区 (No37～ 38)・ B区 (No33～ 36)に細分して調査が進められた。

その後、周辺地域内で発掘調査件数が増加し、遺跡名称を再考することとなった。よって福音寺遺跡筋

違A地区は、筋違A遺跡に、同じくB地区は筋違 B遺跡に名称変更を行った。

遺構は竪穴式住居址、掘立柱建物址、周溝状遺構 (SD2～ 4 時期 :5世紀 )、 土坑墓等が検出さ
れている。遺物は弥生土器、土師器、陶磁器、鉄製品、石製品等が出上している。

S B03(第215図)調 査区南側中央部、南壁際に位置する。平面形態は方形を呈し、規模は一辺4.Om、

深さ約10cm、 床面積16.00ぜ を測る。出土遺物は土器細片 (時期不明)、 鉄製品が出土した。なお当時の

調査工程上、遺構認定にやや困難な状況があったことを記しておく。

※ 1 第215図は報告書 (参考文献)か ら転写 。再 トレース掲載。

S B03内 出土遺物 (第216図 )

鉄製品 鉄斧 (977):鋳造の有袋鉄斧。着柄部に近い胴部片で、断面は台形を呈する。

時  期 :出土遺物から古墳時代中期後半以降と考える。

4.小  結
本調査は、小学校建設工事に先立ち、予定地内に残された先人の軌跡 (特に弥生時代～中世)の把

握・解明と既に調査されている周辺遺跡との比較・検討を主目的に実施された緊急発掘調査である。そ

の結果、竪穴式住居址 (SB)131棟、掘立
1経

達暢雛 (掘立)114棟、溝状遺構 (溝を含む、SD)75条、

井戸 (SE)2基 、土坑 (SK)236基 、波板状凹凸遺構 (波板)183基、性格不明遺構 (SX)25基、
壺棺墓 5基、塚 3基、柱穴 (SP)11,000基など弥生時代～近現代における遺構・遺物を検出・確認す

ることができた。以下、古墳時代以降の遺構 。遺物について時代時期別にまとめを行う。なお、掘立柱

建物は出土遺物が少ないことから時期決定が難しい。しかし、今回は遺構の切り合い状況、埋土等から

可能性のある時期を積極的に導き出した。他の遺構についても同様である。

古墳時代前期

前期後半～中期前葉に比定される竪穴式住居址は 4棟を検出した。平面形態は方形を呈す S B125

(第 7図 )と 隅丸方形を呈す S B 126(第 9図 )・ S B 162(図 未掲載)。 S B 163(第 11図 )がある。 S

B162以外は全て 4本の主柱穴を持つ。 S B 125の北壁際中央部には焼土塊が検出されており、位置的に

竃の痕跡である可能性も考えている。 S B 126内 からは散在的に鉄製品が 4点 (922～ 925)出上してい

る。長顎鏃 3点 (内 1本は、ほぼ完存品)、 槍先状鉄器 1点 といずれも武器類である事が注目される。
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S K226は壺 (2点 )、 甕 (1点 )を連結させる土器棺墓である。主棺とみられる壺 (618)イ よ山陰系

の複合口縁壺である。広口壷 (619)イ よ副棺と思われ、口縁部・底部はやや厚 く仕上げられる。蓋とし

て利用された甕 (620)は 胴部中位で主棺の回縁部に納まる。なお、本調査地周辺において当概期の資

料、特に葬送関連遺構・遺物の検出例は少ない。

古墳時代中期

竪穴式住居l■は中期前半 (中期以降を含む)に比定される住居址36棟、中期後半 (中葉・後葉を含む)

に比定される住居l■30棟の計66棟を検出した。

SB7(第 13図 )の平面形態は方形を呈し、西壁及び南壁に平行する溝を持つ。建て替え或いは構築

材によるベッド状施設の可能性を考える。中央部で検出された焼土は地床炉の痕跡であろう。また、床

面にて確認された小穴 (主柱穴を除く)の一部には規則性があり、構造上の補助柱穴と思われる。遺物

は土師器、石包丁、勾玉、棒状石製品、朱付着磨石が出土している。棒状石製品は両端を欠損するが形

状から石杵と思われる。磨石には数力所の敲打痕が認められる。遺存状態から石杵と磨石は、後世によ

る叩き石に転用された可能性もある。

S B62(第 32図 )は内部に柱穴を持たない小竪穴建物址である。平面形態は歪な方形を呈し、 4箇所

の亀痕跡を残す。出土遺物に甑・坑が多いことと狭小な床面積 (11.81♂)か ら居住用ではなく、「炊事

専用」建物址の可能性を考える。

S B13(第 65図 )は 1区北側中央に位置する。検出された構造・規模 (床面積1208♂ )等からSB

62と 同様の性格を有するものと思われる。竃は南東隅に 1基配置される。名の位置を考慮するように建

物の南壁体が一部突出する。

S B102(第 47図 )の平面形態は歪な方形を呈する。著しい削平により検出状況は良好ではないが、

床面直上から非陶邑系須恵器の重と朱付着石杵が出上している。非陶邑系須恵器の壺は形態・施文等か

ら市場南組窯 (愛媛県伊予市所在)系須恵器と思われる (三吉 2002)。 また、石杵は側断面の形態から

所謂「L字状石杵」と呼称されるものである。緩くカーブを描 く磨面に水銀朱が残存する。

S B95(第 48図 )。 S B73(第 85図 )は検出時の平面形態が不整で、主柱穴、壁体溝等の屋内施設は

ない。よって住居址としては認定が難しいが、共に完形の手捏土器が出土していることから何らかの祭

事的行為に纏わる小建物址の可能性がある。

SB3(第 59図 )の平面形態はやや歪な方形を呈する。中央部で検出された焼土は地床炉の痕跡と考

える。東壁体の中央部には平面長方形の土坑 (S K206)が配置される。 S K206内からは刀子 (928)

が出上している。また住居内から鉄錠 (929)が 出ている。以上のことから工人が居住していた可能性

が考えられる。なお、鍛冶工房に関連する資料 (鉄片、鉄淳等)は確認されていない。

S B 137(第 55図 )は 2a区西壁際に位置し、平面プラン半分の検出であつた。北側壁体中央にある

竃痕下で確認された S K164は、埋土及び不整なプランから宅の前庭部に、また電痕の北側に位置する

小ピットは煙道の痕跡の可能性がある。

S B85(第 87図 )は検出された主柱穴から2回の改築 (補 4笏)が行われている。四角形的な張り出し

部は、改築時の拡張による可能性がある。

掘立柱建物址は中期前半 (中期以降を含む)の可能性がある 4棟、中期後半 (中葉・後葉を含む)の

可能性がある8棟の計12棟を検出した。
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調 査 の 概 要

古墳時代後期

竪穴式住居址は後期前半に比定される住居l■ 12棟、後期後半 (古墳以降を含む)に比定される住居址

28棟の計40棟 を検出した。

S B 121(第 117図 )は遺存状態が良好ではないが、床面積52∬ を超える大型竪穴式住居である。平面

形態は隅丸長方形を呈するものと思われる。出土遺物には、土師器、須恵器、石製品 (子持勾玉、勾玉

各 1点)がある。県内 6例 目の出土となる子持勾玉は完存品で、動物を連想させる目・口が穿孔やV字

状の切 り込みによって表現される。

掘立柱建物址は後期前半の可能性がある 6棟、後期後半 (古墳以降を含む)の可能性がある48棟の計

54オ東を検出した。

S X533(第 192図 )の平面形態は不整で、柱穴・壁体溝等の屋内施設はない。遺物の検出状況から古

墳時代中期前半～古代にかけて使用された生活物を廃棄するための施設ではないかと考える。注目され

る出土遺物には、非陶邑系須恵器の壺 (753)、 特殊扁壼 (761)が ある。この特殊扁重と同一個体と考

えられる破片が東方40mに位置する S B68か ら出土している。また、同一個体 (748)と 考えられる須

恵器片が北西120mに位置するS B56か ら出土していることから利用エリアは広範囲に拡がるものと思

われる。なお、 S X 534(第 196図)も 遺構・遺物の検出状況等からS X 533と 同様の施設であつた可能

性が高い。

SEl(第 201図 )の掘方平面形は楕円形を、断面形は逆台形状を呈する。掘削坑の壁を保護する設
備等が確認されていないことから素掘 りの井戸と考える。なお井戸底で須恵器大奏の体部片 (図化せず )

が検出されている。この須恵器片が取水・浄化の役割を果たす「水溜Jに代用されたことが考えられる。

S P 4419出 土の甦 (855)は、柱痕内で口縁部側を下向きに伏せた状態で出土 した。体部のみ完形品

で口縁部は頸部で切除されている。口縁打欠きⅣ類 (浅岡 2002)に該当するものである。 (註 3)

古  代

掘立柱建物址は古代以降の可能性がある23棟 を検出した。

波板状凹凸遺構 (第 189,190図 )は 、調査区の 1区、2a,2b区 にて部分的に183基が確認された。
凹凸部は一定の方向性を持って連続的に掘 り込められることにより形成され、重複関係も多い。平面形

態は不整楕円形を呈するものが大部分を占める。断面形状は皿状、舟底状、逆台形状など様々である。

覆土は灰褐色土、暗灰茶褐色土などの単層で硬くしまっており、バラス状の小石や土器片が人為的に埋

め込まれているケースも多く見られた。なお残存的ながら、波板状凹凸遺構の片側及び両側に沿う小溝

が検出された。

中  世

掘立柱建物址は中世以降の可能性がある25棟 を検出した。

S K73(第 163図 )。 S KHO(第 165図 )・ S K133(第 167図 )は、遺構プラン及び出土遺物から土抗

墓と考えられる。人骨・歯等は検出されていない。

S K10。 71・ 80(図未掲載)か らは各一振の小刀 (937・ 936。 938)が出土 している。 S K71・ 80の

平面形態は隅九長方形を呈し、断面形は浅い皿状になる。上部からは拳大の川原石が多数配置されてい

ることから中世の集石墓と考える。なお、人骨は確認されていない。

SE2は 出土遺物から中世前期に機能していたものと考えられる。地上の保護柵にあたる「井桁」、
井戸本体である「井側J、 井側の底に設置して取水・浄化の役割を果たす「水溜J等の施設は全て確認

されていない。また周囲の上壌は、検出面である地山から深さ2mを超えるまで礫混じりで硬く締まっ
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ている。以上のことから、SE2は素掘りの井戸と考える。

(註 3):検出時の写真を「写真図版編」に掲載。

第Ⅳ章 調査の成果と課題 一古墳時代以降編一

本章では、福音小学校構内遺跡における古墳時代以降の集落変遷を竪穴式住居J■
・掘立柱建物址を中

心に概観する。また、特筆すべき遺構
。遺物について列記する。なお、前編である「―弥生時代編―」

に掲載できなかった資料についても補完的に記述する。

1.遺跡の立地 本遺跡が所在する福音寺地区の標高は現在27～31mである。周辺は、近現代の削平に

伴い平坦地となっている。等高線及び河川等の自然的環境観察から付近一帯の旧地形は微高地化してお

り、当概地が最も高い地点であると考えられる。

2.集落の変遷 (第 217～ 219図)古墳時代の竪穴式住居l■ [以下、竪穴]は 100棟、掘立柱建物址 [以

下、掘立]が66棟が検出されている。また、古代にかかる掘立23棟、中世の掘立25棟 を確認 した。

古墳時代前期にかかる検出は竪穴 4棟である。このデータは周辺で行われた調査事例と同じく資料的

に稀薄な時期であることを裏付けるものである。

古墳時代中期にかかる検出は竪穴66棟 (前半期36棟、後半期30棟 )、 掘立12棟 (前半期 4棟、後半期

8棟)である。居住人口 (世帯数)は前の時期と比べ大幅に増加 し、前半期と後半期の数値がほぼ同様

であることからエリア内での住み替え (移動)が行われた可能性が高い。また、この時期の居住用とし

ては竪穴が中心であり、掘立の大半は倉庫的役割があったのではないかと考える。

古墳時代後期にかかる検出は竪穴40棟 (前半期12棟、後半期28棟 )、 掘立54棟 (前半期 6棟、後半期

48棟 )である。竪穴の数値は前の時期より減少し、掘立の数値は増加する。これは居住形態が竪穴から

掘立に移行する傾向にあることを示唆している。

古代にかかる検出は掘立23棟であるが、古墳時代後期後半期に含めた竪穴の一部が古代に該当するこ

とは十分考えられる。

中世にかかる検出は掘立25棟である。数値的には減少しているが、中世期には掘方をもたない建物が

数多く存在することから詳細は不明である。福音寺地区内においては12～ 15世紀の遺構
。遺物の検出例

が多い。近接する筋違B遺跡からは鉄製直刀・輸入陶磁器が出土している。直刀は本調査地出土の小刀

(986～ 938)と 形態 。時期が同様と思われるものである。以上のことから中世前半期の集落
。墓域は同

区全域に拡大・継続されていたものと考える。

3.祭祀遺構・遺物 福音寺地区からは数多くの滑石製模造品 (勾玉、有孔円板、臼玉等)が出土して

いる。これらは基本的祭祀具として古墳時代中期に出現し、集落
。祭祀遺跡に普及する (相田 1991)。

本遺跡の石製模造品は古墳時代中期後半～後期後半に位置づけられる一部の竪穴式住居址から出土し、

鉄製品が共伴するケースがある (第217～219図 )。 鉄製品を祭祀遺物と見ることは早計であるが、該当

住居址が祭祀を行うべき建物或いは人物が居住していたことは容易に伺われる。

S P 4419では須恵器の回縁部打欠き儀礼が確認された。使用される器種は異なるものの同様の柱穴内

における祭祀行為が近接する筋違N遺跡 S P 100で 確認されている (加島 2001)。 共に古墳時代後期の

資料であり、概期の祭祀形態を検討する上で貴重な事例となるものである。なお、S P 4419は子持勾玉
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出土地に近接する (第 117図 )。

4.波板状凹凸遺構 本調査において 1区、 2a・ b区 にて確認された。不整な楕円形プランは方向性
及び連続性を持ち、部分的な残存ながら側溝を伴う。近年、全国各地で確認されている道路遺構 (SF)
の補4多痕跡に極似する。本調査検出の波板状凹凸遺構は、大部分の覆土 (埋土)が締まっている点、部
分的に見受けられるバラス (小石、細片土器)の人為的な混入、側溝の付設等から道路関連遺構である。

同様の遺構は、近接する筋違 E・ L遺跡においても検出されている。しかし諸条件に若千の差異があり、

早計に判断することは避ける。いずれにせよ雨水の浸透面積の拡大、軟弱地盤の補強、或いは道路改修

工事等の当時における土木技術・施工の一環であろうと考える。

5.同清状遺構 S D91(第 187図 )は後世の削平により遺存状態は良好とは言えない。平面形態は隅
九方形を呈し、周溝内側の平坦部に施設痕跡はない。検出規模は異なるものの形態的に文京遺跡 3次調

査 SXl(栗 田 1992)と 同様であることから祭祀的追構と考える。出土した弥生後期土器は全て破片
資料である。また、埋葬施設は確認されていない。

以上、古墳時代以降の遺構・遺物を中心に概観した。古墳時代中期、福音寺地区の微高地上に突如出

現する大集落形成には社会的背景があり、竃の出現、石製模造品を使用した祭祀行為等の要因が密接に

絡み合うと思われる。今後は、各々の課題について周辺地域はもとより他地域との詳細なる比較検討を

行い、特に今回踏み込めていない福音寺地区の地域性及び集落形成における要因を明らかにしていきた

ヤヽ。

【遺構と遺物 参考文献】

1.石野博信  1991『 日本原始・古代住居の研究』吉川弘文館
2.牧本哲雄他 1999『長瀬高浜遺跡Ⅷ 園第 6遺跡』 財団法人鳥取県教育文化財団 ′烏取県埋蔵文化
財センター

3.栗田茂敏  1992『文京遺跡―第 2・ 3・ 5次調査―』松山市文化財調査報告書28
4.梅木謙一他 1995『福音小学校構内遺跡―弥生時代編―』松山市文化財調査報告書50
5。 合田幸美  1988「出現期のカマド」『網干善教先生華甲記念考古学論集』網干菩教先生華甲記念会

6.松井―明他 1995「古墳時代の集落 収録集」『静岡県考古学会シンポジウムⅧ』静岡県考古学会
7.大久保徹也 1995「讃岐地方における朱関連資料―特に内面朱付着土器について一」『月刊考古学ジ
ヤーナルNo394』 ニューサイエンス社

8.谷若倫郎他 1993『出作遺跡 I』 松前町教育委員会
9,相 田則美  1991「道後平野における古墳時代の集落内祭祀」『松山大学構内遺跡―第2次調査―』
松山市文化財調査報告書20

10。 山本健- 1998「松山平野出上の紡錘車一断面形からみた谷町遺跡出上の紡錘車の位置づけ一」
『和気・堀江の遺跡Ⅱ』松山市文化財調査報告書64

11.山之内志郎 2000「愛媛県伊予市立伊予小学校保管の石杵」『遺跡37号』遺跡発行会

12.長井数秋  1994「伊豫市市場南組 1号窯跡出上の須恵器」ソーシアル・リサーチ 第20号
13.三吉秀充  2002「伊予出上の陶質土器と市場南組窯系須恵器をめぐってJ愛媛大学考古学研究室
14.西川真美  2001「道後平野を中心とした7世紀の須恵器」F古代土器研究 3』 古代の上器研究会

160



15.栗田茂敏・加島なおみ 1996「第 2章 駄場姥ケ懐窯l■」松山市文化財調査報告書57

16.西川真美・平田慶子 1998『西野春日谷遺跡 通谷池 2号墳』媛埋98 財団法人愛媛県埋蔵文化財

調査センター

17.山本健- 1996「第 3章 北梅本悪社谷遺跡」松山市文化財調査報告書57

18.栗 田茂敏  1994『石井幼稚園遺跡』松山市文化財調査報告書45

19.庄内式上器研究X X Ⅳ 2001「四国地方を中心として」庄内式土器研究会

20,野口光比古・大滝雅嗣 1986『宮前川遣跡』媛埋60-2財団法人愛媛県埋蔵文化財調査センター

21.梅木謙- 1997「伊予における弥生時代の周溝状遺構」『桑原地区の遺跡Ⅲ』松山市文化財調査報

告書58

22.森 光晴・西尾幸則他 1983「国道11号バイパス福音寺・星ノ岡・北久米遺跡」松山市文化財調査

報告書17

23.木下 良  1994「古代道路の地表遺構」 F季刊考古学第46号』雄山閣

24.飯田充晴  1994「埼玉県東の上遺跡の道路遺構」『季刊考古学第46号』雄山閣

25.中世土器研究会編 1995『概説 中世の土器・陶磁器』真陽社

26.藤田直也他 2002「東谷・中島地区遺跡群 2 砂田遺跡 (1区 。2区。3区 )」 栃木県埋蔵文化財調査

報告書第265集 財団法人とちぎ生涯学習文化財団坦蔵文化財センター

27.杉山秀宏  1988「古墳時代の鉄鏃について」『橿原考古学研究所論集』8 橿原考古学研究所

28.加島次郎  2001「筋違N遺跡」 F福音寺地区の遺跡Ⅲ』松山市文化財調査報告書84

29.浅岡俊夫  2002「須恵器の口縁部・脚台部の打欠き儀礼」 F田辺昭三先生古稀記念論文集』

30.石岡ひとみ 1999「愛媛県出土中世の甕棺墓に関する調査報告」 F研究紀要第 4号』愛媛県歴史文化

博物館

遺構・遺物一覧  ―凡例一

(1)以下の表は、本調査検出の遺構・遺物 (一部を除く)の計測値及び観察一覧である。

遺構一覧は武正が、遺物観察表は武正・木下奈緒美・村上真由美・岩本美保が作成した。

(2)遺構の一覧表中の出土遣物欄の略号について。

例)弥生→弥生土器、土師→土師器、須恵→須恵器

(3)遺物観察表の各記載について。

法量欄   [ ]:復 元推定値、( ):残存値、数値のみ :完存値。

形態 。施文欄 土器の各部位名称を略記。

例)口体部→口縁部と体部

胎土欄  胎土欄では混和剤を略記。

例)長→長石、石→石英、金→金雲母。数値は混和剤粒子の最大値を示す。

例)3剛 石・長→「 1～ 311m大の石英 。長石を含む」である。
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・
13
0)

9.
30

25
0
3b
区
S1
0W
ll

古
代
以
降

東
西
(桁
N-
75
'一
W

3×
2

50
0×
34
0

(2
00
・
19
0。
11
0)
)(
(1
60
・
18
0)

17
.0

3b
区
S 
ll
,1
2ヽ
「ヽ
9,
10
古
墳
中
期
前
半
以
降
東
西
(桁
N-
88
'一
E
3×
(1
+α

)
78
0×
(2
00
+α

)
(2
30
・
33
0・
22
0)
×
(2
00
,?
)
15
,6
+α

土
師

3a
区
S1
6E
7・
8
古
墳
中
期
後
半
以
降
東
西
(桁
N-
70
'一
E

2×
2

55
0×
39
6

(2
60
・
29
0)
〉
〈
(2
06
・
19
0)

21
.7
8

土
師
・
須
恵

25
3
3a
区
S1
2E
3

古
墳
後
期
前
半
以
降
南
北
(桁
N-
8'
一
E

3×
2

46
0×
40
0

(1
25
。
18
5・
15
0)
×
(2
00
,2
00
)

8.
40

3a
区
S1
6E
7

古
代
以
降

東
西
(桁
N-
77
'一

Aヽr
4×
(1
+α

)
82
5×
(1
50
+α

)
(2
30
・
20
0・
14
0。
25
5)
×
(1
50
。
?)
12
.4
+c
y

土
師
・
須
恵

25
5
3a
区
S1
7E
12

古
代
以
降

東
西
(桁
N-
50
'一
W

(α
)
×
2

(α
)×
25
5

(α
)×
(1
30
・
12
5)

5区
S 
5ヽ
V2
4

古
墳
後
期
以
降
東
西
(桁
N-
70
'一
E

3×
2

44
5×
34
5

(1
60
。
16
0・
12
5)
×
(1
65
・
18
0)

15
.3
5
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土坑一覧
ＳＫ

Ｎ。
|▲ グリット 時代時期 子面形態 断面形態 埋 土 出 土 遺 物 備 考

長 さ イ朱さ
96 3角 Fx S13E7 占墳中期後半以Ⅳ 小整円 丹底状 呈符 十 須恵

,14E l 古増中期後半以ド 権 円 HR状 173 14

98 12E 古増中IR修半ll陛 権 円 uL状 86 R9R内 絵 Hl
99 3a区 S13E3 占増甲■l被キ以r 舟底状 96 黒色土 須恵

100 S12E2 古増中期前半以| 権 円 垢「廣耳犬 lRら 黒色土
=し

「而 夕貞烹
3a区 E6 古増中期格半ll膨 円 皿状 92+α 黒褐仲 十

02 3a区 S E6 古墳甲剃11+以 L 円 I―I底状 48+α 14 土 師

103 3a区 15E8 占増中刷後半以膨 権 円 舟「A~状 1ガ B84内 オ往出
104 3a仄 R6 古婚中期移半ll眩 円 逆台形状 65+α 4
05 3b区 もlZWll 占増中剛後羊以怪 権 円 舟底状 185+α
06 3b区 S10覇「9 古婚中期蔀i半以膨 侵方彬 舟廃状 14 ‖【褐色土 土 Rll

07 3b区 1部/9 古墳中期前半 楕 円 舟底状 H吾灰 IB4 fF● 十 (標 含 ) 土師 S B107内 部施設
08 3b区 も10W l 占増中則後半以L tur台形状 104 晴灰褐色土 (礫含 ) 土 Rll 須恵
09 3b区 1lⅥ「14 古増中期後半以k 265 190+α 14 土 師 S Bl13内 槍出
10 3b屎 10Wl 中 世 長方形 逆台形状 肝灰茶梱待

「
(標合 ) 土師 第165166図

3b区 も1いハた10 占増中剤葡「半以膿 町 皿】犬 13 黒褐色土 土 Hl 額恵 S B102内 検出
3b区 SllW 9 古ナ雪中期前半 円 胞 黒ナ火色 土 十 師 S B 103内 剤柿設

13 3h烹 SllW 9 古墳中期前半 隅 ? S B 107内 部施設
14 3b区 S12W10 古増中期莉半以V 円 舟底状 7 S B 102内 検出
3bス S12Ⅵ/9 吉増中期H‐半以陀 円 舟声状 黒色土 S B 1031Aオ 全IB

18 h阪 S10W9 古墳中期前半以降 楕 円 皿】大 65+α 単仲 十 弥生  土師 石器 S B 107内 検出
19 3b区 S10W9 きを中期前半以レ 粘 円 》台形状 22 S B 107内 検出
3bⅨ S12Wl オ名凹 舟底状 15+α 患色十

2幻 阪 S5E10 古墳中期後半以ほ 円 Jul】犬 112 9 土師 須恵
3W2 円 ∫冊メ犬 11∩ 6 黒色 上 延

一2a区 3W2 ,「ナき中期傍半以降 逆台形状 8 陪灰褐色 十

2a区 S3Aハ「2 古墳中期後半以Ⅳ 円 ll】犬 11 6 灰梱 佃 十 須恵

3W2 占増中期後半以Ⅳ 円 皿メ犬 18 9 灰褐色土 須 庶

2 alヌ S2Nヽ 中 lr 舟底状 灰賛茶褐 色 十 十 :而 S R121内 オ含H
2a区 S2ヽハ13 占墳r,則 後半以陪 ] 皿】犬 152 68+α 灰掲色土 須恵

2a区 3W3 古婚中期後半以眩 円 19 7

2 a FX S8E2 精 円 舟底状 11

2a区 S5W7 き墳中期後半以陶 橋 μl 皿 状 9 黒灰色土
l 2 alと 7V「 5 青婚中期1/‐半以陪 304 7 土師 彰百烹

22阪 S5郡ア6 中 陛 楕 円 uL】犬 165 暗灰梱 tu十 土師 須恵 瓦器 第167168図
2a区 も2W9 小明

'惰
1 皿】夫 112 81

2a区 S7LAv 4 不 明

22反 S8W7 占墳中期後半以|↑ 不整楕円 肝 llt状 14 陪灰f4+(侶御1/1『〕 土師 須恵
a区 S5W8 不 H/1 舟辰状 17 暗灰黄色土 皿

一2a災 S4W5 F年和こ 不率権 円 抄 台形状 陪灰格 色 十

[42 2∩ 反 S4W5 占墳中期後半以Й 皿】犬 8 土師 須恵
144 9W6 き増中期後半以旧 不率精 円 黒灰色土 弥生  ± 1而 須窯
2a区 S9W6 占培中期前半ll脇 不悠格 円 舟底状 l18+α 暗灰斎色 十 十 :市

2a区 S9W4 古墳中期前半以脇 橋 円 丹底状 黒褐色」 土 師 S13132月 音h力屯設
4W8 ll増中期市半以M 配状 5 暗灰 IPJ色土 (責色混 ) ニヒ1市

2a区 S4W5 占を蔀期前半以脇 舟底状 貯灰 fF■ i篠 楊行微 疵ヤ,) S B 125内 検出
a区 S4M15 き墳前剛雨半以脇 El】犬 暗灰掲色土 4L S B 125内 検出
S6W9 古婚中期後半以陀 舟康状 165 土 師 術声

152 2aⅨ S6Mア 9 古代 以 隆 円 皿状 陪灰 茶楊御 十

153 2a区 S6W9 百代 以 降 楕
■
l 舟底状 5 暗灰茶褐色土 須虐

154 2a∠ S5M「 4 吉婚 H~期前 桁 円 布康】犬 7 割 黒灰色土 S B 125内部柿譜(第78岡 )
155 ヌ S4郡ア9 古墳中期後半以降 楕 円 斤底状 123 暗灰楊 徹 十 (苦行 粁 ,F) 弥生 土師 須恵
2a区 S8W4 き増中期後半以脇 ml状 暗灰掲色土 B131内 検出

158 2a区 S8ヽ〃4 芹婚中期後半以陥 不啓桁 円 l 暗灰侶色 上 B131内 槍 出
ヌ S7W5 古墳中期前半 円 4L】犬 健 S B 136内部施設
S8W4 占壻 中期後半 不 率楕 円 72 黒褐色土 (責茶色粒混 ) 上 師 B131内 検出

2 a FX S4W9 キ増中Ll後半JJ陀 降方形 皿状 Rき灰茶褐&土 (歳伍4‐湿) 爵B128沐 1存も輛,言ケ
阪 S5M「 4 古墳後期後半以障 4ヽ率桁円 皿 状 7 ホ哲茶稼侮十 征

【
も B129内

'検
出

S5W9 不率格 円 冊状 214 B137内 部II言包
2a区 S4M「 9 寺磐中4H袴半以階 不整楕円 皿状 十 HL S B 128内 検出
2a区 S2E5 キ墳甲剤後半以脇 皿】犬 183 70+f/ 須恵

S6W9 古増 以 降 円 舟康】伏 190 暗灰褐色土 錘
ト

lX S7MI R 古墳以降 長方形 93 7 霊
【2a区 も 8Wl 古増 以 降 梧 円 皿】犬 6 S B 123内百低流設

2a区 S7i174 吉塔前期前半 不整精 田 「
m】犬 104 日き灰色上(灰褐色粒rlH) B126内 筈ζ縮 設

173 |ヌ S7Mア R 古墳前期前半 長方形 lL】犬 83 陪灰 茶楊仲 十 (苦 tJ締 |『 ) 征
ト

S B 126内部施設
a区 S3EC 古婚 以 降 不整桁 円 舟底状 58 黒掲色士 石

2a夏 S4E 不 明 濡 円 舟底状 74 日き茶侶色土
阪 S3E8 占墳中期前半以陪 4ヽ墜楕円 uL状 98 土師

S5E4 ぎlll中期後半以路 不率楕 P 皿】犬 00 黒灰色土 弥生  土 師 須烹 B71内 検出
2a区 S5E4 占増中期傍半 精 円 舟底状 57+α 17 黒灰 色■ 際 褐仕れ平,) S B71内 部¬転言〕
2a区 SllE 3 桁 円 逆台形状 51+α 征

【S9W2 キ増後期前半以路 不率権 円 配状 11 黒褐色土 鉦
ヽ

B188内 検出
2b豚 S3W16 キ焙中HH師半以14 方形 舟底状 202 199 望御 シル ト 十 師

2b区 S3W16 占151 ttIIB前 半 方 形 舟底状 78 塁仁 シル ト 第 17112図
1区 N7W3 占増中期飾半 侑圧〒状 8H 12 暗

'人

褐 色土 B7内祁柿言〕
202 区 N6M/7 不明 円 丹底状 67 H旨泰梱 待 十 鶴

い
203 1区 N9W9 占贈中rfB前 半 僑 I Ll 泣台形状 93 暗茶褐色土 上 日1〕 S B39内 部柿設
204 [区 N4M/8 増後期以降 Jl肺 B42'H=Ь帝往言与

|ズ N2W3 古墳中期中葉 長方形 逆台形】犬 86 18 黒灰 仲十 (苦茶 れ微汁 ,『 ) 土師 鉄製品 SB3内 部施設第211図 (928)
Ｘ
一
N2W3 1増中期中業以r FT底状 黒褐色上 土 H市 須 恵 B3内検出

209 一Ｘ

一
N2Wl 増中期前半 オ告団 舟底状 黒灰 lL十

ヌ N5M13 :墳後郷前半以降 皿状 泰楊得 十

`‖

吾辰仕 ,醐 極
【

SB61対 オ父iJ
ユ|と N5W3

`■

後剛R~半以r 井辰状 15 茶褐色土 匝
ト

SB6内検出
212 1仄 N6M12 旅十傍期以隆 皿状 b4 6 黒灰伯 十 SR夕 R内絵「H
213 1区 N6M「 8 1噴甲剤前半以降 I「】犬 118 黒掲色上 征

い
S B36内 校‖|

1区 N2M/5 キ増中期前半 ¬庄状 黒灰 色上 (‖ご茶色粒注 )

215 1ヌ N7耶′6 下明 不整桁 P〕 I口犬 205 127 F音招待 十 征
一

1区 N2W[ 楕 || 月 ■t】犬 157 具褐色土 (暗茶色泥 ) j示生 土HHl S B10内 那方■信劣
11∠ N7｀パオ9 1嗜中即1修 !卜以降 精 円 17畏 黒色 Ji
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土坑一覧
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区 グリッド 時代時期 平面形態 断面形態

法置 (cn)
理 土 |11「「 遺物

備 考
怪 ト ,架 さ

1区 N711v19 4増中期傍半以性 不 準 阻状 15 日ヽ子茶千色 上 弥生 須膚
1区 N llW き墳中期前十以降 岳方形 灰褐色土 (責色粒 土 師

220 区 N llW15 き塔中期前半以脩 不整精 円 炊茶 褐 色土 十 師

陳 NAW 吉増中期莉半以防 円 舟底状 10 褐 lE「 土R市 175176図

ユ区 N8W10 古る中期苛「半抜「4 桁 円 用底】犬 58+α 12 陪 茶 tB4行 十 舘
ヽ

l FX N8W10 占戦後期以降 円 rT康状 70 暗褐色上 B51内部施言覚

灰 N8W10 円 皿状 6 鉦
【

S B51内 部 我

Z25 l区 再 ∩覇/12 不 明 瑞 雪 |― 皿】犬 74+tx 17 陪 征
〔

1区 N7W 古墳前朗前半 不愁格 田 再康オ 98 黒灰色土 土HHl 雰手177 178佳 u

227 区 N8W10 古増中期前半 侑円 府底状 Ofl 71 H旨千 色土 土師 S B52内 那,

区 N7Wl 古増中期後半 皿】犬 104 13 陪楊仕 上 (責 B49内

区 N10W9 不 明 糖 円 暗茶 色土

Ⅸ N8W10 菅中期前半以X 4ヽ 脩円 皿状 15 暗灰褐色士 茶色粒混 )

区 N9W13 不 明 不 率 円 皿】大 暗茶 詔 lJL 征

N13Wユ 1墳中期前半以降 不 rt精円 rl底状 66 暗 tBJ色 土 (黄色 SBM内 検 出
234 区 N8W10 j塙中期雨キ以降 不整楕円 幕廣状 86 10 暗灰茶褐色土 B52内検出

1区 N13Mテ 1 キ婚後t4前半以障 橋 円 舟底状 100 灰 泰 土師 S B56内 1

1区 古墳後Il市半以階 77 8 賠 43仲 十 ( l‐ S B56内 検出

区 N13W14 占増後剤莉キ以階 精 円 l■】犬 5 暗灰茶褐色土 虹
一

S B56内 検出

灰 N8W14 不 Hll 判 皿状 9 日旨ナ入ネ !J二 征
ト

とLX N12V「 12 不 明 形】犬 ｍ
い

5区 S5W24 不明 15 灰褐色土 十 師

2月 屎 S 10E 2 与増中4vl Hl半以階 皿林 15 三蒻爵孝 色土

Za区 S5W4 皿】犬 11 2 H音灰 不 伍
〔

2a区 10W2 :墳中期後半以障 く必格 門 皿 496 1

266 区 S7ヽV2 不 IHE :楕円 皿状

区 R4W 不 明
征
【

268 2 atX SllE l ゴ噴甲剛後十以眸 F4 EI状 黄茶褐色土 S X535内 検出

2a区 SllE l 占婿中期後半 楕 円
鉦
一

区 1耶F5 キ婚中期後半以降 円 J■】大 98+fI 征
〔

271 S2E 不明 底】犬 9 里楊得 十 )

273 2a隊 SllE l 楕 円 辞腐状 1+α 黒灰 3色土

屎 N311v7 吉増後期以降 桁 P 逆台形状 303 茶 能
ト

S B43内 1 出

l lX N8W 吉婚中期後半 権 Ell状 192 162 里楊待 卜(灰 伍 鉦
ヽ

S B41内 部施設

302 1区 N5W5 き墳後朗後半以階 刊 舟底状 120 茶褐色土 (黒褐色混 ) 鉦
一

S ISll肉 検出

303 F N6W10 青増中期前半以路 判 llL状 128 望
ヽ
]土 鉦

い
S B50内 検出

304 1区 N6W10 占を中hP� 半以路 沼ヨ| 皿】犬 230 10 呈 褐 唖
い

S B50内 イ 出

3 bl蛍 S llW14 不明 書円
'台
形 状 範

一

Ⅸ R llM/ 形 逆台形状 8 鉦

区 SllW10 古婚中期前半以階 不率楕 円 皿状 222 延
¨

B102内 】出

3a区 ,12E] 古墳中期後半以M 【方形 皿 状 暗茶褐色土 皿
一

S B98内 検出

309 区 N7W5 古増中期後半 舟底状 23+α R音仄 動色土 十 師 B46内部, 設

3a区 S13E2 不 明 4Lオ天 275 H音瑠 h土 範
【

2a 5W3 不 明 桁 円 皿 309 10 延
（

312 区 N9W5 古晴 以 降 不整楕円 前台形状 193 143 S B28内 出

区 5郡「 И`ワヨ 不 整オ 皿状 142 8 !二上 鉦
〔

S7M/5 寺墳中期前半以降 小 皿 状 13 S B 136内 検 出

区 N7W 占増中期後半 長方形 m状 234 暗褐色土 B49内 部 設

R17 反 13E キ姑中期後半以降 橋 円 逆台形状 16 鉦
〔

S B98内 検出

キ港中IR格半以隆 泣台形状 16 鉦
【

S B98内 検出

S12E き増中期後半以階 楕 円 舟廣】犬 3B98内検 出

阪 S 2E2 許増中期前半以協 円 逆台形状 征
【

S B97,

3b区 SHW 2 吉婚修Hll移半以隧 不 著精 Ell】犬 S B lC14 出

322 3b区 S 2Wll 古墳後期後半 不整楕円 皿】犬 5 S B 104内 部施設

323 屎 N10W6 古増中期後半 舟底状 7 里
ト
]土 鉦

〔
S B18

324 とし≧ζ N6W7 古塔中期後半 皿】犬 90 呈 ■ 十 毎
【

S B17

1区 N2W5 1古墳中期前半以lI 糟 円 皿状 里褐 俸 十 寸給 H
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規 1文 (In)

口性 | ||||:遺 物 IX す版

1 N2M12 C年状 U宇状 11 58 0 42 0 12 黒灰色上 (恭拙色洸 ) 第179図

2 NllW 8他 し
′
i:引火 逆台形状 698+α 0 64 0 17 ‖

=灰
|あ色

3 ユ 51X 1区 ～5区 ,上線】大 U宇状 144 16 黒 lJJ色 | 」んヽFti J:'1' 第18J列

4 11■ N12W 直線状 U守:状 と8 96 1 39 0 15 ‖ヤ灰色il

5 1 lK N10W 5他 直線状 U守:状 1 23 03 貯灰竹色上 (士本比淀 ) イ

11X N121117 他 直線状 逆十ド形】犬 151+α 0 55 0 26 灰木褐色十 イ

HI N9W S字状 U′ ::状 20 02 21 013 1辛灰色 |

1区 N llW 直線状

'上

台形状 893+α 0 85 0 23 RttfTJ色
: イ

1区 N10W 直線状 U守:状 398+α 05」 0 07 時灰褐色十

l] 4区 N4W L宇状 逝台形状 327+α 0 87 0 39 ‖灰色 i 雰i忠 石 器

12 4区 N5W20他 直線状 U守:状 225+α 15 011 灰恭褐色 :十 イ

13 N3W18他 1亡線状 U字】ヴt 42+α 0 67 0 08 却∴灰色寸i(ilJttBと )

14
一ズ

一
N4W17他 此報状 Uケ引犬 102+α 0 22 0 08 Ⅱ古褐色 J

15 Sユ �V16 IⅢ :線 ,Iり ( U字状 049+α 02] 0 08 却!灰色土 (A伍 )と )
16 S 1｀パ「17 ,I椒状 U′子】大 2 79 0 25 0 06 ‖I灰茶褐色 ;| イ

17 N2W17他 直線状 U守 :】犬 7+α 0 35 01 It灰色 li(貰 木色Jと ) 4

18 N2W17 直椒状 U守:状 168+α 0 44 011 熙灰色二L イ

19 N2W16他 直椒状 U宇状 58+α 05 0 07 it灰色土 (褐色憩L)

1メ N5W10他 直l lt状 U宇状 158+α 0 53 0 09 情本褐色

21 2a区 S 10E 亡報状 U守:状 120+α 0 99 0 15 晴灰褐色

2a区 S9E8他 1主報状 不明 102+α 104 0 15 晴灰褐色

2a区 S6E4他 直級状 U守:状 98+α 0 95 0 07 ‖音灰褐色

24 2a区 SllE 7イ也 li線 状 逆台 ,レ状 274+α 0 52 0 23 ‖旨灰褐色

2a区 S3W8イ也 直線状 U宇状 33 5 13 125 1甘灰色 |

2a区 S3W8他 直線状 U4芋】犬 32 5 1 05 29 6 晴灰茶褐色司

27 2aX S4W8他 し守:状 U`芋】犬 と28 0 57 0 15 I(灰 色「|

2aX S3W6他 Lt::状 U守 :】夫 28 3 06 ‖帝灰 l.l色上

2aX S6W7他 消:線状 U字状 225 1 1 222 l,天 色 |

2 alX S3W6他 直線】大 U宇状 99 1 07 0 16 ‖帝

'天

色上 百
心 第184区 |

31 2 alX S3W10他 L守:状 U字状 518+α 0 98 0 19 暗灰悩色十 lil市  独〕よ 第184ヌ |

2a区 S2W7他 直報状 U字状 30 4 061 0 15 晴灰 lL」 色 ■ イくI)]

2 alX S2W6fLJ 直線状 Ul■】大 7 43 081 0 27 T灰色J
2a区 S2W7イ也 直線状 U守 :状 201+α 116 0 15 ―I灰褐色 li

2a区 SlW7イ也 」字状 Uri:】犬 158+α 1 05 011 ■1褐色 |

2a区 S6W8他 干〔線状 Uイ ,】犬 20 1 0 97 125 l!灰色「L

2a区 S2W10他 「 r線状 U`,1犬 853+ly 0 93 0 26 暗 T4J色「に

40 2 al〔 S2W8他 峠r線状 Uイヤ:状 3 89 0 92 011 暗灰掲色 |

41 3 alI S16E8イ也 J字状 U年状 1354+α 0 32 0 09 暗灰茶褐色上 不り」

42 3 alX S17E121と 直線状 U年状 62+α 1 67 01 暗茶褐色上 不明

43 3bX S12ヽパ/11 直線状 U竿状 203+α 0 59 0 07 ‖r灰悩色二L

44 3b「X S9W12他 直線状 U字】犬 1005+α 101 0 23 暗灰褐色 :|

lX N10W14 直線状 U守 :】犬 1 66 0 47 0 15 晴灰茶褐色→

l lX N10W144也 直線状 U年 :】犬 8 16 06 暗灰茶褐色J

1区 N13W144也 EI*泉】夫 U′了:】大 084+α 0 18 0 15 晴茶褐色 | 不明

2 alI S10W54也 直線状 U守 :状 219+α 2 011 Fi茶 褐色 I 石器

82 2a区 S3W54也 直線状 U仔引犬 288+α 3 012 晴灰褐色 J

83 2a二 S7Mア 5イ也 し十芋】犬 U宇状 119+α 1 0 07 喘灰掲色」

84 2 alえ SHW5他 直線】犬 逆台形 1大 12+α 0 35 1晴灰掲色 J

2 alI S2W10他 直線状 逆台形状 576+α 071 0 暗 LJ色 上 (J士 色粒況 )

86 2 alX S6郡r2 直線状 U′ !:状 3 96 0 64 0 陪灰材色 !|

2a区 S2W「 7 沖:線状 U`芋】大 222+α 0 28 0 灰 ltJ色 |

88 2a「X S3W10イ也 山:報状 U ri:状 94 1 05 0 時灰 lLJ色す

2a区 SllW 4他 巾:線状 U字状 563+α 0 39 0 21 晴灰色土

2a区 S10W5他 IFE:*k】犬 不明 124+o 0 35 H古灰色」i

2aX S8W7他 0守 :】ブ( U字状 20 2 1 26 0 08 黒掲色土 弥!に  J:mi 石器 妨 1871ア |

2bX S3W16他 直椒状 U宇状 101+α 0 96 014 ‖古灰色上

2bX S3W16他 !■】り( U!,1大 178+9 0 99 0 09 黒色■(恭褐色淀

104 2b区 S2W14他 い:キRl犬 ,上士コ杉J大 673+α 0 71 単色 Jを (灰褐色 Jt

2b区 S2氏ム「13 i線 1犬 Uケ :】犬 24 031 0 04 単色 li(∫天側色況

2b区 S l W13他 卜:線状 U ttt】大 64+α 0 58 0 23 即I色「 (ナ天閉色況

2b区 S l W13 卜:椒状 ,と 十ゞ)移】犬 385+α 0 49 0 23 ll色 に(灰掲色河と

108 2bX S2W14 い:線状 U′ ,】ブ( 206+α 094 0 16

51X S5W25他 lI*泉】犬 不明 71+α 0 92 木掲色;I

11狂 N4W15他 ,生 *泉】犬 U守:状 246 07 0 05 灰 /t」 色 i

202 1 lX N l W13他 1上 *泉】大 U守:状 246 0 85 0 05

203 11( N2WV15イし 直線】大 Ut,:状 8 14 0 56 0 09

204 N12W14 i主線状 U′ ,:】大 153+α 0 33 0 12

N6AA11 1他 直線】大 Ui:】大 405+α 03 0 09

N6W12 市i線状 U′芋】犬 063+α 014 0 03

N6V「 12 直線状 U字状 0 59 0 18 0 07 イく明 不り1

HX N6W12 」す:】犬 U`}:1犬 085+c/ 0 25 01

209 3 bi憂 S9W12他 」
′
キ:】 1犬 Ul了 :】犬 23 0 36 0 16

2 a FX S2W3他 どIttt】犬 イく)] 175 0 35

2a区 S4E3他 ドモ油tJ犬 イく)] 58+α 0 03

2a区 SllE 5他 11:線りt イく月 20
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性格不明遺構一覧

浪
�

クリント ‖与:代‖手|り 1 卜,  舛J 上山i形態
どt hlに耐

| |十  1i lu 4勿
kさ イ朱ご

〕 |え N 85 イく|り」 イくⅢ士オ行|十 J 455+α 1 ‖1色 li(赤 ゴftt JL) inI T(〕意 ri朴

IX N 不「)! イく定)タ !唯色 li(亦 Att jt)

8 |〔 N E2 古墳り、降 イくり〕 4(1士 |lj J 127 54 11 ⅢI灰 色上 (Ⅲ,ヽ 色 Jt/)

9 IX N パヽ「16 不りJ 4く粋円 9 ‖トナ天色 |:(,tttBと )

10 Ⅸ N お`「17 イ(り J イく準精円 103+α 67 10 4色上 (茶初色洸 )

l] IX N Wl, イく)J 4(141t1lJ 66+α ‖士灰色■ (コイ色 Jと )

1 N パ`/7 itt 波枝状 イくイたItFll 37 8 ‖1灰色 : |:h「  雰〔忠
13 N M17 「十電 波 llt状 イくI整オ行|↓ 14 II灰色 | ih, 外t忠

14 N 耶/7 古|〔 波 llk状 イく4狩 4有 | ↓ 8 黒灰色十

15 N おヽ「7 Flf十〔 波板状 イ(11,111 5 ∴峻灰色 :| に師 分t志

16 N おヽ「8 「代 波板状 栴 l] 工灰色 !桂 limv を1憩

17 N4W8 占代 波 llk状 4く 141有 11〕 9 ll灰色 :| lim, π(忠

N4W8 占代 波 llx】大 イく堆怖 J 5 坪灰色 | 「 mi πi恵

19 N4M「 8 波 1坂状 イ(111■ 1 9 l!色 | li l‖∫

20 N4W8 |1代 波枚状 イくイ士本行FI〕 27 3 ll灰色 : |イ F「

N6iAI S イt 波枚状 4く

'た

It i」 黒灰色J

NllW 8 i代 波 llx状 オ十「 J 4 ‖ツく色 fl

NllW 8 lfイ
t 波板状 イ(1生本布 〕 H9 9 ‖I灰材色 !

N10ふⅣ8 占十〔 波 llt状 不整桁 〕 晴灰悩色J

区 N10ヽパ「8 1「十〔 波枚状 イく整精 〕 11 ‖甘灰 lt」色 |

N10MF 8 J「十七 波板状 怖 | 〕 116 6 ‖帝1天褐色上 11「

27 N8耶F3 不明 不141iliIJ 5 灰褐色「

1狂 N8W3 イくり」 イく墜オ4円 41 19 灰物色上

|ス N9V「 15 イミツ] その他 1687 264+α HIttlLJ色 上(」t協色 lL)

61 alえ S6E5 古代 波板状 イく整精 町 5 ‖!灰伍上 (泰色洸 ) 111

62 a区 S6E5 「代 波板状 イく貰畜オ告|「〕 早灰色 :(本色 lL)

alメ S6E6 波 llk状 4半精円 11 6 半1灰色 に(本色Jと ) 1111

2aX S6E6 「十〔 〕′llx】犬 不堆精「 1 17 3 押I灰 色土 (木色況 ) lIII

2aた S6E6 波 llx状 18 3 工灰色上 (本色洸 )

2 alX S6E6 波板】犬 不準桁 ll 18 3 押il灰 色 ;li(方 (色 〕LI

67 2aX S7E5 iJ「十〔 1皮 1唄りt オ借|↓ 100 6 T灰色土(茶色とと)
2aX S7E5 波板状 ltilll 20 6 ‖〔灰色上(本色it)

2aX S7E5 l「代 波 llt状 柿 」 黒灰旦 li(茶色おと)

70 2aX S5E 波 lljt状 14円 6 灰褐色 !|

71 2aさ S5E 波 ltx状 1± 1布 IH 5 灰褐色1

72 2aX S5E 波 llA状 不輩桁 P] 45+α 21 3 灰 I tJ色 J

73 2a区 S5E 「tt 波枚状 準桁 ↓ 5 灰掲色十

74 2a( S5E 波板状 怖 円 3 灰 tJ色 |

2 alX S5E 1吹 IIA状 洋「 lJ 3 灰拙色 J:

2 al S5E 波板状 不Jた格 11 5 灰 ft/J色 |

77 2 alメ S5E 波板】大 イくイをオ行1司 108 10 灰褐色上

2 al S5E 波板状 14 1 86 5 灰掲色1

2 al S6E2 1皮 1坂】大 怖 円 19 4 灰材色 J
`II

2aヌ S6E2 波板状 不整精 J 2 灰褐色十

8ユ 3 al S15E7 古 I■ ttr命 4くツ】 イく粋格 J 108 15 晴 Ft」 色 |

2a十二 S9｀ム「4 不明 イくりJ 4くイを1有 1〕 233 15 壮1灰色上 (rttt B況 )

2aX S6W9 イくり」 イくI)] 4くイ4オ有「1] 310 10 喘灰 fLJtt li(黄 色おせ) 石 /i

103 2 alX S4W8 オヽり」 長桁円 6 暗樹色 JI

104 2aX S3W15 I「代 波板状 I 5 ‖十灰茶 ltJ色

2a〔 S3耶15 「代 1皮 1夜】大 イく推桁 円 7 晴灰茶褐色

2aX S3Ⅵ「5 i「十t 波板状 格 | | 94 7 ‖I灰茶褐色 捕1901XI

2 alX S3郡「 5 古十t 1友板状 イく1士精 PI 37 10 暗灰木褐色 イiイド

2 alX S3M「 5 /1く 1月 ilt本梃り( 不整杵円 43 8 暗灰恭褐色

2 alX S3W5 占十電 波板状 4くイ4オ告 1 43 11 附イ灰茶褐色

2aX S9vI1 8 波板】大 イくJ41tFЧ 63+α 4 暗灰恭掲色

111 2aX S9AAr 8 1丁イ( 波恢状 精ド] 4 暗灰茶掲色

112 2aX S8耶「8 1ギ代 波板状 イく整怖 円 257 55 16 1士灰茶橘色上 11[

H3 2a区 S8耶F8 古代 波 llk状 イく /4有 li」 300 54 15 Π甘灰茶褐色J

114 2 alX S8VF 8 ift電 波 llk状 オtill 283 11 ‖I灰 茶個色 :|

115 2 atX 88耶「8 占代 波板状 怖円 う Π帝灰木偽色十 I「

116 2 alX SSW8 波 llt状 1有 〕 5 ‖き灰茶他色

11 2aX 8 8hr・ /8 波 llA】大 桁 1 6 l甘灰茶欄色

118 2aX S8hAI S 1下十〔 波板状 桁 」 H9 31 5 ‖∫灰茶褐色 11[

H9 2aX S8耶「8 1皮枚】大 桁 1〕 47 2 晴灰恭褐色

2a区 S5W f十 ( 波枚状 不堆 1有 円 9 灰褐色 1

2aX S5W !「イモ 波板林 1仕円 5 灰 ltJ色 仕 布ir

2 alヌ 85W 「
「代 波 llA状 不推桁 lJ 6 灰褐色土 れI`

2aX S5W 波板状 4く 1を 1有
1〕 10 灰 f4」色 ;|

2a/ S5W I「代 波枚状 怖 |↓ 17 灰ヤb色 |

1lf

2 al S7W 「十電 波板状 4(141t l 49+α 7 時す天木褐色_li()`色 13オと)
`HI

126 2aた S7ふム「 十〔 llkl坂】犬 4くイ4オtl珂 48+α 3 ‖|'天茶 IIJ色 li(■色 Bとと)

127 2 alI S8iIII 「代 波板状 不1在 1+f円 54+α 4 陪灰茶 fLl色

2 | S8W Tイ ( 波板状 不堆イt円 H2+α 47 7 情イ灰茶lLJ色

2 alX S8W イt 波板状 イくJ士イj「可 98+o 43 14 RIllk恭 偽色

2aX S8W 占十t 波 llt状 イく推1■円 101+α 7 ‖イ灰茶褐色

2 al S S hrII
|「
1電 波板状 不準桁円 95+α 11 晴灰木鶴色 に(Jttt B Jと )

alメ S S ill f代 波板】犬 イ(1を 1行 〕 50+α 5 灰側色 |

2aX 38ヽおF )′ホ圧】央 イくイイオ十i 41+α 2 灰褐色 |

171



性格不明遺構一覧
ＳＸ

Ｎ。

一メ
一
グリノト 時代‖キ期 種   別 半面形態

法 壁 (cn)

=L
出 土 遺 物 版

長 さ ヤ朱さ
134 2a区 S5ふム「 1 古代 波板状 不整円 143+α 灰褐色土 石器

2a区 S5Wユ 古代 波板】大 不格楕円 34 灰褐色土 征

2a区 S5W6 古 代 波板状 不整桁円 暗灰茶褐色土 鉦

2a区 S5M「 2 古代 波板状 不整楕円 暗灰茶褐色土 征
い

138 2a区 S5W2 T年十七 波板状 不整楕円 104+α 38+α 暗灰茶掲色土 須 恵

139 2a区 S5M「 2 古代 波板状 不整楕円 125+α 45+α 暗灰本IPJ色北 征
【

2a区 S5W2 占代 波板状 不整格円 83+o 21 暗灰茶掲色
=L

紅
【

2a区 S3M16 古代 波板状 不整桁円 暗灰茶褐色土 征
一

142 a区 S3ゝム/6 占代 波板状 不整精円 灰褐色土 鉦
い

2a区 S3iV 6 古代 波板状 不 替桁 円 65+α 7 灰褐色土 鉦
ト

2a区 S3M/6 古代 波板状 不整楕円 灰褐色土 紅
ト

2a区 S3W6 古代 波板状 不整円 7 日き灰茶褐色土 能
一

2a区 S3耶「6 古倫 波板状 楕円 3 暗灰茶褐色土 健
ト

2a区 S3M16 古代 波板状 精 円 5 暗灰茶褐色土 能
〔

2a区 S3M「 6 古代 波板状 沐官1刊 3 暗灰茶掲色土 征
【

2 al狂 S3W6 古代 波板状 不整楕円 135+α 3 ‖き灰茶楊色土 石器

2a区 S3Ⅵオ6 古代 波板状 不整楕円 134+α 12 H旨灰茶掲色土 征
〔

2a区 S3W7 古 4電 波板状 不整楕円 115+α 14 暗灰茶褐色上 征
ヽ

152 2a区 S3M17 古代 波板状 不整楕円 108+α 暗灰茶褐色土 航
ヽ

153 2a区 S3W7 古代 波板状 不整粘円 112+α 4 暗灰茶褐色土 径
【

154 2a区 S3W7 古 代 波板状 不確楕円 5 晴灰茶褐色上 征
一

2a区 S3Ⅵ「7 古代 波板状 不坐楠円 lll+α 52 12 暗灰茶褐色土 征
ヽ

156 2a区 S3W7 古代 波板状 不整楕円 101+α 3 暗灰茶褐色土 征
ト

157 2a区 S7部た9 古代 波板状 不整楕円 115+α 暗灰茶褐色七
158 2a区 S7W9 古代 波板状 不整槍円 270+α 7 暗灰茶掲色土 能

い
2a区 S7都た9 百 代 波板状 不整楕円 8 暗灰茶褐色土 艇

ト
2a区 S7M「 9 古代 波板状 不整楕円 H音灰茶褐色上 征

一
2a区 S5W2 古代 波板状 不整楕円 140+α 17 暗灰茶褐色土 艇

¨
2a区 S5Ⅵ「2 古代 波板状 不整楕円 161+α 16 Ⅱき灰茶掲色土 征

い
2a区 S5W2 占代 波板状 不整楕円 200 17 Л音灰茶褐色土 征

【2a区 S5Ⅵ/2 古代 波板状 不坐精円 145+α 15 H音灰茶褐色土 石 器

2a区 S4W2 古代 波板状 不整桁円 90+α 19 暗灰茶褐色■ 飢
【

2a区 S4Mた 2 古代 波板状 不整 1有 円 13 晴灰茶褐色t 儀
ト

2a区 S4W3 古代 波板状 不整楕円 9 Hき灰茶褐色土 髄
一

2 a FX S4W3 古代 波板状 オ有円 51 8 暗灰茶褐色上 範
い

2 alX S4M「 3 古代 波板状 楕円 100 34 10 暗灰茶 lB4色上 all

2a区 S4W3 占代 波板状 不整楕円 90+α 9 暗灰茶褐色土 縫
【

171 2a区 S4Ⅵ′3 古代 波板状 不整楕円 3 暗灰茶褐色土 征

2a区 S4M「 3 古代 波板状 桁 円 15 暗灰茶褐色土

2a区 S4W3 古代 波板状 不整楕円 15 暗灰茶褐色土 飢
【

174 2a区 S4M「 3 古代 波板状 不整楕円 105 38 16 暗灰茶褐色土 征
ヽ

2a区 S4W3 古代 波板状 不整精田 19 9 暗灰茶褐色土 鉦
一

2a区 S4W3 古代 波板状 不猶楕円 45+α 15 暗灰茶 IBJ色土 征
【

177 2a区 S4W3 古代 波板状 不整楕円 5 日き灰茶褐色士 紅
〔

2a区 S4M「 3 古代 波板状 不整精円 58 9 暗灰茶掲色 :L 純
ヽ

2a十二 S4M「 3 古代 波板状 不整形 89 5 暗灰茶褐色土 征
ト

2 al廷 S4W3 古代 波板状 不整形 50 4 暗仄茶褐色土 延
ヽ

2a十二 S4W4 古代 波板状 不整楕円 6 暗灰茶褐色土 征
【

182 2a区 S4W4 古代 波板状 不整桁円 9 暗灰茶 ttl色 土 鉦
【

2a区 S4W4 古代 波板状 不整円 6 暗灰茶褐色土 鉦
【

2a区 S4Mア 4 古代 波 板状 不整円 37 5 暗灰茶褐色土 征
一

2a区 S4W4 古代 波板状 不整楕円 8 暗灰茶褐色土 紅
【

186 2a区 S4W4 古代 波板状 不整楕円 52+α 1ユ 暗灰茶褐色土 伍
ト

第190図

2a区 S4W4 古代 波板状 不坐椅円 暗灰茶 I_3色土 征
一

第190図
2a区 S4W4 古代 波板状 楕 円 7 B音灰茶褐色土 艇

〔
第190図

2a区 S4｀ハ「4 古代 波板状 不整楕円 76+α 10 暗灰茶褐色土 征
一

第190図

190 2a区 S4W4 吉代 波板状 楕 円 15 暗灰茶褐色土 征
【

第 90図

2a区 S3ヽハた5 古代 波板状 楕円 108 15 暗仄茶褐色土 征
ヽ

第 90図

192 2 ab4 S3M「 5 古代 波板状 不整楕円 92+α 暗灰茶 te.色土 鉦
【

第 90図
193 2a区 S3W5 古代 波板状 不整楕円 42+α 11 暗灰茶褐色土 鉦

【
第 90図

2a区 S3M「 5 古代 波板】犬 楕円 40+α 3 暗灰茶褐色土 征
ト

第 90図

195 2a区 S3M「 5 古 代 波板状 楕 円 4 Hき灰茶褐色土 鉦
い

第 90図

2a区 S3W5 古代 波板状 不 幣精 円 8 暗灰茶掲色上 鉦
一

第 90図

2a区 S3M「 5 古代 波板状 不整楕円 7 暗灰茶褐色土 石器 第 90図

2a区 S3W5 古代 波板状 精円 6 暗灰茶褐色土 征
い

第 90図

2a区 S3M15 占代 波板状 楕田 5 暗仄茶褐色土 征
一

2a区 S3耶F5 古代 波板状 椅円 6 暗灰黍掲色土 征
【

2a区 S6W10 古代 波板状 不整楕円 236+α 16 暗灰掲色土 欲
【

2a区 S6耶「9 古代 波板状 不整楕円 225+α 19 Hき灰FD4色土 鉦
一

2a区 S6W10 占代 波板状 不率楕円 143+α 9 暗灰褐色土 純

204 2a区 S6M110 古 代 波板状 不整桁円 8 75 8 暗灰 fZJ色土 lr

2a区 S5Wl 古代 波板状 楕 F] 悟灰褐色土 征

2a区 S5M12 古代 波板状 不整精円 2 4 日き灰褐色土 純
【

2a区 S5ヽパ/2 古代 波板状 脩円 暗灰t・FJ色士
2a区 S4W3 古代 波板状 不整精円 36+α 13 暗灰褐色土 IIL

2a区 S4ヽハ「3 古代 波板状 精 円 10 暗灰褐色土 紅

2a区 S4耶「4 古代 波板状 不整楕円 7 H予灰褐色土 飢 第190図

2a区 S4W5 古代 波板状 不整精円 172 10 晴仄褐色土 能
ト

第190図

a区 S2W13 古代 波板状 不整栴円 55+α 3 黒色土 恢 掲色混 )

21 a区 S2W14 古代 波板状 不率楕円 9 黒色土 (灰褐色混 )
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2a区 S2W13 波板状 不整 4有 円 6 黒色士 灰褐色混 ) れ,「

2a区 S2W14 古代 波 llk状 不整楕円 31 5 単色士 灰掲色 Jt) 亀Ii

216 2a二 S2XA114 古代 波板状 不整格円 8 ⅢⅢ色上(灰褐色淀 ) 飢
い

217 2 alX S2ヽム「14 古代 波板状 長方形 IR色■(灰褐色混)

2 alI S2耶「9 古代 旋板状 不率精 Pl 暗灰褐色土

2a〔 S2W9 古代 波 llk状 桁 円 Hと灰褐色上

2a区 S2hムた9 波板状 不幣楕円 晴灰褐色土

2a区 S2ヽ肝9 占代 波板状 柏 円 暗灰掲色土

222 2aX S2W10 古代 波板状 不整1■μ‖ 92+α 41+α ‖【灰褐色土 れ11

2a十二 S2郡
'10

占代 波板状 不整格円 95+α 5 Hき灰褐色上 ll丘

224 2a区 S2W10 i!十〔 波イ反】夫 不整楠円 97+α 6 暗灰 ILl色 上 伍

2a区 S2vhr10 古代 波板状 不整円 4 Hξ灰掲色 l 征
ト

2a区 S2WF10 古代 波板状 不整楕「
1 95+α 33+α ll R吉灰協色土

2a区 S2｀評10 不明 不 明 不明 不 明 イく明 不 明

2a区 S2VF 9 不明 不 明 イくllFl 不 明 不 明 不 明 肛
一

2a区 S5M12 年十t 波板状 イくイを桁円 10 暗灰茶掲色土 飢
〔

502 2a区 S5M「 2 古代 1皮 1坂りt 不生 4々 円 14
tlB4灰
茶掲色 上 鉦

【

503 2 alX S5耶「2 波板状 不整楕円 13 Ⅱ音
'フ

(茶掲色土

504 2a区 S4M′ 2 Ff代 波 lFA状 不整精円 17 ‖I灰茶 fL」 色上
“

i

2a区 S4ゝムた2 古代 1度 1「k】犬 不整精円 15 晴灰茶褐色 1: 亀圧

2a区 S4W2 古 t〔 波板状 不格格円 17 陪灰茶褐色 f「

2aX S4Ⅵ「3 古 代 波板状 不整楕円 56+α 8 暗灰茶 TPT色 土

508 2 a Lpl S4iXv 3 占代 波 l「A】犬 不整楕円 6 日き灰ЙttlB」 色
=L

509 2a区 S4W3 古代 波板状 脩 円 18 1音ワく方ヽ +5て L iL 征
【

2a■ S4W3 古代 波板状 不性格円 7 lli灰木掲色十

l FX NllW 8 古代 波板状 不すと楕円 6 H守灰茶褐色十

2 alX S3｀おF8 年代 波 l「A状 オ有円 10 暗灰 lBJ色上

2a区 S3W8 波板状 不整桁円 2 陪灰褐色上 征
【

2aX S6M17 不明 不明 長方形 356 31 「音灰褐色 :I

llた N10vV 8 古代 波板状 不整格円 55+α 4 ロキ灰茶侶色封i

2a区 S8｀ム「7 不明 不明 不率精円 780+α 407 13 暗灰 TTJ色 上

517 2a区 S10E8 古代 波 llx状 イく堆 1七 円 42 4 暗灰掲色 土 征
い

2aX S10E8 古代 波板状 不整祐円 7 暗灰褐色封 II[

2 al賢 S9E8 古代 波板状 不整楕円 2 晴灰掲色土

520 2a区 S9E8 F年イ( 波 lk状 不整桁円 5 HI灰褐色上

2a区 S9E7 古代 波板状 不整柏円 193 3 暗灰 iZJ色 !L ll[

2a区 S9E8 古代 波板状 万く整オ有]〕 1 7 li灰褐色十 」肛

2a区 S9E7 古代 波板状 不整楕円 3 l―I灰掲色土

2a区 S9E7 FTイ t 波板状 不準楕円 2 Hき灰掲色土 亀I

2a区 S8E8 不 明 小明 不坐桁円 不 明 不明

2 a FX SSE8 不明 不幣形 不明 不明
術
“

2 alX S9W6 不 明 不 Hll 不整形 447 245+α 黒色土

2a区 S l W18 不明 桁 田 3 不 明

2a区 S l W14 不 明 不 HJl 不整1■円 11 不 明 術
ト

2a区 S9耶「 6 不明 不 引 不整楕円 380+α 215 24 不明

3a区 S13E9 不明 不整楕円 244+α 280 5 黒褐色土

3a二 S15E10 不明 不明 不整円 127+α 4 不明
征
【

2a区 S2 3Wl 2 古ltl中期 古ヽ代 不明 不整桁円 1360 黒灰色」i 特殊扁五非陶邑須忘 第192図

2a区 SllE6 7 古墳中期ヽ 市代 不 llll M九長方形 1170+α 770 黒灰色土 上 R師  須恵  万製汗|
第 196ぼ |

535 2a区 SllE l 占ll中 期 不 げ 肩く幣オ告「 1 383+t/
317+α 21 黒灰 lt」色上 土師 独忠 第199図

井戸一覧

説
乱

十二 グリット RI代‖t期 T而形態 ‖F而形態
,Jt!〒 :(cnl)

姐 !し 出 上 選 物 備 考 図  Ix
こさ

1 SllE 4 椎 円 lT台形 90 口1楊 仕 シル ト 須迪

2 2a必 S2WE 巾 ‖1 200 辰 拐″ 寸 舗α03園
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出土遺物観察表 土製品
遺備名
にグリッド名|

一
ロ
ロ，

報

番 種  類 器 種 残  存
法量(cm)[推定使](残存4宣 )

調整 特徴 打台  f十 : 焼  成 外面色訓 内面色訓 備  考 図 版
日 径 椿  高 底部径

S B 125 1 土師器 菱 口頸月同部 [222] (104) 外
内 ケヽー ナデ

4 mmfこ
良 淡黄褐 淡黄褐 第 8図

S B 125 2 土師器 一霊 復元完形 [108] (178) 外
内 '李

〃斑 411ュ長
良 黒茶褐 暗仄掲 第 8図

S B 125 3 土 師器 一亜 復元完形 [112] (150) 外
内 ハケ、

デ
デ
ナ
ナ

2 mnl長
良 淡責掲 淡黄褐 第 8図

S B 125 4 土師器 十電 完存 137 22 口

面

外
内 ハケーナデ 2 mm長  石 良好 暗黄灰 暗黄灰 第 8区

S B 125 5 土師器 一霊 復元完形 100 (82)
内面 :ナ デ、指 0百漁

4 mm丁霊
良 淡黄褐 淡黄褐 第 8区

6 土師器 ）齢
完存 73 タトlm iハヶ、 ナデ

内面 iハ ケ、ナデ 2 mm長 石 良好 灰 褐 灰掲 第 8図

7 土師器 低脚筑 完存 146 53 グト回 ;ナ デ、 ハ ケ
内 面 :魅 滅 精製土 良好 黄灰 黄灰 S Kl図 第 8図

8 土師器 塊 完存 140 70 デ
デ
ナ
ナ

画
面
外
内

原
痕 微粒砂 良 淡黄 tB」 淡黄褐 第 8図

S B 125 9 土師器 娩 復元完形 110 67 、ア
一ア

ナ

ナ

画
面
外
内

痕
鷹 4 mm長  石 良 淡黄掲 淡黄掲 第 8図

S B 125 上師器 高イ 杯 部 [196] (69) タトDI:準藤力貫
勺面 iナ デ l mm長  石 良好 灰褐 灰褐 第 8図

S B125 11 土師器 高不 完存 133 117 デ
デ
ナ
ナ

回
面
外
内

丁旨頬
2 mm長  石 良好 灰責褐 灰黄掲 S K154 第 8図

S B 125 12 土師器 高 r4N 復元完形 210 146 [135] クトEII:怪占わ蒐内面 :ナ デ、指繭鷹 傲粒砂 見 明黄袴 明黄精 第 8図

S B 125 13 土師器 高杯 杯 部 [190] (46)
デ
デ
ナ
ナ

聞
面
外
内

指 埃 反
精製上 良好 黄灰 赤灰 第 8図

S B 125 土師器 高杯 不部 [174] (67) グト回
内面

デ
デ
ナ
ナ 2 nm長 石 良好 灰 茶 赤 茶 第 8図

S B 125 15 土師器 高 14N
J‖〕イ居吾

`次椙 [195] 4)
クト国 ;唯減
内面 :ナ デ 3 mm長  石 良好 赤茶 赤茶 第 8図

S B 125 と自下器 高杯 tTN部 [151] (60)
クトlBI;'娑 わ主
内面 :F_k減 3 mm長 石 良 黄灰 乳黄 第 8図

S B 125 土師器 高J4( イ部 [155] (78)
クト回
内面
ナデ
陸減 3 mm長 石 良好 淡赤掲 淡赤褐 第 8図

S B125 土師器 高年 (40) [120]
外
内
ナデ
ナデ 4 mm長  石 良好 黄灰 黄灰 第8図

S B 125 陶確器 白4/7碗 復元完形 [165] (07) [82]
回
面
外
内
なこポ出

桁裂砂粒 良好 淡 白黄 淡白黄 第 8図

S B 125 20 上師器 狙[ 1/2 [88] 16 [54] 禽署:卒写
底`ヨ
`叫
転糸切り

7 mm長  石 良好 灰 黄 灰黄 第 8図

SBユ 25 上師器 皿 完存 16 画
面
外
内
ナデ、底部 |」 転糸 切 り
ナデ 特製土 良好 乳灰 黄褐 第 8図

S B 125 ヒlW恭 皿 1/3 [77] 15 [40]
外
内
ナデ、底部 回転 糸切
ナデ 精梨土 良好 乳橙 乳橙 第 8図

S B 125 上師器 皿 4/5 [86] 09 [68]
外
内
ナデ、底郡 回転糸切 り
ナデ 精製土 良 乳 白 乳 白 第 8図

S B 125 瓦器 イ 1/3 [98] (1 7) [40]
タト
内

回 P_‐ ナ デ
同壺たナ デ l mm長 石 良 淡青灰 淡青灰 第 8図

S B125 冗器 不 1/4 [49] (20) 外
内

デ
デ

ナ

ナ 精製土 良好 灰 灰 第 8図

S B 125 須恵質 捏鉢 口縁部 [308] (84)
外
内

回 転 ナ デ
同 転 ナ デ 6 mm長 石 良好 淡青灰 淡青灰 第8図

S B 125 須恵質 鉢 底部 (30) [96] 回 転 ナ デ
旧1転 ナ デ 2 mm長 石 良好 灰 灰 第 8図

S B 126 上師器 甕 日頚部 [192] (60)
舛
沐

ナデ、ハ ケ
ナデ  指・・g崇 3 mm長 石 良 1炎褐 淡褐 第10図

S B 126 土師器 奏 日頸部 [189] (58)
外
内

デ

デ

ナ

ナ 1旨耳百珈げ 2 mm長 石 良好 淡灰褐 淡灰掲 第10図

S B 126 土師器 高杯 IIN部 7] (55)
外
内

ア^
デ

ナ

ナ l mm長 石 良好 1炎橙 淡黄 第10区

S B 126 土師器 高杯 脚柱部 (80) 9]
夕|
内

デ

デ

ナ

チ
↓

↓

ケ
ケ
ハ

ハ 微粒砂 良 淡 黄 淡黄 第10M

S B 126 土師器 高杯 脚部 (78) [130]
クト
内

ア^
デ

ナ
ナ 微粒砂 良好 淡橙 1炎橙 第10図

S B126 須恵器 発 口頸部 [372] (81)
クト
1内

回転 ナ デ 、 タ タキ

「III重 テ十 デ 微粒砂 堅級 灰 灰 第10図

S B 163 土 師器 発 口頸部 [145] (3_8)
タト
内

摩 滅
F_k減 軟 淡責褐 淡黄掲 第12図

S B 163 土師器 発 口顕部 [296] (34)
外
内

ナ デ
良 淡責灰褐 淡黄灰褐 第12図

S B 163 土 師器 斐 同顕部 [120] (58) 外
内

ナ デ ケ
良 淡橙褐 淡黒褐 第12図

S B163 土師器 発 底部 (51) 隋 2]
デ

デ

ナ

十
ケ

良 淡橙褐 淡黒褐 第12図

S B 163 土師器 一電 日縁部 (107)
タト向
内 面 遂奪、
ハケ、指頭痕

良好 淡責掲 淡責褐 第12図

S B 163 土師器 高杯 外部 [226] (68) タト面
丙 面

ナ ラ・ 、
ケ

ケ
ユコェ11

良好 橙赤掲 橙赤褐 第 2図

S B163 土師器 高郭 脚部 (30) [HO] 外 面
内面

デ

デ

ナ

ナ

ケ

ケ
1 mmよ

良好 明責褐 茶褐 第 2図

S B 163 4ユ 上師器 高郭 脚部 (39) 120]
外
内
ナデ、
ナデ、 良好 橙茶褐 橙茶褐 第 2図

S B 163 土師器 坑 口縁部 [144] (43)
外
内
ナデ、ハケ lm]1

良 責灰褐 茶掲 第 2図

S B 163 土師器 坑 1/2 132 79 75
画
面
外
内
ハケ
ハケ

デ

デ

ナ

ナ 微粒砂 良 暗橙 暗褐 第 2図

SB7 土師器 莞 国顎部 [140] (52)
内 面

デ
デ
ナ
ナ 精製上 良好 里 黄灰 第 4図

SB7 土師器 発 口顕部 (52)
画
面
外
内 痕

デ
デ
ナ
ナ 2 mm長 石 良好 白灰黄 乳灰東 第14図

SB7 土師器 斐 完存 130 147 20 ツトmiナ デ
内 面 :ナ デ、ハ ケ、十旨亨百】蔦 3 mm長 石 良好 赤橙 乳 黄 第14図

SB7 47 土師器 発 |]頸言b 142] (47) タトE i 丁ロロ真JP、
内面 :指函痕 、

ケ

ケ 微粒砂 良好 i完黄橙 浅黄橙 第 14LAl

SB7 土師器 発 日頸郡 154] (57) デ
デ
ナ
ナ
↓

↓

ケ
ケ
ハ

ハ

画
面
外
内 3 mm長 石 良好 灰 褐 灰 褐 第14図

SB7 49 土師器 発 口頚部 156] (59) ア
テ

ナ

ナ

団
面
外
内 キ旨奪百ザ臣 2 mm長 石 良 黄灰 責灰 第 図

SB7 土師器 発 口頚都 134] (46) 度
琶
外
内

ケデ
デ
ナ
ナ l mm長  石 良好 黄灰 黄灰 第14図

SB7 土師器 発 日縁部 170] (43) 陣
面
外
内

デ
デ
ナ
ナ mmtt H~ 良好 黄灰 淡茶 第14岡

SB7 土師器 発 口顕部 123] (40) 聞
面
外
内
ナデ、ハク
ナデ mm長 石 良好 黄灰 黄 1/k 第 4図

SB7 土師器 発 EI顕 吉Б 156] (52) 回
而
外
内
す自卿
キ旨帝百羽鳶 mm長  石 良好 暗褐 暗褐 第 4図

SB7 契 上師器 鍵 国顕部 130] (47)
向

面

外
内

デ

デ

ナ

ナ 十旨ψ百ゴ荏 mm長 石 良好 晴黄橙 暗責橙 第14区

SB7 上lll器 充 |]頸月同
=b

(75) タト回 :ナ デ、ハケ
内面 :ナ デ  ケズ I

mm長 石
|

良好 黄灰 暗黄掲 第14図

SB7 土師器 発 日頸胴部 140] (55) タトEl,嘩滅
mm長  石

|

良好 貨灰 黄灰 第14図

SB7 57 上師器 発 口顕部 220] (72) タト巨十,ナ デ
内而 :ナ デ、ハ ケ mm長  石| 良 灰褐 手L黄 府14図
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11 径 器  高 底部径

SB7 土師器 卜型丸底壷 復元完形 [72] (72) 15
外 国
内 商

デ

デ

ナ

ナ 十旨U百痕
良好 女灰 黄灰 第14図

SB7 59 上師器 卜型丸底重 復元完形 [86] 90
クト薗
内而

デ
デ
ナ
ナ

爆
痕 良灯 灰黄褐 賞褐 第14図

SB7 土師器 卜型丸底壺 完存 35 タトtt l 痕

虐
2 mlすミ

良好 淡茶褐 淡茶褐 第 14図

SB7 土師器 小型丸底壺 完存 94 146 方

デ

ナ

十

画
面
外
丙 指繭 FP l nm長 石 良好 乳責 乳黄 第 14図

SB7 土師器 士霊 月同たく言Б (77) [50]
クト商
丙 面

デ

デ

ナ

チ
1耐n長 石 良好 黄灰 黄灰 第14図

SB7 土師器 高不 復元完形 [180] 10 4 117
タトロ■
内雨

デ

デ

ナ

ナ
2 mm長 石 良好 淡黄褐 淡黄褐 第 15図

SB7 64 土師器 高杯 14(部 [202] (47)
タト回
内 面

デ

デ

ナ

ナ 2 mm長  石 良好 灰褐 黄灰 第15図

SB7 土師器 高杯 郭部 [180] (50) 2 mm長  石 良好 淡責褐 淡黄褐 第 15図

SB7 土師器 高年 不部 (73) 7 mm長 石 良好 赤褐 黄灰 第 15Fx」

SB7 土師搭 高杯 杯 部 [172] (50)
クト聞 晴 激 3 mm長  る 良好 茶掲 茶掲 第15図

SB7 上師器 高舅く 杯部 [180] (33)
タト向
内而

デ

ア^

ナ
ナ
↓

一

ケ
ケ 良 黄灰 黄灰 第 15図

SB7 土師器 高 14N ネ 部 [172]
クト回
内面

デ
減
ナ
睦 2 mm長 石 良好 黄灰 黄灰 第15図

SB7 土師器 高イ 14N部 [156] (58) 2 mm長  石 良 kB~ 黄灰 黄灰 第15図

SB7 71 土師器 高郭 TTN部 [222] (66)
グト団
内 而

ア

デ

ナ

十 3 mm長 石 良好 植 栓 第 15図

SB7 土師器 高郭 不部 [136] (34)
タト向 唇 赦 4 mm長 石 良 淡黄 淡黄 第 5図

SB7 上師器 高14ミ イ部 [162] (4 5)
聞
而
外
内

デ
デ
ナ
ナ 精製土 良好 黄灰 黒灰掲 5図

SB7 Й 土師器 高 イ 杯底部 (23)
グトEI
内面 '撃

イ威
産 It

4 mm長 石 良好 R古灰黄 暗灰要 第 15図

SB7 土師器 高杯 脚柱部 (70) 2 mm長 石 良好 黄灰 黄灰 第 5図

SB7 土師器 高 14N 脚裾部 (17)
タト回 l mm長 石 良好 乳責橙 乳黄橙 第 5図

SB7 土市F器 高不 脚裾部 (24) [134]
タトド ナデ
チデ 3 mm長  石 良 淡黄褐 黄灰 第 5図

SB7 上hF器 高不 l・

I「柱部 (73)
タト郎
沐IH

減
減 3 mm長 /‐l 良 乳 貫 き

⌒
第 15図

SB7 79 土師器 高 杯 脚柱部 (94)
クト回
内 面

槻
減

2 mm長  石 良 乳植 苦
（

第15国

SB7 土師器 高杯 脚柱部 (72) [11 飼 5 mm長  石 良好 茶掲 茶褐 第 15図

SB8 土師器 抗 復元完形 130 43 3 mm長  乃 良好 i支責橙 里
一

第 17図

S B10 土白

“

器 発 1司ホ宏著b [158] (2 5)
外
丙 2 mm長 石 良 賛灰掲 黒灰 第 19図

S B10 上師器 奎 口頸部 [166] (52)
外
内
ナデ、
ナデ ケ

4 mm長 石 良好 日き責橙 暗貨橙 第 19図

S B10 土師器 尭 日頸部 [154] (47)
向
面
外
内

デ
デ
ナ
ナ ケヽ

2 mm長  石 良好 淡灰褐 淡灰褐 第 19図

S B10 土師器 高不 不部 [164] (38) 3 mm長  石 良好 袴 橙 第 19図

S B10 90 土師器 高年 完存 157 116 外 面 ;ナ デ、指頭涙 2 mm長 石 良好 乳茶 乳茶 第 19図

S B10 上師器 高杯 杯部 (70)
外
丙
摩
渉 精梨土 良好 黄灰 黄灰 第 9図

S B10 上師器 高 14N lTN底部 (21)
外
内
摩
賠 2 mm長 石 良好 淡責褐 黄灰褐 第 9図

SB 0 土師器 高杯
'不

言Ь [158] (54)
度
正
外
内

滅
波
唯
産 l mm長 石 良好 黄灰 ▼L白 第19図

SB 0 土師器 高郭 脚柱部 (60) 100 l mm長 石 良好 黄灰 黄ス 第19図

S B10 土師器 士軍 完存 80 97 56 2 mmtt TEI 良好 灰茶褐 灰茶褐 第19図

S B10 土師器 娩 完存 13 2 35 外 血
f/NI而

ナ デ
4 mm長  石 良好 黄灰褐 乳灰 第 19図

S B10 須恵器 発 口縁部 [216] (34)
外
内
J転 ナ デ
可転 チ デ 微粒砂 堅緻 緑 灰 緑灰 第19図

S B18 上師器 鍵 口頭部 [124]
外
内

デ

デ

ナ

ナ 微杜砂 良好 橙 笹 第21図

S B18 土師器 発 口頸都 [146]
に
面
外
丙 微粒砂 良好 橙 橙 第21岡

S B18 土師器 発 口頸部 [196] 3 mm長  た 良好 i喪責橙 明掲 第21図

S B18 t師器 高llN 即裾部欠損 14 1 (110)
ナ デ

微粒砂 良好 黄橙 黄栓
趣

孵『
川

剤 第21図

S B24 土師器 斐 口顕胴 部 [136] (138)
舛
広

類  肩 剖
`ハ

ケー ナ デ
2 mm長 石 良好 浅黄橙 第23図

S B24 上師器 発 口頸部 [122] (43)
口毀部ハ ケー ナデ
ナデ 微壮砂 良好 黄権 黄植 第23図

S B24 土師器 ネ 復元完形 153
タト
内
ナデ瓜舌卜ltH味  ホ切 り
ナデ

微粒砂 良好 灰 白 ヽ
活
円
苦 第23図

S B24 土師器 高杯 不帝b [226] (52)
フト回 ア

デ
ナ
ナ
↓
　
↓

ケ

ケ 微粒砂 良好 浅黄裕 黄橙 第23図

S B24 1 上師器 高郭 杯部 [22 8] (38)
タト百写 デ

デ

ナ

チ
↓

↓

ケ

ケ 微粒砂 良好 浅黄橙 貨橙 第23図

S B24 2 土師器 高杯 杯部 [186] (56)
タトぼ
|Å▼

デ

デ

ナ

チ 微粒砂 良好 仄褐 灰褐 第23図

S B24 3 土師器 高 14N ll都 (92) [138]
タト
内

FE旨トハケ
ケズリーナデ 微粒砂 良灯 H旨栓 第23図

S B24 4 土師器 高 不 脚部 (65) [106]
クト山
内柏

デ

デ

ナ

ナ 3 mm長 石 良好 橙、掲仄 橙 第23図

S B24 5 土師器 高邦 脚 部 (82) [120]
デ

テ

ナ

十

回

面

外

‐大‐
6 mm長 石 史好 惜 橙 第23図

S B24 土師器 高t45 脚 部 [118] 微糀砂 良好 i支貨橙 浅黄橙 第23図

S B24 須恵器 イ 底部欠損 [104] (40) [72]
クト雇ヨ ; ]転 ナデ

2 atal長 ・石 良好 灰 灰 第23図

S B33 土師器 発 口縁部 [158] (34)
タトEI
内帝
ナデ
ナデ 精製上 良好 淡褐 淡褐 第25図

S B33 土師器 発 □顕部 (49)
71 デ

デ
ナ
ナ 3 mm長 石 史好 淡赤褐 淡黄褐 第25図

S B33 上師器 甕 回頸部 126] (35)
外
内

JIA‐ナ デ 、 淑 音
'ハ
ケ

~「
4予 P_k,証  軍膏言け旨市百症 2 mm長  石 良好 淡褐 淡褐 第 25図

S B39 12] 土師器 発 日頸部 (38) 2 mm長 7-I 良好 背
⌒

黄栓 第27コ

S B39 土師器 尭 口頚部 13 0 (43) 2 mm長 石 良好 黄栓 黄栓 第27図

S B39 rL師 器 菱 同顕部 (80)
タト
メ「

国稼 ナ デ  顎  肩 罰∫ハ ケ 2 mmtt Fi 良 淡黄茶 淡女灰 第271選 I

S B39 土師器 高イ 杯部 (51)
タト 良好 責栓 黄褐 第27図
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S B39 !LHl'P干 ittl l( ll(都 60 (58) 3 mm長  石 良好 ΠttttJ H音褐 第27図

S B39 LlFli器 高年 イib 制 (53) l mm民 石 良好 橙 第27図

S B39 ヒ側i器 高 不 」/1ミ都 [160] (58)
デ
デ
ナ
＋

４
ｊ
外
内 3 mm長  石 良好 H苦褐 暗掲 第27怪 |

S B39 土帥朴 高財〔 II(音[ [170] (52) 4 mm員 石 良 晴掲 橙 第27区 |

S B39 !二 R柄イ辞 高不 脚柱部 (4 1) [104]
デ
デ
ナ
ナ 微1/砂 良 淡黄掲 淡黄褐 妨27図

S B39 須悪器 EIネ求古b [262] (56) 微粒砂 良好 明灰 明灰 第27図

S B4字 「
「i師 器 ittJlく 完作 17 5 123 クト山 ;ナ デ

4 mm長  石 良好 橙 賛権 第29区

S B52 土mi器 高舅( 14N引

`

[160] (37) 3 mu「こ ィ〒 良好 淡責茶褐 淡女茶 TcpJ S K227 熟31図

S B52 |:阿,器 高年 イ部 16 0 (27) 凸 而 :チ デ 3 mm長 石 IL好 ‖占坊ミ掲 l ur赤掲 S K227 第31図

S B62 上帥器 発 国頚部 3] (197)
クトml:ハ ヶ→ナデ

5則J長 石 良舛 黒灰  赤袴 灰責不 第33図

S B62 上冑‖f器 発 |と1子貞;脩 185 (77) 4則1長 石 良 乳灰黄 乳灰貰 第33J

S B62 !L師器 光 に1頚部 21 2 (103)
タト「と|
「大十iTfi

ナデ
ナデ

4 nlm長
良 |た女掲 淡黄 fL」 第33図

S B62 38 上 l ll器 益
「
1頚刊; [160] (80)

団
而
外
‐火‐
ナフ‐、 打I「肝いハケ
ヘラケズ十

'→
十デ 良 乳灰茶 乳灰然 第33∃

S B62 「 mi器 尭 口昇i=` [192] (63)
血
帝
外
内
ナデ
ヘラケズリ→ナデ 3 mn長 石 良攻F 灰黄褐 灰 ft lP」 第33図

S B62 上 lt i器 発 |ヨ顕音ト 178 (73)
タトJ:ナ デ、 4W常

`ハ
タ

l mm長  石 良 乳赤掲 乳赤褐 第33囚

S B62 1 土 白F器 日頸吉L [158] (56)
外 HI;ナ デ、類 郡ハ ケ
大i ll:ハ ケ  チデ l mm長  石 良好 淡灰茶 淡灰泰 第33図

S B62 上師器 発 ヨ顎椰 178 (58)
タト向 ,ITi取

6 mm長  4~l 良真F 淡 黄 1炎貰 第33妥

S B62 3 LF市 7ヽ 発 日縁4` [158] (30) 内 而 :十 デ 5 mm長 石 良灯 灰 黄 灰 貢 第33区 |

S B62 Ji師イド 覧 I頚部 [188] (6 2)
世
帝
外
内

ケ
デ
ハ
ナ l lln長  石 良好 賛灰 黄灰 第33阿

S B62 [:1市 器 光 日頭部 [152] (82) 2 mm長 イ耳 良灯 批灰 淡」t灰褐 第33図

S B62 「L1liそ洋 発 L十子Aヤb [208] (58)
クト「ロ lr lJx

2 mm長  石 史灯 茶褐 祭褐 第33ぼ |

S B62 147 十二1市朴 高 ll( 完存 15 8 119 110 l mm長 准i 良好 黄茶褐 貰茶栂 殖33区 |

S B62 Hli器 高身` [168] (48)
硼
而
外
‐大‐ 3 mm長  石 史灯 ▼L茶 褐 赤 ILJ 第33図

S B62 土rll器 完存 10 6 54
クト聞 ;ミ カキ、ハケ Ｈ（

史町 手しデt方( ▼Lコ子坊ヽ 第33凹

S B62 150 上師器 チ苑 完存 10 2 51 20 粘製 | 良″F 恭褐 茶倒 第331N

S B62 に師器 塊 完存 113 56 45 タトIm
I大十F百

ナデ、ハ ケ
ナデ 精製二L 史女1 灰 掲 灰コ

`掲

第33図

S B62 152 司i師 器 完存 10 0 56 25 粘製 土 良灯 恭褐 恭 lL 第 331Ц

S B62 153 上 l ll器 甑 底部欠損 26 0 198 外
山

ナデ、ハ ケ
ナデ  指 m Frj 3 mm民  イ 良 橙 橙 狛34図

S B62 154 L,W1/. 甑 底
‐
l」欠損 [232] (238) 3 mm長  石 良 貨灰褐 htttLD 第34図

S B62 Jil市 器 frA 氏部欠損 [242] (149) 6 mm長  石 良灯 暗灰乳茶 暗灰二L茶 第34 EI

S B81 土IW器 71_

「
13領吉情 [240] (49)

脚
而
外

十六‐ ナ デ
2 mm長  石 良灯 晴黄橙 1言女橙 第36Ⅸ I

S LRT器 犯 日頚部 [116] (3 7) 2 mm長  石 史灯 i支丈橙 ,支Ⅲt橙 第36図

S B81 に師器 十堕 EI十衣;b [149] (37)
クト1在 | 唯 加

微粒砂 良灯 1炎褐 白褐 第36図

S 上町F器 小型メし底と,
1松 助 削∫ (130) 25 2 mm長 イf 良灯 淡黄褐 淡黄褐 第36凶

S B81 JJヽ器 高杯 先存 94 137 125 クト1汽 | ケ→ナデ
2 mm長  石 良攻F 鋭|, 黄植 第36図

S B81 ■師器 高不 完作 146 11 9 112 画
面
外
丙

ケ

加
ハ
眸 2 mm長  石 良好 茶褐 恭褐 第36図

S B81 二し宮i朽 ?浄 高 1/1〔 復元先形 [142] 125 96 精型「 史灯 女茶掲 弦茶褐 第36図

S B81 LH市器 ittllN 復元先形 116 [100]
クト|IH IFわ■

3 mm長  石 良好 IIPl褐 貰掲 第36図

S B81 土師器 i苛舅( ll(帝ト [156] (51) l mm長  石 良灯 一人 貢本 ▲弗

S B81 こし1liセ干 高 llぐ llN部 15 0 (70)
クト141
1本 而
ナデ、指/t猿
ナデ 2 mm長  え「 良好 黄灰 赤茶 第36図

S B81 上 1師器 高イ ll(部 [156] (51) 微粒砂 軟 明構 明袴 第36図

S B81 と師器 市舅く ll「●:部 (102) 135 3 mm長  石 良灯 茶褐 恭初 第36図

S B81 上 1市器 高 lTN 1即たた告

`

(69) 90
クト山1 貯 成

3耐m長 伯 良好 黄茶褐 黄茶褐 第36区 |

S B81 70 と師器 高イ 脚イ主古Б (57) 98 5 mm長  石 良 丈茶掲 黄茶掲 第36図

S B81 71 「 P市器 高年 脚オ|:部 (66) [113]
クトにI 晴 F・X

2 mm長  イ「 良 乳 黄 乳女 第36図

S B81 上山「器 高不 脚lT裾都 (39) [120] 精製土 良好 黒灰 ずこ茶 第36図

S B81 73 L・ II器 駄 復元先形 248 26 0 90 微粒砂 良灯 1炎主 淡女 第36図

S B81 Й 上師器 「]″常柘 [156] (55)
クトltl

3 mm長 石 良次r 祟灰
一人 第36図

S B81 75 上師器 先 存 112 52 淋青ウ起士: 良好 黄灰 ユユこ灰 第36図

S B81 紡鉦車 1/2 [33] 18 [50]
クト直I
内 hi

デ

デ

ナ

ナ 微粒砂 良好 1支女怜 浅黄袴 第36図

S B82 7 発 ||,IttL [186〕 (51) 3山1長  石 良次F 明責 H帝コイオ今 第38封

S B82 Jitlll Ff irJ 14〔 ネ都 (74) 3m‖ 長 石 食好 い

`橙

橙 第38図

S B93 に ll 1/1 itt lfく 復元完形 142 H6 90
血
面
外
内

IT Trk

l■ ,疵
2則J長 石 史 茶 lLJ 恭褐 第40¬

S B93 180 i再ナ不 イケうと先形 130 12 2 98 2 ml長 イ R 茶 拙 茶掲 第401コ

S B93 に,illイ洋 ||ネよ

“

L 14 (38)
クトに1

「
学瀬

微粒砂 良灯 i貨 賛衿 晴貨栓 第40区

S B94 lil‖ i器 変 「 1取部 (69)
外

‐ス‐
2 nw長  ィ1 史好 Ⅲ【灰倒 lt ttTEJ 第42XI

S B94 lit‖サ|; l l lH謝

`

20 9 (57) 2 mm民  イi 史次r 掲 褐 第42図

SB銘 184 ti,1'器 尭 「J如 部 70 (42)
外

―スー

|ヤ !llfk

,4)虚 3 mm長 石 1せ好 ‖I貰樹 Jt椅 第42Ⅸ

S B94 分(忠器 |十ホ衣十∫ (64)
h‖ れた十デ 傲 ll砂 IIれ次 ‖ヤドテナ天 総 灰 体”
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出土遺物観察表 土製品

遺構名
|「 アJッ ド名

告

号

報

香 種  類 器  種 残 存
法量(cm)[推定値}(残存値)

Jil裕 特徴 】合  「| IJL 成 外面色訓 内面色調 備  考 ぼl 版

日 径 器  高 底剖
`径

S B94 186 須恵器 高 14N 日縁部 [162] (46)
タト画
メ1雨

軟 ナ デ

転 ナ デ
微粒砂 堅緻 暗青灰

里
一
ｉ
同 第42図

S B95 土師器 斐 回取引∫ [185] (50)
画
面
外
内

ケ

ケ

デ

デ
3 mm長 石 良好 灰 貢茶 灰黄茶 第44図

S B95 土 F顧器 尭 口頸部 [144] (60) 4mmtt κ 良好 女灰 黄灰 第44図

S B95 :LRT宅〔 発 国頸 Illl部 [12 4] 7) 待需:卒蚕 ヶズリ 4 alnl長  石 良好 乳栓灰 淡黄灰 第44国

S B95 190 土師器 完存
外 I笥
内 而
ナ デ
チデ

微粒砂 良灯 1炎茶褐 淡恭褐 第44図

S B95 土師器 坑 1/2 [125] (56) クトHl iナデ、市唄猥
内面 :ナ デ 精製上 (金 ) 良好 淡茶掲 淡掲灰 妨44図

S B95 土師器 1/2 [125] (51) ア
デ
ナ

十

画

面

外
丙 万́ラヾ 1

良好 黄褐 黄掲 第44図

S B95 193 上 師器 塊 1/2 4] (49)
画
面
外
内 十デ  オ旨0百』 精製土 良好 淡褐灰 乳黄掲 第44図

S B95 194 土師器 筑 国縁部 10] (53)
外 面 ;ナ デ 、 指 ntl及
内 面 :チ デ 2 mm長 石 良好 茶 TBJ 茶掲 第44図

S B95 土断F器 手盤ね 2/3 25
タト血 :ナ デ、指駅狼
丙面 :ナ デ、指¨痕 3 alll長  石 ミ好 褐 旧 第44図

S B95 須恵器 郭蓋 復元完形 [140] 46
クト画
内而

スケヘデ
デ
ナ
ナ
転
転
回
同 精製上 堅緻 黒灰 灰 第44図

S B95 須恵器 杯 蓋 日縁部 [135] (33)
ア
テ

ナ

十

憾
手
口
耐

脚
面
外
丙 精製土 堅 緻 黒灰 黄灰 第44図

S B95 須恵器 IfN身 口縁部 [126] (48)
面

面

外
丙

回 !稼 ナ デ  ヘ ラ ケ ス
lFI壺 テ十 デ

精裂土 堅緻
一人 灰 第44図

S B95 須恵器 杯身 国縁部 [11 4] (47)
タト窟
丙 雨

1転ナ デ  ヘ ラ ク
司壺たナ デ

3 mm長  石 堅緻 灰 背灰 第44図

S B95 200 須恵器 一空 ロホ及吉る (34)
クト回

H家 ナデ
2 nm長 石 堅徹 背灰 黄灰 第44図

S B95 須恵器 士霊 国縁部 [134] (53)
タト向 ア

テ

ナ

十

啄
離
回

団
2 mm長 石 堅級 灰 灰 第44図

S B95 須恵器 十霊 日要胴部 [150] (105)
タト四 四 堅 ナ ア 3側1長 石 堅 緻 Hき灰 Hき灰 第44図

S B95 須恵器 剋 胴郡 3)
タト再ヨ 回転 ナデ カキ メ、界l突叔 精製土 堅級 灰 灰 円Tし 1 5cm 第44図

S B97 204
=ヒ
師器 甑 口縁 i馬 [196] (112)

外 血 :ナ デ 、 ハ ケ
I大 I面 :ナ デ  ハ ケ 7 mm長  石 良 暗褐 淡掲 第46図

S B97 上師器 甑 llt部 (34) [96]
タト向 〕竺 flk 微粒砂 良好 責橙 橙 第46図

S B97 と師器 4 口顕都 [266] (59)
ケ

ケ

向

面

外

内
2 mm長 石 良女F 赤裕 明黄褐 第46図

S B97 207 上師器 高不
"ボ

とЬ [188] (87) 】青梨「し 良 明褐 明褐 第46図

S B97 土師器 高ネ 脚都 (75) [112]
クトロ∬
山 而

ナ デ 微粒砂 良好 白栓 橙 第46図

S B97 土師器 坑 十ヨネス吉Б 2] (56)
外 曲 FT旗 微 *1砂 良 白掲 栓褐 第46区

S B97 須恵器 郭 身 体部 (30)
外
内

ア
デ
ナ
ナ
転
転 微粒砂 堅撒 灰 灰 第46+ZI

S B102 土師器 箋 EI顎吾Б [197] (65)
向
面
外
由 微粒砂 良好 黄灰 責灰 第48図

S B 102 土師器 発 日頭部 [194] (40) 4 mm長  石 良好 H帝 黄オす R寺責橙 第48LXl

S B102 上師器 高145 夕く言L [142] (43)
外 面
内 面

ナ デ 3 mm長  石 良好 橙 栓 第48図

S B 102 土 師器 高イ 復元完形 [158] (91)
外 山
山 而
ナデ
チデ ガ キ

微粒砂 史好 橙 橙 第48図

S B102 t師器 高郭 14N部 [201] (78)
回
葡
外
内
ナデ、指 HR l「k
ナデ

微粒砂 良好 橙 栓 第48凶

S B102 土師器 高 IIく 凹住部 (64) 88
向
面
外
内

原
減

2 mm長 石 良 橙 栓 第48図

S B102 土師器 高不 脚基部 (58) l mm長 石 良好 橙 橙 第48図

S B 102 上 lT器 手捉ね 完存 20 15
面

百

外
内

ナ デ 、 指 吸 反
チ デ  脂 輻 TF 4 mm長  石 良好 浅 黄 灰質 第48図

S B102 220 須恵器 ネ 身 口縁部 |[120] (44) [70]
外
丙

回 砿 ナ デ  ヘ フ ケ
同 転 ナ デ

5 mm長  石 墜緻 青灰 暗青灰 第48図

S B 102 須恵器 不 身 日縁部  |[112] (31)
タトH

「付H
幽 聴サ デ

十司転 ナ デ
4 mm長  石 軟 緑灰 ナ天白 第48図

S B102 222 須恵器 高イ 口縁都 |[151] (33)
タト向 に転 ナデ、決状枢 微粒砂 堅緻 緑 仄 灰 第48図

S B 102 須忘器 一霊 復元完形 |[170] 10 0
百

話
外
丙
回転ナデ カキメ、‖口さ日
偏I●Iテサ デ  オ旨▼百ポご 微泣砂 堅徹 灰 灰 第48図

S B103 225 Jl師 器 発 回頸部  [216] (45)
外 面 iナ デ 、指 颯 猥
内 面 :十 デ  ハ ケ 2 mm長 石 良 淡灰 IB」 淡灰褐 第50図

S B 103 ±lW器 差 EIttBFl部 |[198] (130)
夕|
広
ナデ
ナデ、ケズリ

l mm長 石 良好 灰茶 灰 黍 第「JO図

S B103 227 土師器 発 日頸郡 |[186] (47)
デ

デ

ナ

ナ 3 mm長 石 良lf 灰責掲 黄褐 第50図

S B103 228 上師器 菱 口顎胴都 |[172] (73)
デ
デ
ナ
ナ

国
雨
外
内

4 mu民 石 良灯 暗黄橙 責褐 第 50図

S B103 土師器 口縁部  |[78] (42)
外
ぬ

グ
ケ

デ
デ
す
十 微粒砂 良好 黄橙 黄栓 第50図

S B 107 上1碩器 発 口頚都 [14,0] (47)
外
内

|ト ラド 、 ケ
ケ

l mm長 石 良好 明茶掲 明茶褐 第52図

S B 107 七師器 発 口縁部 156] (2 7)
外
歯
ナデ
十 デ

5 mm艮 石 良好 灰茶褐 灰茶褐 第52図

S B107 土師器 妻 日縁部 [206 (34)
外
内
ナデ
ハケ→ナテ

2 mm長  た 良 暗赤褐 桂 第52図

S B 107 233 土師器 発 回顕部 (46)
デ
デ
ナ
ナ

画
面
外
内

l mm長 石 良IAr H占茶 IFJ H音茶掲 第 52図

S B 107 土信W器 lte 復元完形 1 130 66 微粒砂 良好 橙 橙 第52図

S B107 土師器 高 LIN 杯郡 166 (55)
クト顧写 デ、指 WI猥 微粒砂 良好 暗茶褐 暗茶褐 第52図

S B107 土師器 高 lTN 脚柱都 (53) [88]
タトr
山〒
ナデ
ナデ

微粒砂 良 槍 暗褐 第52図

S B108 上師器 発
「
1取きb 20 0 (42)

画
面
外
内
ナデ、
ナデ

3 mm長 石 良好 淡黄 淡妻 第「D4Xl

S B 108 土RW器 発 口頸部 [219] (48)
向
面

波
減

2 mm長 石 良 茶 梱 茶褐 第舅 図

S B 108 土師器 鉢 口縁部  |[230] (59)
タトE ア

テ

す

ナ 微粒砂 良好 褐灰 RttIBJ 第54図

S B108 240 土師器 高liN 脚柱都 (59) 3 mm長 石 良 槍 栓 第M図

S B 108 土師器 高不 】ll芝き音b (1
クト向 ;墜滅 微粒砂 F_好 淡黄 4LJ 淡黄褐 第54区

S B137 土師器 寛 完存 82
タト向 iナ デ、ハケ
内而 :ナ デ ハケ、指亜痕 良好 赤 褐 赤褐 第56区

S B 137 七mi器 究 口顕部 [130] (41)
滅
疵
摯
座

血
面
外
内

2 mm長 石 良 淡茶褐 淡褐 第 561kl

S B137 _L,WFi辞 充 口頸都 4] (35)
回
面
外
内 Pf I・ k

3 mm長 石 良好 暗 tr橙 褐灰 第56図

S B 137 i宮下器 高 llミ 」4(言

`

104 (56) 1側n長 泊 良 淡赤褐 焚褐 第56区 I
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出土遺物観察表 土製品
遺帖名
|(アリ,ド 41

報Pi
番号

種  類 器  種 残 在
共呈(cm)[推 定値](残 存値)

司可14  1+仙 胎  | 慌  成 夕村白F色訓 内hf色調 怖  考 |ア| 1板
H 径 器 i苛 底剖

`径
S B 137 に師器 高ll( (38) [150] 「Al � :チ デ 微粒砂 良好 Hn黄 栓 lll女栓 第 56図

S B 137 247 察恵器 士空
「

|ネゑib [120] (35)
デ

予

ナ

■

怯
岳
回

ｍ

回

而

外
丙 2側nl_ 石 堅級 ,天 灰 第561XI

S B 131 土 ,市器 斐 Lほ賃月llttБ [160] (89)
タト山 ;ナ デ
内 ffII:ケ ズ ,→十デ 3山m長 石 良好 ‖き茶褐 陪茶褐 第58図

S B 131 須思器 不需 1/6 [146] 41 デ
デ
ナ
十
は
Ｆ

ｍ
前
外
丙 3 mm長 石 堅級 ナ天 灰 第弼図

S B 131 須恵器 不蓋 1/5 [130] クト曲 ,い 転 ナ デ  ヘ ラケス リ
I大I而 :司 範ォチデ 微tr砂 堅様 灰 灰 第58図

S B13〕 須恵器 lfN需 4/5 40 タト「団 ;J転 ナデ  ヘ ラケス リ
3 mm長 石 堅徹 緑夙 灰 第58図

S B 132 土師器 発 □甑胴 ξЬ [150] (120)
タト市|;ナ デ
内而 :ケ ズ リ→ 十デ 3 mm民  石 良好 灰茶褐 灰茶褐 第58図

S B 132 253 土師器 発 口頸部 [154] (64) は
晰
げ
指

‐Ｉ‐‐
而
か
内 2 1mi長  石 史 淡茶掲 淡茶褐 第58図

S B 132 254 土師F器 菱 回頭都 [212] (38)
デ

デ

ナ
ナ

向
而
外
内 4 mm長 石 良好 橙 人

， 第弼図

S B 132 土師器 発 「」頚部 [172] (51) ツ
テ
ツ
十

円
面
か
内 21111長  石 良好 i喪女橙 i喪貰植 第58図

S B 132 256 三LR市号岸 十互 (68)
クト直,|ナ デ、ハ ケ
内面 :ナ デ、 ハ ケ 微粒砂 良好 黄橙 i支責袴 第58ぼ |

S B 132 257
=L師
器 高不 イ〔部 [165] (48) 取ツ

デ
ツ
チ

円
�
か
内 2111長  石 史好 赤木TBJ 赤茶掲 第58図

S B 132 258 iL師 器 高ネ イ部 [186] (66)
タトVll i lヂ llrk
内 市 :陸 滅 微 li砂 良好 怜 椅 第58図

SB3 Ji師 器 発 日顕部 4] (66) ゾ
テ
ツ
チ

Ш
面
朴
【 良好 明黄褐 明費褐 第60図

SB3 土師器 寛 日顕都 [170] (81)
クト向 ;唯 Ffk

2山n長  石 良好 淡う【 浅責栓 第60図

SB3 土 R扁器 発 口頸Л同部 [194] (165) 狩而 :チ デ 4 mm長 石 良好 栓 橙 S K206 第60図

SB3 上 F市器 犯 国頸部 [17 1] (86)
フト1何 :ナ デ、類 II`ハ ケ

2 mn長 石 良好 浅黄橙 i曳賞栓 第60図

SB3 LE市器 艶 口頸部 [164] (41) 3 mm長 准| 良好 淡 黄 淡史 第60区 I

SB3 上RV器 発 □Jfl部 [156] (36)
タト向

'↑

F・k
微杜砂 史灯 淡貢 灰 白 第601xl

SB3 土師器 一里 口頸司
`

[136] (73) 内 F而 : チ テ・  1旨可百】言 3 1nl長  4「 史好 明赤褐 ‖音1登 第60μ l

SB3 土師器 十堕 1/2 [97] [30]
外
山 3 ntnl長  石 良 褐灰 浅責栓 第60図

SB3 土帥器 高 rTN 不 柱司; 140 (88) 内 i“ :ハ ケ→ 十 デ 微粒砂 良灯 暗責橙 暗士椅 第60メ I

SB3 Lhll器 高 14( 復元完形 16 2 12 0 [115] ア
一す

ナ
■

‐ユ‐
�
外
丙 3 mm長  石 良灯 暗 構 浅女栓 第601ヌ |

SB3 illl淋 高杯 復元完形 16 2 114 5則n長 石 良狂〕 i莞黄栓 H音 Ⅲfl今 第60図

SB3 上師器 高杯 復元先形 [185] [124]
オ
十

旦
帝
外
丙 8 mn k 石 良好 朔 ltJ 明掲 第60図

SB3 ととRT!∫ 高不 脚柱部 (64) [120]
山
而
外
内
ナデ
ナデ 微粒砂 良攻r 灰 女 第60区

SB 上師器 高イ 脚柱部 (81) [136] フ
一す

フ
十

四
而
外
‐大‐ 微粒砂 良好 イ費すt桂 浅士朽 第60図

SB 土lllイ【 盗
「
I=質吉ト [142] (58)

血
而
外

‐大‐
ナデ
十 デ 微壮砂 良好 陽灰 淡責 第62図

SB 上,V器 発 日取部 [162] (50)
タトml

微粒砂 良好 浅黄橙 第62図

上 RF器 発 日顕部 [160] [161]
タト曲 ;ハ ケーナデ
I大 而 :ハ ケ、 ケズ 1, 2 nnl長  石 良好 i支茶褐 浅茶褐 第62RI

277 L師器 小型丸底乾 完rF 114 タト聞 ;ハ ケ、 ナナ
微粒砂 良好 ffll茶掲 暗茶ff」 S K19 第62図

278 と師器 高 lTh 林剖∫ [167] (60) 外

“

;ナ デ 、 ハ ケ
内 而 :ナ デ  ハ ケ 3 mm長 〔 良好 袴茶掲 怜茶褐 S K19 第62図

279 土師器 高 lf ll裾部 (27) [148]
「
71而 :十 デ 微粒砂 良好 i支夢f'燈 i甕女椅 第62J

280 土帥器 高 llヽ 脚柱部 (70) [120]
テ

デ

ナ
ナ

向
而
外
内 4山n長 石 良灯 H帝黄橙 灰ft褐 第62図

土前j器 高 不 脚柱郡 (64) [98]
デ

テ

ナ

十
↓　
↓

ケ

ケ

ハ

ハ

同
而
外
内 良 晴極 悟 樽 第62図

須恵器 ネ 券 体部 (36) 団
而

外

内
回 1蛋 ナ デ

向 rrナ デ 2 mm長 准f 堅緻 灰 灰 白 第62X

須恵器 イ ホ EI千 帝々Ъ [120] (47) ツ
トす
ツ
チ
“
彬
凹
画

山
面
か
内 微粒砂 堅級 青灰 灰 第62図

須忠器 LINホ に町求那 [136] (4 5)
タトrr i回 ]五 ナデ
内 fm:司壷

=ナ
デ 2 1lul_ 石 堅級 )天 一人 第62図

須憩器 JfNと 日縁郡 [134] (47)
ツト臣I:回 ″(ナ デ
内 � :同 壷テ十 テ 21u長  不 堅級

'天

ナ天 第62ヌ |

SB 須忠件 杯蓋 [1縁 部 [102] (3 9)
外
内

回 怯 ナ デ
同 転 ナ デ 2硼』長  卜「 堅散 灰 灰 第62図

須忠器 高杯 脚部 (49) [72]
タトllt i旦 堅 力 千 メ  ナ デ
内 前 :同 市テ■ デ 2 nJl長  石 墜級 灰たI 灰 舛62図

288 須恵器 究 日縁部 [146] (39)
回
而
外
内
回 |・ Nナ デ
l「 1転 ナ デ 精 製 Ji 堅散 灰 灰 第62図

SB5 289 土mi瀑 発 日顕士L [168] (59) 内 面 :十 デ
4 nIIミ

良好 明丈精 明黄橙 第64図

SB5 290 上帥器 尭 口頒部 [148] (52)
タトaJ十 :,T Itk

3剛 F_ 巧 良好 黄栓 思掲 第64図

SB5 L師杯 一竺 日縁都 [122] (45) ］
而
朴
【 微粒砂 良好 構 イ炎栓 第64図

SB5 Ji宮市?尽 甑 日
～
硼同|ほ [217] (175)

タト「薗 ,ハ ケーⅢナデ
内 面 :ナ デ 精製土 良好 淡茶傷 ▼L白 掲 第64図

SB5 上R市器 娩 日縁部 4] (35)
|六十rfi 微粒砂 史灯 袴 栓 第64図

SB5 2銘 上LI市そ辞 高 llヽ 脚柱部 (7 [103]
タトlm;貯 減

微粒砂 良 llT 袴 橙 妨64図

SB5 独忠器 14く身 1/2 [110] (50) 内 inl:回転 ナデ、
に普RI耳 1市テヘ ラケ ズ |

3 mm長  石 堅級 灰 灰 一ル

SB5 296 須恵器 不孫 日縁部 [156] 微粒砂 堅緻 灰 サ天 第64図

SB5 須恵器 IL 「十キ豪常b [84]
タトIJ:」耳唄ナデ、波状枚
内而 :同 』テチデ nlnl長 石 堅徹 灰 lil緑灰 第64図

SB5 298 須志器 充 口縁部 (54) ア
デ
ナ
十
嫁
締

画
面
外
‐大‐ 微粒砂 略級 陪灰 情緑灰 第64図

S B13 上 Rl器 尭 日致部 [154] (53)
タト血|;摩 淑

in長 石 良狂ト 俺 椅 第66区

S B13 発 口縁部 [120] (37)
ア
チ

ナ

十

ｍ
而
外

‐大‐ nm長 石
|

史好 明 rtJ 灰 褐 第66図

S B13 mi器 究 回縁部 [166] (39)
タト薗1:略激

mmtt fi 良好 橙 袴 第66図

S B14 304 mF器 45 タトFi ;ナ rイオ斑
llnl長  石 良狂ト 明tL」 灰 褐 第68区 |

S B14 好t,よ洛 去
址 4)

タトml,伸 ほ ナデ
山而 :巨 |け チデ mm長 石 堅徹 灰 )人 ‘”

S B 14 306 額忠器 高 14( 日縁刊; [136] (56)
ツトΠ刊 i'J呟ナデ、 次】人根

mm長 石 呼檄 ‖汗灰 悟紙〃( 第68区 |

S B16 307 ■,V器 発 日

“

1都 [216] 4)
タト|れ ,IT)主
1大 IF布 :μとT・t nlnl長 石 良 1炎ナ天Jt 黄灰 狛70�
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出土遺物観察表 土製品
ク
＝
に―

様

各 41  サザi 沼十 IL す党  r「
ツt l じ11'[ll化 ,と布|「 ]|'耗イド布II I

訓 14 1子徴 怖  | llL I丈 クト由色1削 1勺 hi色嗣 れll 老 1対  版
|| イ千 ナ式許

`イ

子

S B16 梵 十1}∫ 1汗悟 [11 6] (4 2)
クトmlナ デ、ハケ
Iソ
、「li:チ デ 4,inに  イi ,炎 I(|イも 淡 |十二ltJ 第701文

S B16 十如肺」打

`

[1 2] (140)
クト

“

I:ハ ケ
入
l �F: :!!ケ ズリ 4山 nl〔  イ

'プ

(」 〔 灰 仕 テ7()IX

S B16 ml器 ■ |十

`Υ

(if` 4] (35) 竹埋 |:(令 ) ▼L比
'天

イリ:ど :'ノ ( 第70 XI

S B16 31] ||」 (帝

`

[104] (48)
クトn iァ 、ヶ
t入1市 :ナ デ  】脅

'ri,

lli芽建 」tttr
'天

ずf 第70文十

S B16 ||」貨胴i‖
`

(80)
タトniナ デ
1入 I面 :ナ デ  1監 lrrJ 3 mm長  イ rtlk「 淡」t ltJ 淡 Ⅲ【ftJ 妨70Y

S B16 〕〔古L [188] (71)
クト‖H i フ

~ラド、 1ドツ】I羽
[�nl_ イ 1と攻! ||〔 1天 第7団�

S B16 314 | キi衣存

`

4] 3)
デ

デ

ナ

チ

外

十人‐
lm山 民 イ 淡ザ( 第701対

S B16 成部 (50) 43
外
内

デ

デ

ナ

ナ 2山n IE イ IT'天 Jl ‖Iナプ( 狛 70 XI

S B16 ⅢF粋 |ゞ∬ナィ( イ猛う亡うと州ψ [187] 132 [125]
ツト‖11;″r,k

41“ nlモ  イ It 恭 LJ J:恭 rtJ 第70X十

S B16 317
'lFイ

|| ljナ ィヽ [190J (41)
1与 :オk 7 mmk イ 史11 淡ザⅢ 第70X

S B16 山「イ| 高ll( 町`士
`

[15 4] (5 3)
外
山

激
ｎ
ｒ
よ 1 イI 史 fしよ !!「 功j701XI

S B16 山I器 1-1)イ ( |イ (甘

`

[15 8] (37) 2 mm氏  イ 史41 淡Ⅲ

`

第701H

S B16 Iイ ( |イ (I低 [170] (3 6)
クトInI 1字 :注文

2n,ol lt イ 淡Ⅲ

`

第70 XI

S B16 1l14N 〕イ(許L [138] (53)
ナ デ 、 指 It力 t

5 nlmit  イ「 史攻r )`偽 )(イ LJ 第 70Ⅸ I

S B16 側∫器 il可
|イ ( 脚オ→:郁 (56) [128] 「Hi),:イ ル照 2,inlt イ 11'了 Jt掲 第70 XI

S B16 llぢナィ( 法‖ti:那 (90) 118 外内 4 unl〔  イ 淡 A褐 淡Ⅲ【lt」 第70刈

S B16 百町( V寸∫11i:if` (56) [126] 「
H ilT'文

lliウ世 R攻「 淡Ⅲ【木 i炎 Ⅲ【木 妨70X

S B16 千■T十
| |ホ水サ1肘 11' (60)

ナ
斗

外

‐火‐
〕Hllti保

4叫mlt イ |`lt了
一人 第70文 |

S B16 独忠器 把 た有 105 112 40 11■ナデ、波】人紋 1▼

'寅

オて
r‐ デ  帝れ,1● 3 mmと t イ !士市文 )ノく 1炎

'天

円丁し1 lcll 第70メ |

S B16 327 分Ⅲよ41 サL 1 丼衣汗Lク (す 11 (93) 40
タトn ilは ナデ、波】,(棋 ll突叔
クタキ

十人|lhi! チデ
3111t イ 「卜れk 1天 灰 〕丁L13cni 狛70X+

S B16 かけよ搾十 iIIほナィ 〃‖|:芦 b (61)
デ
デ
ナ
ナ

外
十六十

ホ,i芽と| 1火 灰紫恭 t701XI

S B16 ●
い

ナィ(身 十縁剤
`

[105] (54) [50]
外
山

引ゥ〔ナ ナ
21〕 ll k イ 「士lJ文 扶 灰 第70�

S B17 交 I IIザ
「
干
`

[150] (64) 3 1Jnlと   イ どと狭| ‖十IB 時 LJ 第72図

S B17 ⅢF器 十如¬

`

6] (63)
クト1白 | ; ナラ

‐

獅 hi:ナ デ 5,wn上こ イ 史町 ‖汗枠 ,721X

S B17 充 H■1部 [158] (39)
外

十六十

1学 iイ成
,イト .l

3山nk イ 1と攻「 〃( ll( 第72Ⅸ

S Bl it‖∫イ( Jli‖ 1lIL (93) イ阪*上十け itt ll(1, ,甕Ⅲ

`II

第72文 |

S B17 1市 器 ぢjl( 】J寸〕枡il,Ib 146 (119) クト山 :す lTk
4 mm士〔 イ十 Ⅲイ | 米

， 七721文 |

S B17 m,器 高 JIN 〕よ‖II:1+` (70) [102]
タト「H
I入十rF

デ

デ́

ナ
ナ 3m11とこ イ 1と

ltr 猫72X

S Bl ,「朴 高llN VW社 |十L欠 , 140 (■ 3) lrkオ i上イウ 1と好 第72文 |

S Bl 337 「‖Fイ洋 〕vL 縁 部 [14 珂 (40)
クト山 :'す 1成

微木佐砂 良tr i喪Ⅲ士TA 第721!|

S B17 独i)よ材や H松都 [154] (3 7)
「11広 ナデ
IHほ ナデ 微 ll砂 _/徹 灰 灰 第72Ⅸ I

S B26 l‖ fイ洋 H秩帝L [162] (38) 木||"建 | 史好 Jf掲 第
~4μ

l

S B26 m,朴 光 |十 1γ〔常ト [208] (52)
外

十人‐

IT'式
4山n氏  イ り〕」(|, 第列ⅨI

S B26 肺器 「百舅
( 先形 130 131 H4 タトInl:ナ デ

1火 |ィ i:ナ |「  脚イト許Lハ ケ 微 ll砂 1と狂「 J`)ノくイも、 オt Ⅲ【灰偽、栓 妨烈 ⅨI

S B26 1li器

'朽

14( 抑;鮒|‖
`気

1 148 12 1 [100] 3耐nk ィ 史攻「 オ1 檸 舛
‐
lⅨ

S B26 山「器 1l14く
| ホ去〕

“

士
'
[142] [120] 114 4 1mlこ  イ 良狂r |り J llヽイcJ |)」 /11(イb 狛74x

S B26 ih「イ辛 イ( 14(11` [153] (57)
クトnI
I大 l hi

デ
デ
ナ
ナ 3 mm民  イi 史句 淡本ltJ i炎木個 妨 741封

S B26 ,1∫器 Ч(士

`

15 2 (70)
タト出|

|ス 角「
ア
テ
ナ
ナ 2山 lとこ イ 史″! Ⅲf灰褐 Ⅲ

`'天

イb 第74凹

S B26 111'|‖十 ll(帝

`

140 (58) 7 mll lt イ ltlt∫ 淡 比褐 1炎 Ⅲ〔ltJ れ,1イ木か 第74文 |

S B26 「 ll器 汚l lN V‖∫オli:1千
`

(68) 91
クト句| IF,■

511n士こ イ十 〕そlr i炎世材 淡ⅢモLj 第
~lⅨ

S B26 I古舅( 〃寸14i:都 (66) 10 0
外

十六十 14:,ォ比 5 mm辰  イ 木 ft」 坊(rti 第密 XI

S B26 1//4 [120] 65 2 1Jn Ⅲ三 イ 史
'〕

淡Ⅲ{褐 陪 itJ 妨
~4Ⅸ

I

S B26 境 先作 93 5 95
デ

デ

ナ

ナ 3,JJlこ  イ りjず:佃 り!」t拙 第
‐
l XI

S B46 353 尭 H煎都 [17 bl (46) ナ テ
帖製 !十 淡ずf佃 i炎ずil_J 1761又 |

S B46 光 I Lγ l部 l] (58)
ア

，

ナ

十 4 mm長  イ i炎

'ノ

(イ渉 淡他 第76 XI

S B46 Ftl HJ晴∬ [309] (83) hi才世| i炎恭腸 第76文 |

S B46 hM器 高ll( 枡帯

`欠

■t 175 (123) テ
デ
ナ
ナ h与 製 |

狛 76 XI

S B46 ,IIイ ( ナィ(占|` 14 (60)
プ

す

ナ

十 1 1lnllこ  イ 史rr 第76X

S B46 irtナィ( た 形 22 4 146 15 8 赦

デ

‐Ｆ

十 5 mnllt イ 丈祭褐 〕

`恭

材 舛76 XI

S B46
`ナ

ィ( ナィ(I` [227]
デ
デ
ナ
十 イ 灰」(褐 イラ761XI

S B46 H叡部 [116] (85) タト付|:'~/
1tt inF : 〕―ウド、 ギri許

`1帝

|'I】だ l m11 イ 良1「 淡ゴt tJ 淡 J｀i拙 第76Ⅸ I

S B46 |ゝγi帝∫ [106] (95) 5 nin イ 史次| 1炎」(チ天 1炎い【,天 頻76対

S B46 862 1ljイ | 1/2 [103] (98) inl : ハ
/・―

hi!チ デ  1脅 W莉 6J〕山 イ rt 時ずiltJ ‖下千)天イら 第76Ⅸ

S B46 ナよ41 ‖11 ,式 ,L (149) 陣 飼
デ
デ
ナ
ナ 微 1上 l1/ 史lr れtl天 チ天 冴サィ61メ |

S B49 l「器 |,I許

`

[144] (37)
タト山l ilTイ 収

It ‖十A灰 ‖十!t,ノ ( 第78X

3B49 R「イ洋 ケ11η
`

[187] (55)
外

‐人‐
2 1in〕 イ 1と 1天」! 第78支 |

S B49 1‖ F材|| ラι H打I部 [21 4] (35)
クトドWil■〕政

3 1nl イ 」とlkr 晴側 /1く

^
)J781(

S B49 ,‖テイ洋 チザt部 [177] (58) 5,lnl イ lt い七十天 ‖I灰 L」 第7SⅨ I
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出土遺物観察表 土製品

遺構名
Fグけ/ド名|

告
号
報
呑 種  類 器  種 残  存

法壁にm)[推定値}(残存値)
嗣椎 特徴 胎  J 焼  成 外面色訓 内面色調 備  考 図 版

H 径 件  高 底認径

S B49 369 土師器 発 復元完形 50
クト由1
1火1而
口縁 ナデ、 月日者

`ハ

ケ
ハケー ナデ 3 1ml艮  石 良好 Πき灰掲 暗灰褐 第硲図

S B49 370 土師器 高邦 lIN都 [214] (73) 3 nml長  石 史好 淡掲灰 淡橙灰 第78図

S B49 須恵器 高舅` 不郡 [172] (73)
ナ デ 、 振 】大根

楕製士 良好 灰 灰 第78図

S B57 上 R師器 発 「】頚青Ь [150] (35) 史好 暗栓 暗褐 第80図

S B57 土師器 発 日顎言b [170] (37) 2 mn長  石 ミ好 浅黄橙 浅黄橙 第80図

S B57 上師器 隻 日頚部 [160] (34) 2 nlm長  石 良好 i喪責栓 茂黄橙 第80凹

S B57 土師器 十堕 口頚郡 [146] (52) 杓 面 6剛長 石 良好 灰 白 灰 白 第80図

S B57 377 土師器 高年 lll柱部 (85) 微粒砂 良好 楠 淡黄 lEl 第80図

S B70 378 土師器 高 lfN 不部 [17 2] (5,9)
タト向 ;ハ ケ→ ナデ
洵而 :ハ ケー ナデ 微粒砂 良 橙掲 1炎褐 第82図

S B70 土師器 発 EII質 |ト (40) 微粒砂 良 栓褐 橙Fg4 第82図

S 土ll器 発 日項郁 [11 (50) ケ
ケ

↓デ
デ
ナ

十

画
面

外
山 2 rn長  石 良 淡 白黄褐 淡白黄褐 第841�

S B71 381 上師器 梵 |●|*表 th [196] (39) 微粒砂 良 明褐 明掲 第84図

S 土 Rll器 十里 EI要貞言る [120] (69) 2 mm長  石 良好 栓 栓 第84図

S :L日市イ干 キ“ EJ頚部 [130] (58)
タトlJ 峰 ll・k

微粒砂 良 淡栓褐 淡橙褐 第84図

S B71 384 土師器 高 rfく ll柱部 (69) [100]
I大 IF“ ラケズ 微粒砂 良 黒灰褐 黒灰褐 第84図

S 土llT器 千 完存 38 32 18 フトHI:丁旨IBL狼 6 mm長  石 良 淡 日黄褐 淡LI黄掲 第84図

S B7ユ 土師器 完存 40 33 17 タト曲 ; J自 ヮ良たt展
6 alll長  石 良 淡白茶 淡白茶 第84図

S B73 上師器 発 にl fr部 [144] (48)
椒
減 微li砂 良 淡責 淡橙 第86図

S B73 土師器 発 日顕部 [148]
減
対
Ｆ
本

向
面
外
丙 微粒砂 良 淡女褐 淡黄 IJ」 第86図

S B73 389 上師器 甑 胴底部 (84) 5] 内 繭 :十 デ  1旨市 席 微粒砂 良lxf 橙 橙 第86図

S B73 390 Ji召市器 瓢 lL手 (53) タト面 :ナ デ 微粒砂 史夕子 栓 橙 第86図

S B73 上師器 手捏 復元完形 酪 49
デ

テ

ナ

ナ

聞

面

外

内 3 mm長 石 良攻子 浅黄橙 1曳女橙 第86「 Xl

S B73 須息器 II(身 復元先形 106 [53] 4 nnl長  石 墜緻 1炎責 淡女 第86図

S B73 額恵器 イく蓋 復元完形 [H3] (42)
人フFJOイ いヽ フ
ロ縁 回転 ナデ 微粒砂 堅 散 灰 第86図

S B73 須恵器 不筈 復元完形 [129]
クフ
デ
ヘ
ナ
呟
怯

一

口

Ｌ
オ
縁
一

人

口

一
微粒砂 堅 緻

一火 灰 白 第86図

S B73 須恵器 「・」14( 率 部 [103] (45)
クト山 :にIFrナ デ ヘ ラケス リ

2 nnl長  石 曜級 暗灰 灰 第86図

S B73 須恵器 高llく 〃llt主部 (56) 3 mm長 石 堅緻 灰 灰 第86図

S B73 須恵器 高杯 脚柱部 (41) [H9] 微粒砂 竪徹 緑灰 第86図

S B85 398 土師器 菱 口頸胴都 (78)
タト画 ;・F滅
内而 :ハ ケヽナデ 2剛長 モ 良 橙褐 橙褐 第88図

S B85 399 上召下器 奨 日顕部 [152] (51) 2 mm長 石 良好 黄橙 責栓 第88図

S B85 土師器 手捉ね 完存
タト向 i ttgpFl朔 ミ

微粒砂 良好 明褐 明褐 第88図

S B85 須恵器 杯蓋 つまみ都 (23) 微粒砂 堅級 1炎ナ天 暗 青灰
つ まみ 社

第88図

S B85 須恵器 不蕎 つ まみ部 (1 精製土 堅 徹 灰 灰
斡

肺

つ

Ｒ 第88図

S B85 403 須恵器 杯蓄 完存 118 52 タト画 ;回転 チデ  ヘ ラク ス リ
内而 :衝十転 ナデ 精製t 堅緻 灰 青灰

つ Цみ 社
第88図

S B85 404 須恵器 lTNキ 復元完形 [11 5 nlni長  石 堅徹 灰 淡青灰 第88図

S B85 須恵器 不士 口縁部 [■ 0] (42)
クト回 ;凶 Trナ デ  r＼ラケスリ

微粒砂 堅緻 灰 灰 第88図

S B85 須恵器 不幸 口縁部 4] (35) 丙 而 :阿 u.‐ サ デ 精製上 軟 淡灰 淡灰 第88図

S B85 須志器 イ拳 口縁部 [122] (39)
ア
デ
ナ
チ
帖
慌
四
耐

岡
而
外
内 微粒砂 堅緻 灰 灰 第88図

S B85 須恵器 lTN蓋 |ヨ 1求吉Б [126] (39)
クト世I;に 1嗽 ナデ  ヘ ラケス

'

内而 :同 ほ ナデ 微粒砂 堅徹 ]言 語灰 暗青灰 第88図

S B85 須恵器 不 蓋 口縁部 [148] (43) 微粒砂 堅緻 淡灰 淡肯灰 第88図

S B85 須恵器 ネ 蓋 口縁部 [152] (41)
タト脚 ;回彰(ナデ ヘ フケス リ

精製土 堅緻 灰 F● 灰 第88図

S B85 須恵器 杯身 |こ|*泉吉h [106] (42)
クト血 ;Ц稼ナデ ヘ ラケス

' 密 堅級 淡灰 淡青灰 第88図

S B85 須恵器 ナ不身 日縁部 [108] (48)
ア
デ

ナ

十

竹
好
回

回

画
面
外
山 微粒砂 堅級 青灰 青灰 第88図

S B85 須恵器 杯 身 日縁部 [126] (44)
タトFH i回 転ナデ  ヘ ラケスリ

精製土 堅緻 淡灰 淡灰 第88図

S B85 須恵器 不身 国縁 部 6] (49) 丙 繭 !同 韓 ナ デ 34111長  る 堅徹 淡肯灰 淡 寺灰 第88図

S B85 須恵器 不 身 口縁部 [98] (52)
タトロ1;回 転ナデ ヘ フケス リ

微粒砂 堅緻 灰 灰 第88図

S B85 須志器 l lN身 日縁部 [100] (37)
外 向 ;に 転 ナ デ
内 而 :同 壼

=十
デ 微粒砂 Wik級 灰 灰 第88図

S B85 須恵器 ll(身 復元先形 [98] 59 50
阿
而
外
丙
」瞥ナ方  ヘ フケ ス リ

微粒砂 堅緻 暗灰 暗灰 第88図

S B85 須恵器 高イ 脚部 (53) 微粒砂 堅級 淡灰 晴灰 第88図

S B85 須恵器 高杯 (36) [88]
1大 fiれi 同け十デ 精製土 堅級 明褐 晴灰 第88図

S B85 須恵器 高杯 脚部 (37) [7
千カア

デ

ナ

十
町
離
回
同

ｍ
而
外
丙 桁製上 堅級 淡灰 灰 第88図

S B85 須恵器 高年 lHl本部 (36)
クトla,回転 ナデ
内而 :回転 ナデ 微粒砂 堅緻 淡灰 1炎灰 第88図

S B85 須恵器 高 不 1却士L (47) [78] 2 nlnl長  を 堅級 灰 灰 第88図

S B98 上師器 発 日頸都 [146] (55)
タト∫削 3剛長 准 良好 赤褐 明赤掲 第90図

S B98 七師器 究 日頚部 [236] (78) l nlll長  石 良 茶褐 茶掲 第90図

S B98 上 Bll郷 発 口敗都 [158] (60) 2 1nl民  石 良次F i莞☆栓 浅黄橙 第90図

S B98 ±1而器 発 EI頸言Б [134] (47)
外 血十,ナ デ、ハ ケ
内而 :ナ デ l ntnl長  石 良 灰茶褐 灰茶鶴 第90区 I

S B98 土tW器 発 十二I縁音∫ [178〕 (37) 精製土 良 方(褐 方(褐 第90図

S B98 「「 1市イト 発 日頚都 [178] (78)
外

‐大‐
1剛長 冶 良好 i支黄栓 浅黄植 第90図
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出土遺物観察表 土製品

遺構名
1区 グリァド名|

報告
呑号

種  類 器  種 残  有
法量(cm)[推 定値](残存値)

訓格 特徴 胎  「 焼  成 外�色調 内 llli色訓 備  を 国  版
口 径 器  高 底部任

S B98 土hF器 娩 日縁部 [140] (38)
タト血
内而

デ

デ

ナ
ナ 微粒砂 良好 橙 暗橙 第90図

S B98 須恵器 ネ蓋 に1縁部 [120] (47)
タト直|;世 1平女ナ デ  ヘ フケ
内 面 :同転 ナ デ 2 nul長  石 ナ天 灰 第90図

S B98 須恵器 イ(善 復元完形 132
二 転 ナ デ  ヘ フ ケ

2 1nl長 石 灰 白

'天

白 第90図

S B98 須恵器 lIN蓋 天す卜
=悟

(38) タト扁ヨ 回転 ナデ  ヘ ラケス リ 3 mm長 石 I_x徹 灰 白 灰 白 第 90図

S B98 須志器 llN蓋 口縁 n‐

`

[140] (43)
外
内

転 ナ デ  ヘ ラ ケ ス 1

競 ナ デ
2 nlll長  石 堅徹 灰 灰 第90図

S B98 須恵器 イ蓋 口縁部 [150] (34)
タト
内 ナ テ

l nm長  石 堅緻 灰 白 灰 黄 第90図

S B98 須恵器 不 身 口縁部 [120] (40)
タト向 デ

チ

ナ

十

眩
鮮
Ц

＝ l mm長 石 堅緻 灰 灰 第90図

S B98 須恵器 高杯 脚湊部 (50) 3 1nl艮  石 堅級 青灰 青 灰 第90図

S B98 獲恵器 高
j4N

141裾部 [90] (13)
外 両
内 面

回 転 ナ デ
同 壷テ十 デ 微粒砂 堅級 青灰 青灰 第90亘

S B98 須恵器 一里 日縁部 [190] (43)
タトIコ
内 f雨

口1聴 ナ デ
同 H‐ ナ デ

2 nlnl長  石 軟 灰 白 ,天 白 第90図

S B98 須恵器 ｒ亜 口縁郡 [130] (25)
クトfm
内 面

デ
デ
ナ
ナ
軟
転
臣
ΓＩ

微粒砂 軟 灰 白 ナ天白 第90図

S B98 須恵器 口縁部 [84] (42) 微粒砂 堅徹 灰
一人 第90図

S B 109 土師器 発 回頸部 [168] (52) 3 mm長 石 良好 灰茶 I● 晴灰 黄 第92区 |

S B109 土師器 発 日頚部 [184] (72)
外 向 ナデ、ハケ

微粒砂 良 明掲 淡掲 第92図

S B109 443 土師器 一“ 丹同ザ式吉ト (100) [8 2]
曲
葡
外
内

デ
デ
ナ
ナ l nul長  を 良好 淡黄 責灰 第92図

S B109 土師器 tfl 1/2 [136] グト回 ;ナ整,斑
内面 :店減 精製上 良好 乳白 乳 白 第92図

S B 109 土師器 IL 1/2 [82] 14 [48] 梢裂土 史好 乳 白 黄栓 第92図

S B109 上 Hll器 皿 完存 15 54 外 面 :ナ デ、底部 回転 糸 切 り
精製土 良 乳 白 黒灰 第92X

S B109 須恵器 イ 蕎 完存 120 45 タト正
広 ,

デ

デ

ナ
ナ
転
銃 3 Rpl長  石 堅徹 灰 灰 第92区

S B109 須恵器 杯身 復元完形 104 55
（ア
デ

ナ

ナ 4 1ul長  石 堅徹 灰 一火 第92区

S B109 須恵器 杯 身 1/2 [106] [50]
タト回 :回 転ナデ ヘフケス リ
内面 :同 転ナデ 4 nlal長  石 堅緻 灰 灰 第92匡

S B 109 須恵器 高
j4N

脚部 (48) 78 2 nlal長  石 堅級 灰 灰 第92図

S B l13 上日W器 高舅く 復元完形 142 12 5
ア

デ

デ
十

団
面
外
山 微粒砂 良好 橙 栓 第 94図

S B127 土師器 菱 EI頚部 [198] (70)
タトど
メ1将 ナ デ  指 晰 施 5 nm長 石 R 灰・I褐 灰責 TPR 第96図

S B127 453 ■帥器 高界 彼元完形 141 115 [108] クト ナデ、子旨虫狼
ナデ ヽ ケ ズリ

l lull長 石 良好 貨褐 策褐 第96図

S B 127 454 土師器 高杯 lfN部 13 8 (67)
デ
減
ナ
魅

聞
而
外
内

Ftt II娯 31m長  石 良好 1炎黄褐 責 茶 第96図

S B 127 455 土師器 高
j4N

杯 都 158 (62) 3 nn長  石 史好 黄茶褐 黄茶褐 第 96Ekl

S B 127 土側f器 娩 完 存 60 30 ;ナ デ、指頭根
l mm長 石 良好 乳黄褐 乳黄褐 第96図

S B128 上師器 発 日顎部 [182] (50)
クト世 ケ

頓 4 11nl長  石 良女F 灰貰褐 灰黄掲 第98図

S B128 土 師器 高イ オ不常h (55)
クトにI:ハ ケ、 ナデ
内雨 :ハ ケ、 ナテ 2 1nllt 石 良好 乳黄褐 乳黄褐 第98図

S B128 459 上師器 高杯 141オ主音ト (50) [116]
タトに ナ デ 、 市 収 呉

僑製土 良好 乳茶 手し茶 第98図

S B 128 上師器 高杯 捌1柱部 (68) 122
回
而
外
丙 精製土 良好 責褐 黄褐 第98図

S B128 土師器 高イ (60) 精製土 良 赤橙 赤椅 第 98図

S B128 土師器 坑 完存 113 45 クト
山

デ

デ

ナ
ナ l mm長 石 良II 灰黄褐 灰黄褐 第98図

S B128 463 土師器 14N 1/2 [150] 40 [80]
デ

デ

ナ

ナ

画

面

外

内 4 anl長  石 史lkl 黄茶 貢 栓 第98図

S B 128 464 須恵質 捏鉢 口縁部 [304] (60)
クト ア

チ

ナ

十 4 1Fn長  石 良 淡灰 淡灰 第98図

SB6 土師許 莞 国顕部 [160] (7 1) 微粒砂 良好 HR橙 i喪黄橙 第100区

SB6 土師器 発 口顕部 [120] (72)
画
面
外
内
ハ ケ、ナデ

微粒砂 良好 赤褐 赤褐 第100区

SB6 上師器 塊 復元完形 [102] 57
外
内
ナデ、ハ ケ
ナデ 微粒砂 良好 赤褐 黄褐 第100区

S B19 470 土 師器 発 口頸部 [198] (68)
〕挙減

4 anl長  石 良好 黄橙 黄栓 第102区

S B19 」i師器 発 日頚部 [160] (71)
タト向
内面

デ
デ
ナ
ナ 良攻子 赤橙 淡赤橙 第1091Ⅸ

S B19 472 土師器 究 口頸部 [128] (44)
ア
テ

ナ

十
一　
↓

ケ
ケ

画
面
外
山 微粒砂 良好 橙 栓 第102低

S B19 473 上師器 菱 国頚郡 [11 (38) 減
減 微粒砂 良好 黄 淡女 第 102匡

S B19 474 土師器 高舅｀ 完存 155 110 外
内

減
2 n ll長  石 良好 明赤 IPJ 明赤褐 第102図

S B19 上師器 高年 杯部 165 (58) 外
内
ハ ケ、ナデ

3 mm長  石 良好 栓 茂責栓 第10_9図

S B19 476 土師器 坑 復元完形 [11 3] 40
、ア
デ

ナ

ナ

画

面

外
内 微粒砂 良好 橙 女 橙 第1骸ぼ

S B19 七師器 塊 復元完形 109 微粒砂 良好 橙 栓 第102図

S B19 須恵器

"く

蓋
にい宏Й而舌ト (42)

ナ

デ

ナ
チ
啄
け
四
同

回
面
外
強 3 nlnl長  石 堅散 灰 灰 第102図

S B19 須恵器 一堕 口縁
=低

[188] (45)
外
丙

回 転 ナ デ 、 カ キ メ

Fl覧 二十 デ
4 Rnl長  石 堅徹 灰 灰 第102E

S B83 481 土師器 斐 口頭部 [156] (39)
外
内

晴 llk
3 Anl長  石 良攻子 黄掲 ‖

`黄
褐 第104ほ

S B83 482 土師器 高年 不郡 (68)
デ
デ
ナ
ナ

画
面
外
内 3 mn長 石 良好 楊 淡 女 第1飩区

S B83 土師器 駈 回頸胴郡 [20 8] (175) 微粒砂 良好 淡 貰 淡 黄 第1伽区

S B83 484 土印F器 14N 完存 133 4 1 81 外 顧 :ナ デ 、 底 部 回転 糸 L/」 り
内
「
T:十 デ 3 mm長 石 史 灰 白 第 1図 思

S B83 須恵器 |イ (身 日縁部 [11 飼 (29)
外
内

口1転 ナ デ
rl歳 た十 デ 微粒砂 邸撤 灰 ナ天 第104目

S B83 486 須恵器 啄身 E十縁吉Ъ [125] (31)
タト

ナ デ
微粒砂 堅徹 灰 灰 第104B

S B83 須恵器 啄身 回縁部 [11 1] (38)
向
而
外
内 司Hエ ナデ 微粒砂 堅級 ,天 灰 第104厚

S B138 土帥器 1/4 (46) 微粒砂 史好 明緑灰 灰 第106屁

S B138 須恵器 Iイ(苦 1/2 [120] (45) タト而 :回 転ナデ ヘラケスリ
肉 桁i:h古 】r十 デ 2 mm長 石 堅級 一人 灰 第 106ぼ
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出土遺物観察表 土製品

'と

1帝 名
十■
'ド

 ドイ

報

洛 傾 狂t 41  イれ ・t イ「
サth!|ぜ l�  l[オ lt,と hil i,tr「布上|

訓堆 砦徴 胎  | 焼  成 外 耐色洲 内山i色嗣 ‖「 老 1又  1枚
十1 イF 器  高 Ⅲ(古格子千

SB4 を,1,件 ,氏十
`

(28) [46]
クトnl
I人 lF

デ

デ 21"nit イ| i碇Ⅲ七十 ‖キⅢ
`1至

第108Ⅸ

SB4 夕HJよ 件 Iイ(帯 ||ネ求i十
`

43] (25) デ

デ

ナ

十

外
山 微 llイけ ‖干功(LJ llヽ十b 第108Ⅸ

S Bll R‖i41 売 ||l rrif` 90] (55) ⅢⅢ,lt 5 mmk イi 1)!lb ‖II↑ 110X

SBH 1lf 41 日松剖
`

04] (26) 卜出 :Wはナデ
微 h佐砂 ||イをう ‖ 出 第■0‖

SBH 194

'サ

|ト 1 丼衆洋低 69] (30) IT,改

ナ4X, 5則nk イi ltJ 十tl ケげ110は

SBH 1]jイ |十
lll 】じ手 (70) タト‖| :ナ学iィサ主

微】t砂 良 1「 比Ⅲ【オ| 茂ずt竹 妨 11創貿

S Bll 1ljイ|| I打ナィ( |十干求帝括 [15 飼 (24)
外

‐六十 微オi砂 史好 i炎栓 11

S Bll 497 lil市 淋 加 イ2フと坊ニサウ [136] ?5 ス
ズ
ケ
ケ

外
内 ミカキ 2 nnllt イ 1と次F 栓 第

S Bll 498 忠イ| イ(身 |十 i(咬 1判 ; [104] (芝 3)
デ
デ
ナ
十

外
十人‐ 微 l ll1/ 堅 llx

'大 '天

宛

S B65 li卜‖,イ| 発 Httif` [288] (4 3)
ア
テ

外

‐人‐ 111,,i上t イ L」 第

S B65 14‖∫仔|| ゴと | |十衣汗

`

[230] (44) 一ア
デ

外

十人‐ 微粒砂 淡 tJ 淡 lLJ 妨

S B65 503 姓 ||ネ求1悟 [206] (40)
ケ

ケ

外
山 微 1上 l1/ 良 r, 椅 第

S B65 |11ナ 1( サイくi午

`

15 0 (52) タト山liナ デ、 ハ ケ、 1片】f期
十人ihi : ナデ 微 ll 1/ 淡 Aワくlt」 淡丈灰招 れ弗

S B65 オⅢよイド ll(イ , 彼元うと州レ [130」 1 1
クト‖ i人 オ ,H‖ しヽヘ フ ケ ス リ

禄 川ほ チデ 5,Julこ  イ ⅢXれ女 灰、 白然れ| レ( 第H〕H

S B65 オ〔ザよ器
'イ

(林 H縁刊
`

120] 7)
タト
' ,「
!‖砿
'イ

|′

山 I古 F:Ⅲ llセ iナ デ 伊吹イアイ砂 !士 攻ヽ 灰 灰 れル

S B65 なしよ/i |(林 1松刊
`

150] (33)
クトIII

微li砂 ナノ(H
'天

.

S B65 508 なれよイ( 舅(身 H松 那 120] (41) 外
内

デ
デ
ナ
ナ 3 nJn土こ イ !整散 1天

′
サ天白

S B65 独f!よ 41 j〕イ( 100] (31)
I人十hi:,i十 Jチ 〕―テ 〕mm氏 イ 1壮 1文

'「

1天 ド「ナ天 一”

S B65 510 額ナよ器 ナィ(身 十縁刊
`

130] (3 7) クト1 :「 !‖し〔フ
~iオ

山m:“可H咀 ナテ ll捌 | Ⅲ壮*文 1天 ナ天 私卵

S B65 511 牙tlよ 4+ 杯身 | |十衣十b 120] (2 4) ヽれi:'け十デ 2 1lJlt イi 呼徹 灰 灰

S B65 512 報冽」齢 36) (27) 人�Hkの l lt刻 微イ1砂 」tttr ‖帝)(|ノく ‖ifJI【 )ノ ( 21潔

S B80 515 il‖ F幣 | 「
―
ぢ〕イく 復うこうと

'ラ

94] 115 104 タト山 IT・l 5 mm民  ィ lt,「 椅 i碇 Jt栓 第

S B 101 I:R‖
jイ
|十 |十 ,t杵

`

256] (61) クトn,ナ デ、
山�f iナ デ

ケ

ケ l mlllこ  イ 上t
'天

イ5 ナノく1必 第

S B 101 li1lj器 し[ 十縁 許

`

222] (37) タトhl;性汗 /k
村製「| 茶掲 荼 ltJ 第

S B 101 が(忠朴 ナィ(ネ ケとイ「 62] (50) ツ
テ
ツ
十 2 mml_ イ ,天 ナ)(

S B 101 なけよイ| イ(身 H縁‖
`

10] (34) 外
内

Hlイ ナデ
,i十ほ〕―デ 3 wJ長  イ Ⅲ卜乖渋 ″て ナ天 れ”

S B 101 灯i〕よF‐ 欠1,111i I'tⅢ「JH` 74] (7 4)
クトn i Ⅲllは ナテ
角 hi:同ⅢⅢチデ 2 mm長  イ IX緻 灰

'天
S B 121 |を R‖ F常 |十 ■ IL預杵

`

160] (29) ア
一ゲ

ナ

■

外
内 微 ll砂 !炊 灰恭偽 灰茶 ftJ

S B12] 分Ⅲよ器 |イ (;イ , 1/4 (31) へア
一す
ナ
＋

小
内 l nm長 イ, |卜雅文 f灰 坊ミ祭 一弗

S B 121 523 独)よ器 イ(身 1獄訂
`

(3 5)
外
内
回 1″ (フ
~テ

IFIJょ ナテ l mm長 イ I特散

'天

〃(

S B 121 夕1忠 常| ll(身 H松 ‖
`

(23) 微位砂 1挙和文 汐こ 第 11引Щ

S B12] 525 灯〔〕よイ| イ(身 1/6 [118] (30) 外
内

デ
デ
ナ
ナ 微 ll砂 II洒文 )天 第 118Ⅸ I

S B 121 526 分〔〕よイ( 高 ll( JJ‖ !方【帝
`

(26)
タトれ|
I人  ri「

ケ

ケ
ラ

ラ
ヘ

ヘ 3 mm長 4i ツ(

'天

′
14 118Ⅸ

I

S B 121 527 独ナよ器 高イ( H松部 (33) 外
内
[J怯 ナデ

「
11をサ テ 微オi砂 )天 一人 鉤

'118μS B 121 528 舛tすよ材| 日獄|]` [280] (29) 人「,F:“ 萱,iヘ ラケ ズ
'

微粒砂 嵌
」 )火 妨 118μ

5B121 π〔〕よ器 1縁‖
`

[224] (3 7) 外
内
Wはナ デ
肺lJ■ ナデ 微 ll砂

'天

白 灰「 I 第 118μ

S B 121 須忠 /1 光 十縁刊
`

[220] (38) 3n耐 とこ イ ど楷li文
'ノ

( ナ天 第118μ

S B129 533 に,i,イ | IIぢ〕イく イ1ノとうと
'レ

139 130 [11 2]
′卜W;ナ デ、hJt】 t

2 nJllこ  ィ )天木 1炎Ⅲ

`木

カマ ド内出 I 第1211メ

S B 129 lil‖

'41

II百ナィ( :帝

`

(72) 12 1 4 mmとこ イ 史″| 茂士桂 i圭 俯枠 勇 120は

S B 129 に,1'4+ 「1舅 ( 〃‖∫lf` (48) [114]
タト出 :ITi成

l nnl上 を イ ‖火 淡灰 lt」 淡灰 lL」 妨120μ

S B 129 li「‖テイ|| |イ ( I縁 m` 8] (24)
I大十,hi : チデ *fツ !!| 史 押〔ItJ に把 先 120H

S B 129 537 |:11'イ| Ч( イ狂うとうと,杉 [12S] 32 80
外

‐人‐

ナデ、,へ 干
`Ⅲ

Jイ|(米 吻 り
微壮砂 i貨 )fイ命 ,天 白 第120X

S B 129 |:11'イ干 舅( |キ求汁Ъ [150] (30) 「ムiれ「:チ デ 微粒砂 良攻「 i士 J七 弗120伴

S B 129 i「 i,イ十 手‖ね 川八刊
`

(17) [08] ア
トす

ナ

■

外
山 米lfr l 良 第 1211対

S B 129 A〕よ淋 鉢 ||ホ求i¶
`

[134] (39) 人十耐 :十 テ 微 ll砂 取
止 ν(J[ 与1201XI

S B129 蝕〔忠イ| イ林 1松部 [112] (4
外
山

デ
デ
ナ
ナ 微壮 l1/N 淡 )t 淡Ⅲt 第 120Ⅸ

S B 129 542 πt,よ器 ナィ(身 |イ (if` (ツ 4)
外

‐人‐
ⅢⅢほナデ
「Jげ チデ hf製 || |モ檄 ナツく )人 テ1201ズ十

S B 164 !'1∫ /1 十,t‖ IJ耐
`

190〕 105)
デ

崩

ナ
勝

外

‐スー ltlkr F' 第122y

S B164 i‖‖∫材|十 イ(帝

`

128 何 1)
クト山十1ナ デ
大I師 :チ デ 3 mn,士と イ 史攻r 1命 1221段

S B 164 545 独忠淋 |イ (林 ||キよ1悟 121J (2 4) 狩
十人‐ 1,"nlこ  イ 墜 級 十

ロササィ、(i
IF,ノて 第122‖

J加ド′i2 汀t,よ材十
'イ

(身 一ぺ (31) 卜山 :,11し iナ デ  ヘ ラケス
l hi t,11桐 ―デ イ

「
1天 ワ〈 S P52 第124は

‖1■ 5 547 il‖

'イ

|ト |llttt,十

`

134] (4 5) 卜「
Hiハ ケ

nln,とこ イ 貯 lLJ II褐 S P98 第 126μ

排1■ 7 分けよイ| llくイi | |十衣汗悟 150] (2ン ) クト

“

li'Iウ iナ テ
1人lhi:Ⅲl市大〕―テ ,li11 イ|

IX徹 ナノ、 吹 S P 135 第128μ

)1立 8 独,よイ十 ナィ(ホ 「|ネ衣古; 118] (23) 外
内

,Hlセ (フ
~デ

n,llk  イ F牲布文 冷代)ノて 1天 S P126 第130H

llい

':8

なけよイ十 」イ(身 11卜友汗

`

[92] (25)
デ

デ

ナ

ナ

外

十人‐ 血,長  イ, 1子市文 灰 ワ、 S P126 第130Ⅸ

抑|■ 8 分「!よ帝|| ナィ(Iォ 体郁 (30) Inll士t イ 11 灰 S P 126 第130ヌ

)II上 8 分(ナよ器 ィIjナィ V‖ lll許 b 16) 140]
外

‐人‐
Ⅲ lウ iナ テ
Ⅲl,チ テ 微十

'砂

墜R/x ナア( S P 123 第1301X

lll立 10 π(,よ 1朴 ナィィ, | ホ衣∴
`

126] 28) mm長  イ IXれ女 けて S P308 1321XI

llい
'110

554 夕了〔ザよイ十 」イ(身 |十 1よ汗
`

108] 9) デ
デ
ナ
十

クトIHI
I′
、ri Innll〔  イi IX市文

'ノ

( S P312 1321メ |
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出土遺物観察表 土製品
j生機名
|(グ  ァド名!

竹

サ

報

希 イ1 打i 器  拇 残 イ「
法1止 にm)[l佐定値}(残存hl)

IIIl惟  特徴 胎 il 境  成 クト瞳f色調 内陰ftt llR3 備 考 IXI  月茨

十J  イ准 件 高
'氏

きるイ千

掘立 11 555 :LRtt r ， 空 底郁 (30) 60
クト「m
内而

デ
減
ナ
眸 良灯 淡 貢 R音灰 S P339 第 134Lkl

IFttH 556 須志器 |]ヽ身 L鮮よ甘b [109] (46)
外 面 :口 ほ ナデ  ヘ ラケズ リ
有而 :団 上玉すデ 5 mm長  石 堅級 ナ天 灰 S P339 第134区

掘立13 「Ll下 1/洋 発 LI緑 部 [218] (37)
画
面
外
内

波
減
嘩
摩

3 mmtt T― l 良好 暗橙 R音樽 S P437 第186ぱ

lTl立 13 須恵器 llN器 [ 辛b [11 4] (30)
タト1■ |

「
i′

'(tl lm

回 !レつトデ
同転 ナ デ

2 11ml長 石 堅級 灰 灰 S P438 第136ビ

掘立13 559 独慰器 イ身 ヨ縁部 [83] (27)
外 面 ;回
山 面 :「 I

豚ナデ
七えナ デ 微粒砂 堅緻 灰 灰 S P438 第136屁

lP立 13 560 須恵器 高舅ミ lll‖部 (32) 別
タトロ写
内面

デ
デ
ナ
ナ
転
転
」ｉｌ
回

微粒砂 堅 紋 灰 灰 S P443 第136B

掘立 14 土 llRl器 甑 オ世手 (55)
クト画 ;貯淑 微粒砂 良好 貨橙 黄橙 S P44J 第138図

掘立14 562 須恵器 舅ミ身 日縁部 [11 4] (40)
外 面 :十二ほ ナデ  ヘ ラケ ス リ
内面 :回転 ナデ

2 ml長 石 堅緻
一人 灰 S P444 第138区

I「l立 15 563 須 ,ま 器 ll(身 旧禄部 別 (1
画

面
外
内

ア́
デ
ナ
ナ
転
ほ
回
回

微粒砂 軟 灰 灰 S P463 第140国

堀立15 564 須志器 杯身 |ヨネ承言Ь [140] (28)
クト1■ |
I火 lF面

恒 転 ナ デ

可藁えナ デ
微粒砂 軟 灰 向 灰 白 S P463 第140図

掘立15 須恵器 身(身 と/6 [110] (33) 面
面
外
内

回転 ナデ  ヘ ラケス
回転 ナ デ

3 1ul長  石 堅緻 灰 白 灰 白 S P457 第140日

掘立15 566 須志器 イ 功 1/4 [129] (36) 外 1師 ;回転 ナデ  ヘ ラケス リ
Iス l rli:FH範 |ナ デ

3n11長 石 堅llk
'天

S P457 第1401k

加立15 獲恵器 i軒 llミ 脚|` (32) [102]
外 Ll i回転 ナ デ
内 iF:同 Jテ ナデ l nu長 る 墜緻 黄灰 貰灰 S P457 第140区

ll i立 17 上師質 捏鉢 氏部 (32) [70]
外 面 :氏都 回転糸 切 り
内面 :ナ デ

4 nml長  石 良好 浅女栓 i支責掩 S P 694 第 1421廷

掘立20 土師器 充 日頸部 [156] (4 5)
クトIH デ

競

ナ

」 3 nu長  石 良好 lH椅 Hき橙 S P888 第1441Al

掘 上43 須恵器 Иミ身 (24)
面

面

外

内
回転 ナデ

回転 ナ デ
l alnl長  石 堅 J‐ x )天

一火 S P 2057 第146枢

掘 立51 上師器 ■TN 灰訂; (15) 76
タト山1

'撃

,威 とnul長  石 良好 乳 白 乳 白 S P 3406 第148区

堀立51 上師器 RIl 2/3 [78] 11 [56]
タト,1,燎「・e 2 alnl長  石 R If 乳 白 S P 3406 第148Ⅸ

掘立M 574 須恵器 〕イ(+ EIイ環常h [14 珂 (34)
而
面
外
内

回転 ナ デ
回転 ナデ

3 null長  石 弩 散 灰 白 灰 白 S P 3926 第150ぼ

掘立54 独忠器 IIs身 口松都 [128] (40)
タト面
十灼 fFl

回 転 ナ デ

同 転 ナ デ
4m主長 石 堅緻 )天

一人 S P 3927 第1「DO日

掘 立54 須恵恭 抗 回ネ象著b [116] (38) [80]
外 ml
ltt rll

回は ナ デ

回転 ナ デ
l nulltt Fi 堅檄 灰 白 灰 白 S P 3927 第150ほ

IFti立 64 577 独恵器 llN身 |ヨ 泉ヽ帝お (38) 外面
1卜帝i
回転 ナデ  ヘ ラケス リ
同転 ナデ

2 mm長 巧 堅緻 灰 灰 S P 2380 第152区

ll I'72 578 須恵器 十釘 IJ縁言b [202] (26)
クトlm
内 而

|」 転ナデ
「 l“テ三十デ

微粒砂 堅級 緑灰 緑 灰 S P 2974 第154図

掘立81 瓦 器 回縁部 [136] (44)
外 面
内而

キ

キ

ガ

ガ

ラ

ラ
ヘ
ヘ

ィア
デ
ナ
ナ 微粒砂 良好 1天 白 一人 S P 4470 第156図

掘立81 「LIT器 HU 1/2 [90] [58]
タトIm
内 nI

デ
デ
ナ
ナ

微粒砂 良好 桟貰橙 橙 S P 4776 第156図

用立81 陶磁器 碗 1/6 [100] (19) タト臣|
内 FI

微粒砂 史好 緑灰 緑 灰 S P 4776 第156屁

加立82 582 をし,市セ祥 菱 LI縁 部 [192] (35)
山
而
外
内 '空

J斑

1埜 )茂
4 1ull長  石 R好 Hき貰橙 1支費橙 S P 4835 第 158日

掘 :上83 :ヒ白市を
=

底部 (40) [50]
晴 lEk 3 nn長  石 良好 明黄褐 明女掲 S P4812 第1601∠

猟立83 須忘質 軌 J縁部 [162] (23)
外 面 i回 転 ナデ
内� :EgH転ナ デ

1硼長 石 良好 ナ天白 灰 白 S P 4810 第160区

掘立83 585 須恵器 ネ 身 口縁郡 [110] (28)
間
繭
外
内
国嗽 ナ デ
臓Iほナ デ

微粒砂 良 1天 灰 S P4813 第160巴

lFl立 85 586 須忠器 LTN畜 つまみ部 (18)
外 面 :回 転 ナ デ 、 ナ テ
広1面 :同 I‐十 デ 微粒砂 良好 灰 白 灰 白 S P 3970 第162区

掘 立85 額恵器 高杯 川J基都 (40)
面 :回転ナデ、ナデ
面 I EIIE‐ ナデ

3 mm長 石 良好 黒褐 ナ天白 S P 6696 第162区

S K73 上削i器 うと存 80 10
ナ デ、底郡 口IHム 米 L/Jり

ナ デ
3 mm長 石 良好 淡茶掲 淡茶褐 第164Ⅸ

S K73 土師器 皿 完存 78 12 64 画
面
外
内
ナデ、底部回は糸切 り
ナデ

l lnl長  石 良好 1央茶褐 淡茶掲 第1翻ほ

S K73 土 R市器 ШI 先存 76 10 58 外 面
広1而
ナデ、底部回転糸 L/Jり

ナデ
3 1nl長  石 良好 淡茶褐 淡茶掲 第164日

S K73 土師椿 先/f 80 13 58 外而 ;ナ デ、氏剖
`L」

欺糸切 り
「大I Ff :チ デ

2 nШ長 石 史好 淡茶掲 淡茶tBj 第164,

S Kl10 ヒRTセ浄 不 復元完形 H4 85 面
面
外
内
ナデ、底部回転糸 LJJり

ナデ
l mm長 石 良好 淡茶 淡茶 第166日

S K133 土 It l器 lfA 完存 150 65
向
而
外
山
ナデ、底部 世1嗽米 L7Jり

ナデ
l nlnl民 石 良好 淡茶褐 淡茶褐 柱状高台 第168図

S K133 上Fl器 復元完形 82 15
クト再写 ナデ 、仄部糸 L7Jり 、
板 状圧 痕 3 nul民  ね 良好 淡茶褐 淡茶褐 第168図

S K133 陶確器 白位碗 |ヨ率衣
=Ь

(32)
タト〔H
l六 I雇五

微粒砂 良好 1炎黄 |も 淡責 白 第168図

S K14ユ 596 笈忠器 高 14( 復元完形 [120] 78 87 外 出 F・サ デ
転ナ テ

l lnl長  石 軟 灰 白 灰 白 第170区

S K141 独恵器 171ミ 1/5 [158] [75]
面

而

外

内

デ

デ

ナ

ナ
l llnl長  石 堅緻 灰 灰 第170ほ

S K14〕 598 須息器 イ 2/3 [100] 46 [53]
外 旧I,「 」軟ナデ
ド FЯi:回転ナデ 微粒砂 堅 llA 灰 灰 第170B

S K182 上師器 発 EI頚 都 4] (69)
外面 iハ ケ、ナデ
十大I而 :ケ ズ リーサデ

2 mm長  石 史灯 灰茶褐 灰茶褐 第172区

S K182 土師器 高 l lN イ郁 19 0 (91)
外 面 ,ナ デ、指頭 lli
内面 :ナ デ

5 nlll長  石 R好 暗茶褐 H音茶褐 第172区

S K182 601 土 H市器 高舅( llN部 (5 1)
山

雨

外

内
ナデ、指虫尺
ナデ

2 nlll長  石 史好 橙茶 fB」 栓茶TgD 第

S K182 「にR師ヤ器 復元完形 136 18 106
外 面
l lNl面

デ

デ

ナ

ナ
底部 」転ヘ ラ t7J 微粒砂 良好 明恭掲 明茶 TE」 第172図

S K182 上衛Ⅲ器 イ 1/6 [127] 41 [61]
クト市1
ドI而

ケデ

デ
ナ
チ

微粒砂 史好 淡赤褐 淡赤掲 第172E

S K182 上 ll ll器 財( 復元先形 [130]
面
術
外
内

デ

デ

ナ

十

転
折 微粒砂 良好 栓 橙 第172区

S K182 605 上師器 14N 1/3 [140] 39 [80]
タト[日 1
内而 'Tお

軋
陛 茂

2]�長 石 良吹F i支女橙 橙 第12日

S K182 606 土師器 ll( 底部 (23) [72]
タトれ十
十火i「れ,

テ

テ

ナ

チ
微粒砂 良好 黄恭掲 黄茶褐 第172B

S K209 十部市器 発 日頸部 [154] (47)
耐
�
外
内
リーデ
ナデ

2 mm長 石 史好 灰 暗茶褐 第1・4屁

S K209 上「IL器 尭 復元完形 116 131 15
ｎ‐
而
外
内

デ

デ

ナ

ナ 1旨ヴH】吏
微粒砂 良好 赤茶褐 赤茶褐 第1脇□

S K209 609 Jittir T
「
j1/1( Jfくとい [130]

“

1)
デ

デ

ナ

十

而

�

外

―火‐
微粒砂 良好 明本掲 明茶褐 第1密図

S K209 L「 lj器 高 tlN ‖〕‖↓11:手
`

(69)
タトrli 狼

デ
虫
十
指

↓

デ
ズ
ナ
ケ 微 ll砂 良好 明茶掲 り]茶 4tJ 第1脇図
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